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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータプログラムであって、
　ディスプレイ、マイクロフォン及び入力デバイスを備える電子デバイスにより実行され
ると、前記電子デバイスに、
　　前記ディスプレイがオフの間に、前記入力デバイスを介してユーザ入力を受信させ、
　　前記ユーザ入力が所定の条件を満たすかどうかを判定させ、
　　前記ユーザ入力が前記所定の条件を満たす場合、前記ディスプレイをオンにし、その
後、前記ディスプレイがオンかどうかを判定させ、
　　前記ディスプレイがオンとの判定に従って、マイクロフォンを介して受信したオーデ
ィオ入力をサンプリングさせ、
　　前記オーディオ入力が口頭トリガを含むかどうかを判定させ、
　　前記オーディオ入力が前記口頭トリガを含むとの判定に従い、仮想アシスタントセッ
ションをトリガさせる、
命令群を含む、コンピュータプログラム。
【請求項２】
　前記所定の条件は、前記電子デバイスの加速度計から判定された、時間インターバル中
の前記電子デバイスの持ち上げ量に基づくものである、請求項１に記載のコンピュータプ
ログラム。
【請求項３】
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　前記所定の条件は、前記電子デバイスの加速度計から判定された、時間インターバル中
の前記電子デバイスの持ち上げの平滑度に基づくものである、請求項１に記載のコンピュ
ータプログラム。
【請求項４】
　前記所定の条件は、前記電子デバイスの前記持ち上げに従う位置での滞留時間の最小期
間を含む、請求項２に記載のコンピュータプログラム。
【請求項５】
　前記所定の条件は、前記電子デバイスのボタンのアクティブ化を検出することを含む、
請求項１に記載のコンピュータプログラム。
【請求項６】
　前記所定の条件は、前記電子デバイスのタッチ感知面上のタッチ入力を検出することを
含む、請求項１に記載のコンピュータプログラム。
【請求項７】
　前記電子デバイスにより実行されると、前記電子デバイスに、
　　前記ディスプレイのバックライトがオンしているかどうかの判定に基づいて、前記デ
ィスプレイがオンしているかどうかを判定させる、
命令群を更に含む、請求項１に記載のコンピュータプログラム。
【請求項８】
　前記電子デバイスにより実行されると、前記電子デバイスに、
　　前記オーディオ入力のサンプリングが所定の持続時間発生した後、前記オーディオ入
力のサンプリングを中止させる
命令群を更に含む、請求項１に記載のコンピュータプログラム。
【請求項９】
　前記電子デバイスにより実行されると、前記電子デバイスに、
　　前記オーディオ入力のサンプリングの中止に従い、触覚出力を提供させる
命令群を更に含む、請求項８に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１０】
　所定の条件を満たす前記ユーザ入力は、第１の所定の条件を満たす第１のユーザ入力で
あり、
　前記電子デバイスにより実行されると、前記電子デバイスに、
　　前記第１のユーザ入力の受信に従い、オーディオ入力をサンプリングする間に、第２
の所定の条件を満たす第２のユーザ入力を受信させ、
　　前記第２の所定の条件を満たす前記第２のユーザ入力の受信に従い、前記オーディオ
入力のサンプリングを中止させる、
命令群を更に含む、請求項１に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１１】
　前記第２の所定の条件は、前記電子デバイスの加速度計から判定された、時間インター
バル中の前記電子デバイスの降下量に基づくものである、請求項１０に記載のコンピュー
タプログラム。
【請求項１２】
　前記第１の所定の条件は、前記電子デバイスの加速度計から判定された、時間インター
バル中の前記電子デバイスの降下の平滑度に基づくものである、請求項１０に記載のコン
ピュータプログラム。
【請求項１３】
　前記第２の所定の条件は、前記電子デバイスのボタンのアクティブ化を検出することを
含む、請求項１０に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１４】
　前記第２の所定の条件は、前記電子デバイスのタッチ感知面上のタッチ入力を検出する
ことを含む、請求項１０に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１５】
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　前記電子デバイスにより実行されると、前記電子デバイスに、
　　前記所定の条件を満たす前記ユーザ入力の受信に従い、オーディオ入力をサンプリン
グしている間に、前記ディスプレイがオフしているかどうかを判定させ、
　　前記ディスプレイがオフしているとの判定に従い、前記オーディオ入力のサンプリン
グを中止させる、
命令群を更に含む、請求項１に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１６】
　前記電子デバイスにより実行されると、前記電子デバイスに、
　　前記所定の条件を満たす前記ユーザ入力の受信に従い、オーディオ入力をサンプリン
グしている間に、前記オーディオ入力内のオーディオ終点を特定させ、
　　前記オーディオ終点の特定に応じて、前記オーディオ入力のサンプリングを中止させ
る、
命令群を更に含む、請求項１に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１７】
　前記電子デバイスにより実行されると、前記電子デバイスに、
　前記仮想アシスタントセッションのトリガに従い、ユーザに口頭入力を促させる
命令群を更に含む、請求項１に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１８】
　前記オーディオ入力は、前記口頭トリガと追加入力を含み、
　前記電子デバイスにより実行されると、前記電子デバイスに、
　　前記仮想アシスタントセッションのトリガに従い、
　　　前記オーディオ入力内の少なくとも前記追加入力に基づいてユーザ意図を判定させ
、
　　　前記ユーザ意図に関連付けられたタスクを実行させる、
命令群を更に含む、請求項１に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１９】
　前記電子デバイスにより実行されると、前記電子デバイスに、
　　前記電子デバイスが所定のモードで動作しているとの判定に従い、前記ディスプレイ
がオンの間に前記所定の条件を満たす前記ユーザ入力を受信した後であっても、オーディ
オ入力のサンプリングを見送らせる命令群を更に含み、
　前記所定のモードでの動作は、前記電子デバイスのオーディオ出力をミュートすること
を含む、請求項１に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２０】
　前記口頭トリガは、所定のフレーズを含む、請求項１に記載のコンピュータプログラム
。
【請求項２１】
　ディスプレイ、マイクロフォン、及び入力デバイスを備える電子デバイスにおいて、
　　前記ディスプレイがオフの間に、前記入力デバイスを介してユーザ入力を受信するこ
とと、
　　前記ユーザ入力が所定の条件を満たすかどうかを判定することと、
　　前記ユーザ入力が前記所定の条件を満たす場合、前記ディスプレイをオンにし、その
後、前記ディスプレイがオンかどうかを判定することと、
　　前記ディスプレイがオンとの判定に従って、マイクロフォンを介して受信したオーデ
ィオ入力をサンプリングすることと、
　　前記オーディオ入力が口頭トリガを含むかどうかを判定することと、
　　前記オーディオ入力が前記口頭トリガを含むとの判定に従い、仮想アシスタントセッ
ションをトリガすることと
を含む方法。
【請求項２２】
　ディスプレイと、
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　１つ以上のプロセッサと、
　メモリと、
　１以上のプログラムであって、前記メモリに格納され、前記１以上のプロセッサにより
実行されると、
　　前記ディスプレイがオフの間に、入力デバイスを介してユーザ入力を受信し、
　　前記ユーザ入力が所定の条件を満たすかどうかを判定し、
　　前記ユーザ入力が前記所定の条件を満たす場合、前記ディスプレイをオンにし、その
後、前記ディスプレイがオンかどうかを判定し、
　　前記ディスプレイがオンとの判定に従って、マイクロフォンを介して受信したオーデ
ィオ入力をサンプリングし、
　　前記オーディオ入力が口頭トリガを含むかどうかを判定し、
　　前記オーディオ入力が前記口頭トリガを含むとの判定に従い、仮想アシスタントセッ
ションをトリガする
ための命令群を含むように構成された１以上のプログラムと
を備える、電子デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は全般的に、インテリジェント自動アシスタントに関し、より具体的には、イン
テリジェント自動アシスタントをトリガするための技法に関する。
【０００２】
　［関連出願の相互参照］
　本出願は、２０１５年３月８日に出願された、「ＶＩＲＴＵＡＬ　ＡＳＳＩＳＴＡＮＴ
　ＡＣＴＩＶＡＴＩＯＮ」と題された米国特許仮出願第６２／１２９，９３２号、及び２
０１５年８月３１日に出願された「ＶＩＲＴＵＡＬ　ＡＳＳＩＳＴＡＮＴ　ＡＣＴＩＶＡ
ＴＩＯＮ」と題された米国特許非仮出願第１４／８４１，４４９号の優先権の利益を主張
する。これらの出願の内容は、参照によりその全体が本明細書に組み込まれる。
【０００３】
　本出願は、２０１４年７月１８日に出願された「Ｒａｉｓｅ　Ｇｅｓｔｕｒｅ　Ｄｅｔ
ｅｃｔｉｏｎ　ｉｎ　ａ　Ｄｅｖｉｃｅ」と題する米国特許仮出願第６２／０２６，５３
２号、及び２０１１年１月１０日に出願された「Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｔ　Ａｕｔｏｍａ
ｔｅｄ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ」と題する米国特許出願第１２／９８７，９８２号に関連す
る。これらの出願の内容は、参照により本明細書に組み込まれる。
【背景技術】
【０００４】
　インテリジェント自動アシスタント（又は仮想アシスタント）は、人間のユーザと電子
デバイスとの間の有益なインタフェースを提供する。例示の仮想アシスタントは、ユーザ
が口頭形式及び／又はテキスト形式の自然言語を使用して、デバイス又はシステムと対話
することを可能にすることができる。ユーザは、ユーザ要求を含む口頭入力を電子デバイ
ス上で動作する仮想アシスタントに提供することができる。仮想アシスタントは、ユーザ
の意図をこの口頭入力から解釈し、ユーザの意図を１つ以上のタスクとして実行する。そ
の後、電子デバイスの１つ以上のサービスを実行することによってタスクを実行でき、そ
れによってユーザ要求に応答した関連する出力を返すことができる。
【発明の概要】
【０００５】
　仮想アシスタントはますます精巧なものになるにつれて、ますます多くの使用シナリオ
の元で、それらの補助を求めることが望ましい場合がある。したがって仮想アシスタント
をトリガする効率的な技法は有用である。加えて、仮想アシスタントがバッテリ給電式ポ
ータブル電子デバイス上で実行されている状況では、バッテリ電源を節約しながら仮想ア
シスタントをトリガする効率的な技法は特に有用である。
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【０００６】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイス上で仮想アシスタントをトリガする方法は
、ディスプレイ、マイクロフォン及び入力デバイスを備える電子デバイスにおいて、ディ
スプレイがオンしている間に、入力デバイスを介して所定の条件を満たすユーザ入力を受
信することと、所定の条件を満たすユーザ入力を受信することに従い、マイクロフォンを
介して受信したオーディオ入力をサンプリングすることと、オーディオ入力が口頭トリガ
を含むかを判定することと、オーディオ入力が口頭トリガを含むとの判定に従い、仮想ア
シスタントセッションをトリガすることと、を含む。
【０００７】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイス上で仮想アシスタントをトリガする方法は
、ディスプレイ及びマイクロフォンを備える電子デバイスにおいて、所定の条件を満たす
ソフトウェアイベントを検出することと、この条件を満たすソフトウェアイベントが検出
されたという判定に従い、マイクロフォンを介して受信したオーディオ入力をサンプリン
グすることと、マイクロフォンを介して受信したオーディオ入力が口頭トリガを含むかを
判定することと、オーディオ入力が口頭トリガを含むとの判定に従い、仮想アシスタント
セッションをトリガすることと、を含む。
【０００８】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイス上で仮想アシスタントをトリガする方法は
、ディスプレイ、マイクロフォン及び入力デバイスを備える電子デバイスにおいて、入力
デバイスを介して所定の条件を満たすユーザ入力を受信することと、所定の条件を満たす
ユーザ入力を受信することに従い、マイクロフォンを介して受信したオーディオ入力をサ
ンプリングすることと、オーディオ入力が口頭トリガを含むかを判定することと、オーデ
ィオ入力が口頭トリガを含むとの判定に従い、仮想アシスタントセッションをトリガする
ことと、触覚出力を提供することと、を含む。
【０００９】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイス上で仮想アシスタントをトリガする方法は
、ディスプレイ及びマイクロフォンを備える電子デバイスにおいて、マイクロフォンを介
して受信したオーディオ入力をサンプリングするとともに、オーディオ入力がタスクを表
すかを判定することと、オーディオ入力をサンプリングしている間に、オーディオ入力の
サンプリングを中止する命令を受信することと、オーディオ入力のサンプリングを中止す
る受信した命令を受け取ったことを通知する出力を提供することと、この出力を提供した
後、ある持続時間の間、オーディオ入力のサンプリングを継続するとともにオーディオ入
力がタスクを含むかを判定し、その後、オーディオ入力のサンプリングを中止することと
、を含む。
【００１０】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスは、ディスプレイと、１つ以上のプロセッ
サと、メモリと、１つ以上のプログラムとを備え、この１つ以上のプログラムは、メモリ
内に記憶され、この１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成されており、こ
の１つ以上のプログラムは、ディスプレイがオンしている間に、入力デバイスを介して所
定の条件を満たすユーザ入力を受信し、所定の条件を満たすユーザ入力の受信に従い、マ
イクロフォンを介して受信したオーディオ入力をサンプリングし、オーディオ入力が口頭
トリガを含むかを判定し、オーディオ入力が口頭トリガを含むとの判定に従い、仮想アシ
スタントセッションをトリガする、命令を含む。
【００１１】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスは、ディスプレイと、１つ以上のプロセッ
サと、メモリと、１つ以上のプログラムとを備え、この１つ以上のプログラムは、メモリ
内に記憶され、この１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成されており、こ
の１つ以上のプログラムは、所定の条件を満たすソフトウェアイベントを検出し、条件を
満たすソフトウェアイベントが検出されたという判定に従い、マイクロフォンを介して受
信したオーディオ入力をサンプリングし、マイクロフォンを介して受信したオーディオ入
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力が口頭トリガを含むかを判定し、オーディオ入力が口頭トリガを含むとの判定に従い、
仮想アシスタントセッションをトリガする、命令を含む。
【００１２】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスは、ディスプレイと、１つ以上のプロセッ
サと、メモリと、１つ以上のプログラムとを備え、この１つ以上のプログラムは、メモリ
内に記憶され、この１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成されており、こ
の１つ以上のプログラムは、入力デバイスを介して所定の条件を満たすユーザ入力を受信
し、
【００１３】
　所定の条件を満たすユーザ入力の受信に従い、マイクロフォンを介して受信したオーデ
ィオ入力をサンプリングし、オーディオ入力が口頭トリガを含むかを判定し、オーディオ
入力が口頭トリガを含むとの判定に従い、仮想アシスタントセッションをトリガし、触覚
出力を提供する、命令を含む。
【００１４】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスは、ディスプレイと、１つ以上のプロセッ
サと、メモリと、１つ以上のプログラムとを備え、この１つ以上のプログラムは、メモリ
内に記憶され、この１つ以上のプロセッサによって実行されるように構成されており、こ
の１つ以上のプログラムは、マイクロフォンを介して受信したオーディオ入力をサンプリ
ングし、オーディオ入力がタスクを表すかを判定し、オーディオ入力をサンプリングして
いる間に、オーディオ入力のサンプリングを中止する命令を受信し、オーディオ入力のサ
ンプリングを中止する受信した命令を受け取ったことを通知する出力を提供し、この出力
を提供した後、ある持続時間の間、オーディオ入力のサンプリングを継続するとともにオ
ーディオ入力がタスクを含むかを判定し、その後、オーディオ入力のサンプリングを中止
する命令を含む。
【００１５】
　いくつかの実施形態によれば、非一時的コンピュータ可読記憶媒体は１つ以上のプログ
ラムを記憶し、この１つ以上のプログラムが、ディスプレイ、マイクロフォン、及び入力
デバイスを備える電子デバイスによって実行されたときに、電子デバイスに、ディスプレ
イがオンしている間に、入力デバイスを介して所定の条件を満たすユーザ入力を受信させ
、所定の条件を満たすユーザ入力の受信に従い、マイクロフォンを介して受信したオーデ
ィオ入力をサンプリングさせ、オーディオ入力が口頭トリガを含むかを判定させ、オーデ
ィオ入力が口頭トリガを含むとの判定に従い、仮想アシスタントセッションをトリガさせ
る、命令を含む。
【００１６】
　いくつかの実施形態によれば、非一時的コンピュータ可読記憶媒体は１つ以上のプログ
ラムを記憶し、この１つ以上のプログラムが、ディスプレイ、マイクロフォン、及び入力
デバイスを備える電子デバイスによって実行されたときに、電子デバイスに、所定の条件
を満たすソフトウェアイベントを検出させ、条件を満たすソフトウェアイベントが検出さ
れたという判定に従い、マイクロフォンを介して受信したオーディオ入力をサンプリング
させ、マイクロフォンを介して受信したオーディオ入力が口頭トリガを含むかを判定させ
、オーディオ入力が口頭トリガを含むとの判定に従い、仮想アシスタントセッションをト
リガさせる、命令を含む。
【００１７】
　いくつかの実施形態によれば、非一時的コンピュータ可読記憶媒体は１つ以上のプログ
ラムを記憶し、この１つ以上のプログラムがディスプレイ、マイクロフォン、及び入力デ
バイスを備える電子デバイスによって実行されたときに、電子デバイスに、入力デバイス
を介して所定の条件を満たすユーザ入力を受信させ、所定の条件を満たすユーザ入力の受
信に従い、マイクロフォンを介して受信したオーディオ入力をサンプリングさせ、オーデ
ィオ入力が口頭トリガを含むかを判定させ、オーディオ入力が口頭トリガを含むとの判定
に従い、仮想アシスタントセッションをトリガさせ、触覚出力を提供させる、命令を含む
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。
【００１８】
　いくつかの実施形態によれば、非一時的コンピュータ可読記憶媒体は１つ以上のプログ
ラムを記憶し、この１つ以上のプログラムが、ディスプレイ、マイクロフォン、及び入力
デバイスを備える電子デバイスによって実行されたときに、電子デバイスに、マイクロフ
ォンを介して受信されたオーディオ入力をサンプリングさせ、オーディオ入力がタスクを
表すかを判定させ、オーディオ入力をサンプリングしている間に、オーディオ入力のサン
プリングを中止する命令を受信させ、オーディオ入力のサンプリングを中止する受信した
命令を受け取ったことを通知する出力を提供させ、この出力を提供した後、ある持続時間
の間、オーディオ入力のサンプリングを継続するとともにオーディオ入力がタスクを含む
かを判定させ、その後、オーディオ入力のサンプリングを中止させる、命令を含む。
【００１９】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスは、表示手段がオンしている間に、入力デ
バイスを介して所定の条件を満たすユーザ入力を受信する手段と、所定の条件を満たすユ
ーザ入力の受信に従い、マイクロフォンを介して受信したオーディオ入力をサンプリング
する手段と、オーディオ入力が口頭トリガを含むかを判定する手段と、オーディオ入力が
口頭トリガを含むとの判定に従い、仮想アシスタントセッションをトリガする手段と、を
備える。
【００２０】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスは、所定の条件を満たすソフトウェアイベ
ントを検出するための手段と、条件を満たすソフトウェアイベントが検出されたという判
定に従い、マイクロフォンを介して受信したオーディオ入力をサンプリングする手段と、
マイクロフォンを介して受信したオーディオ入力が口頭トリガを含むかを判定する手段と
、オーディオ入力が口頭トリガを含むとの判定に従い、仮想アシスタントセッションをト
リガする手段と、を備える。
【００２１】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスは、入力デバイスを介して所定の条件を満
たすユーザ入力を受信する手段と、所定の条件を満たすユーザ入力の受信に従い、マイク
ロフォンを介して受信したオーディオ入力をサンプリングする手段と、オーディオ入力が
口頭トリガを含むかを判定する手段と、オーディオ入力が口頭トリガを含むとの判定に従
い、仮想アシスタントセッションをトリガし、触覚出力を提供する手段と、を備える。
【００２２】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスは、マイクロフォンを介して受信したオー
ディオ入力をサンプリングするとともに、オーディオ入力がタスクを表すかを判定する手
段と、オーディオ入力をサンプリングしている間に、オーディオ入力のサンプリングを中
止する命令を受信する手段と、オーディオ入力のサンプリングを中止する受信した命令を
受け取ったことを通知する出力を提供する手段と、この出力を提供した後、ある持続時間
の間、オーディオ入力のサンプリングを継続するとともにオーディオ入力がタスクを含む
かを判定し、その後、オーディオ入力のサンプリングを中止する手段と、を備える。
【００２３】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスは、ディスプレイと、マイクロフォンと、
入力デバイスと、ディスプレイ、マイクロフォン及び入力デバイスに連結された処理ユニ
ットと、を備え、処理ユニットは、ディスプレイがオンしている間に、入力デバイスを介
して所定の条件を満たすユーザ入力を受信し、所定の条件を満たすユーザ入力の受信に従
い、マイクロフォンを介して受信したオーディオ入力をサンプリングし、オーディオ入力
が口頭トリガを含むかを判定し、オーディオ入力が口頭トリガを含むとの判定に従い、仮
想アシスタントセッションをトリガする、ように構成される。
【００２４】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスは、ディスプレイと、マイクロフォンと、
ディスプレイ、マイクロフォン及び入力デバイスに連結された処理ユニットと、を備え、
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処理ユニットは、所定の条件を満たすソフトウェアイベントを検出し、条件を満たすソフ
トウェアイベントが検出されたという判定に従い、マイクロフォンを介して受信したオー
ディオ入力をサンプリングし、マイクロフォンを介して受信したオーディオ入力が口頭ト
リガを含むかを判定し、オーディオ入力が口頭トリガを含むとの判定に従い、仮想アシス
タントセッションをトリガする、ように構成される。
【００２５】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスは、ディスプレイと、マイクロフォンと、
入力デバイスと、ディスプレイ、マイクロフォン及び入力デバイスに連結された処理ユニ
ットと、を備え、処理ユニットは、入力デバイスを介して所定の条件を満たすユーザ入力
を受信し、所定の条件を満たすユーザ入力の受信に従い、マイクロフォンを介して受信し
たオーディオ入力をサンプリングし、オーディオ入力が口頭トリガを含むかを判定し、オ
ーディオ入力が口頭トリガを含むとの判定に従い、仮想アシスタントセッションをトリガ
し、触覚出力を提供する、ように構成される。
【００２６】
　いくつかの実施形態によれば、電子デバイスは、ディスプレイと、マイクロフォンと、
入力デバイスと、ディスプレイ、マイクロフォン及び入力デバイスに連結された処理ユニ
ットと、を備え、処理ユニットは、マイクロフォンを介して受信したオーディオ入力をサ
ンプリングし、オーディオ入力がタスクを表すかを判定し、オーディオ入力をサンプリン
グしている間に、オーディオ入力のサンプリングを中止する命令を受信し、オーディオ入
力のサンプリングを中止する受信した命令を受け取ったことを通知する出力を提供し、こ
の出力を提供した後、ある持続時間の間、オーディオ入力のサンプリングを継続するとと
もにオーディオ入力がタスクを含むかを判定し、その後、オーディオ入力のサンプリング
を中止する、ように構成される。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
　説明される様々な実施形態を良好に理解するため、以下の図面と併せて、以下の「発明
を実施するための形態」を参照されたい。ここで、類似の参照番号は、それらの図にわた
って、対応する部分を指す。
【００２８】
【図１】いくつかの実施形態に係るデジタルアシスタントを実施するシステム及び環境を
示す。
【００２９】
【図２Ａ】いくつかの実施形態に係る、デジタルアシスタントのクライアント側部分を実
施するポータブル多機能デバイスを示すブロック図である。
【００３０】
【図２Ｂ】いくつかの実施形態に係る、イベント処理のための例示的な構成要素を示すブ
ロック図である。
【００３１】
【図３】いくつかの実施形態に係る、デジタルアシスタントのクライアント側部分を実施
するポータブル多機能デバイスを示すブロック図である。
【００３２】
【図４】いくつかの実施形態に係る、ディスプレイ及びタッチ感知面を備える例示的な多
機能デバイスのブロック図である。
【００３３】
【図５Ａ】いくつかの実施形態に係る、ポータブル多機能デバイス上のアプリケーション
メニューに関する例示的なユーザインタフェースを示す。
【００３４】
【図５Ｂ】いくつかの実施形態に係る、ディスプレイとは別個のタッチ感知面を有する多
機能デバイスに関する例示的なユーザインタフェースを示す。
【００３５】
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【図６Ａ】いくつかの実施形態に係るパーソナル電子デバイスを示す。
【００３６】
【図６Ｂ】いくつかの実施形態に係るパーソナル電子デバイスを示すブロック図である。
【００３７】
【図７Ａ】いくつかの実施形態に係るデジタルアシスタントシステム又はそのサーバ部分
を示す。
【００３８】
【図７Ｂ】いくつかの実施形態に係る図８Ａに示すデジタルアシスタントの機能を示す。
【００３９】
【図７Ｃ】いくつかの実施形態に係るオントロジの一部を示す。
【００４０】
【図８Ａ】いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントをトリガする例示的な技法を示す
。
【図８Ｂ】いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントをトリガする例示的な技法を示す
。
【図８Ｃ】いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントをトリガする例示的な技法を示す
。
【００４１】
【図９Ａ】いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントをトリガする例示的な技法を示す
。
【図９Ｂ】いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントをトリガする例示的な技法を示す
。
【図９Ｃ】いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントをトリガする例示的な技法を示す
。
【００４２】
【図１０Ａ】いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントをトリガする例示的な技法を示
す。
【図１０Ｂ】いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントをトリガする例示的な技法を示
す。
【図１０Ｃ】いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントをトリガする例示的な技法を示
す。
【図１０Ｄ】いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントをトリガする例示的な技法を示
す。
【００４３】
【図１１Ａ】いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントをトリガする例示的な技法を示
す。
【図１１Ｂ】いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントをトリガする例示的な技法を示
す。
【図１１Ｃ】いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントをトリガする例示的な技法を示
す。
【００４４】
【図１２】いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントをトリガする方法を示すフロー図
である。
【００４５】
【図１３】いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントをトリガする方法を示すフロー図
である。
【００４６】
【図１４】いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントをトリガする方法を示すフロー図
である。
【００４７】
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【図１５】いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントをトリガする方法を示すフロー図
である。
【００４８】
【図１６】いくつかの実施形態に係る電子デバイスの機能ブロック図である。
【００４９】
【図１７】いくつかの実施形態に係る電子デバイスの機能ブロック図である。
【００５０】
【図１８】いくつかの実施形態に係る電子デバイスの機能ブロック図である。
【００５１】
【図１９】いくつかの実施形態に係る電子デバイスの機能ブロック図である。
【００５２】
【図２０Ａ】いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントを対話する例示的な技法を示す
。
【図２０Ｂ】いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントを対話する例示的な技法を示す
。
【図２０Ｃ】いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントを対話する例示的な技法を示す
。
【図２０Ｄ】いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントを対話する例示的な技法を示す
。
【図２０Ｅ】いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントを対話する例示的な技法を示す
。
【００５３】
【図２１】いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントを対話する方法を示すフロー図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００５４】
　以下の開示及び実施形態の説明では、実施することができる特定の実施形態が実例とし
て示されている添付の図面を参照する。本開示の範囲から逸脱することなく、他の実施形
態及び実施例を実施することができ、変更を行うことができることを理解されたい。
【００５５】
　仮想アシスタントサービスは、計算量が多いものとなり得る。例えば、仮想アシスタン
トは、マイクロフォン、その付随回路及び対応するソフトウェアプロセスをアクティブに
することによって、ユーザからのオーディオ入力をサンプリングすることができ、その結
果、コンピューティングリソースを消費する。プロセッサ及び付随するバッテリ電力消費
を低減する技法を採用する仮想アシスタントサービスを提供する電子デバイスが必要とさ
れており、それによって効果的な仮想アシスタントインタフェースを提供しながら、他の
方法では不必要なユーザ入力を処理するのに浪費されたコンピューティングリソースが節
約される。
【００５６】
　以下の図１、図２Ａ、図７Ａ～図７Ｂ、及び図１６～図１９は、コンピューティングデ
バイス間を移行する技法を実行するための例示的デバイスの説明を提供する。図８Ａ～図
８Ｃ、図９Ａ～図９Ｃ、図１０Ａ～図１０Ｄ、及び図１１Ａ～図１１Ｃは、コンピューテ
ィングデバイス間を移行するための例示的ユーザインタフェースを示す。図中のユーザイ
ンタフェースは、図１２～図１５のプロセスを含む、以下に説明するプロセスを説明する
のにも使用される。
【００５７】
　以下の説明では、様々な要素を説明するために「第１」、「第２」などの用語を使用す
るが、これらの要素はこれらの用語によって限定されるべきではない。これらの用語は、
ある要素を別の要素と区別するためにのみ使用される。例えば、説明されている様々な実
施例の範囲から逸脱することなく、第１の入力は第２の入力と称することができ、同様に
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、第２の入力は第１の入力と称し得る。第１の入力及び第２の入力は双方とも出力であり
得、いくつかの場合では、個別の、異なる入力であり得る。
【００５８】
　本明細書で説明される様々な実施例の説明で使用される用語は、特定の実施例を説明す
ることのみを目的とするものであって、限定することを意図するものではない。説明され
る様々な実施例の説明及び添付の特許請求の範囲で使用されるとき、単数形「ａ」、「ａ
ｎ」、及び「ｔｈｅ」は、文脈がそうではないことを明確に示さない限り、複数形もまた
含むことが意図される。本明細書で使用されるときに、用語「及び／又は」が、関連する
列挙された項目のうちの１つ以上の全ての可能な任意の組み合わせを指し、かつこれを含
むことをもまた理解されたい。用語「ｉｎｃｌｕｄｅｓ（含む）、「ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ
（含む）」、「ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ（含む）」及び／又は「ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ（含む
）」は、本明細書で使用されるとき、述べられた特徴、整数、ステップ、動作、要素、及
び／又は構成要素の存在を指定するが、１つ以上の他の特徴、整数、ステップ、動作、要
素、構成要素、及び／又はそれらの群、の存在又は追加を除外しないことが更に理解され
るであろう。
【００５９】
　用語「ｉｆ（～場合に）」は、文脈に応じて「ｗｈｅｎ（～時に）」、「ｕｐｏｎ（～
時に）」、「ｉｎ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｔｏ　ｄｅｔｅｒｍｉｎｉｎｇ（～という判定に
応じて）」、又は「ｉｎ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｔｏ　ｄｅｔｅｃｔｉｎｇ（～を検出した
ことに応じて）」を意味すると解釈することができる。同様に、句「ｉｆ　ｉｔ　ｉｓ　
ｄｅｔｅｒｍｉｎｅｄ（～と判定される場合に）」又は「ｉｆ［ａ　ｓｔａｔｅｄ　ｃｏ
ｎｄｉｔｉｏｎ　ｏｒ　ｅｖｅｎｔ］ｉｓ　ｄｅｔｅｃｔｅｄ（［述べられる条件又はイ
ベント］が検出される場合に）」は、文脈に応じて「ｕｐｏｎ　ｄｅｔｅｒｍｉｎｉｎｇ
（～と判定されるときに）」、又は「ｉｎ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｔｏ　ｄｅｔｅｒｍｉｎ
ｉｎｇ（～との判定に応じて）」、又は「ｕｐｏｎ　ｄｅｔｅｃｔｉｎｇ［ｔｈｅ　ｓｔ
ａｔｅｄ　ｃｏｎｄｉｔｉｏｎ　ｏｒ　ｅｖｅｎｔ］（［述べられる条件又はイベント］
の検出時に）」、又は「ｉｎ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｔｏ　ｄｅｔｅｃｔｉｎｇ［ｔｈｅ　
ｓｔａｔｅｄ　ｃｏｎｄｉｔｉｏｎ　ｏｒ　ｅｖｅｎｔ］（［述べられる条件又はイベン
ト］の検出に応じて）」を意味すると解釈することができる。
　１．システム及び環境
【００６０】
　図１は、様々な実施例に係る、システム１００のブロック図を示す。いくつかの実施例
では、システム１００はデジタルアシスタントを実施し得る。用語「デジタルアシスタン
ト」、「仮想アシスタント」、「インテリジェント自動アシスタント」、又は「自動デジ
タルアシスタント」は、口頭及び／又はテキスト形式の自然言語入力を解釈してユーザ意
図を推測し、推測されたユーザ意図に基づきアクションを実行する任意の情報処理システ
ムを指してもよい。例えば、推測されたユーザの意図を実行するために、システムは、以
下の１つ以上を実行することができる。すなわち、推測されたユーザの意図を実現するた
めに設計されたステップ及びパラメータを有するタスクフローを特定すること、推測され
たユーザの意図からの特定の要件をタスクフローに入力すること、プログラム、方法、サ
ービス、ＡＰＩなどを呼び出すことによりタスクフローを実行すること、並びに可聴（例
えば、スピーチ）形式及び／又は視覚形式でユーザへの出力応答を生成すること。
【００６１】
　具体的には、デジタルアシスタントは、少なくとも部分的に、自然言語コマンド、要求
、陳述、叙述、及び／又は照会の形でユーザ要求を受け付ける能力を有することができる
。典型的には、ユーザ要求はデジタルアシスタントによる情報回答又はタスクの実行のい
ずれかを求めることができる。ユーザ要求への満足のいく応答は、要求された情報回答の
提供、要求されたタスクの実行、又は両者の組み合わせとなることができる。例えば、ユ
ーザはデジタルアシスタントに「私は今どこにいますか？」などの質問をしてもよい。ユ
ーザの現在の場所に基づき、デジタルアシスタントは、「あなたはセントラルパーク内の
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西門の近くにいます」と回答してもよい。ユーザは、例えば、「私の友人を、来週の私の
ガールフレンドの誕生日パーティーに招待して下さい」のように、タスク実行を要求して
もよい。それに応じて、デジタルアシスタントは、「はい、ただ今」と述べることによっ
て要求を受け取ったことを通知し、次に、ユーザの代わりに、ユーザの電子アドレス帳に
載っているユーザの友人の各々に適切なカレンダー招待状を送信してもよい。要求された
タスクの実行中に、デジタルアシスタントは、長期間にわたる複数の情報交換を伴う継続
的ダイアログ内でユーザと時折対話することができる。情報又は様々なタスクの実行を要
求するためにデジタルアシスタントと対話する方法は他にも数多く存在する。言葉による
応答を提供し、プログラムされたアクションを取ることに加えて、デジタルアシスタント
は、他の視覚又はオーディオ形式の応答を、例えば、テキスト、警報、音楽、ビデオ、ア
ニメーション等として、提供することもできる。
【００６２】
　図１に示すように、いくつかの実施例では、デジタルアシスタントはクライアントサー
バモデルに従って実装することができる。デジタルアシスタントは、ユーザデバイス１０
４上で実行されるクライアント側部分１０２（以後、「ＤＡクライアント１０２」）、及
びサーバシステム１０８上で実行されるサーバ側部分１０６（以後「ＤＡサーバ１０６」
）を含むことができる。ＤＡクライアント１０２は１つ以上のネットワーク１１０を通し
てＤＡサーバ１０６と通信することができる。ＤＡクライアント１０２は、ユーザ対応入
力及び出力処理、並びにＤＡサーバ１０６との通信などのクライアント側機能性を提供す
ることができる。ＤＡサーバ１０６は、それぞれのユーザデバイス１０４上に各々常駐す
る任意の数のＤＡクライアント１０２のためのサーバ側機能性を提供し得る。
【００６３】
　いくつかの実施例では、ＤＡサーバ１０６は、クライアント対応Ｉ／Ｏインタフェース
１１２、１つ以上の処理モジュール１１４、データ及びモデル１１６、及び外部サービス
へのＩ／Ｏインタフェース１１８を含み得る。クライアント対応Ｉ／Ｏインタフェース１
１２は、ＤＡサーバ１０６のためのクライアント対応入力及び出力処理を促進することが
できる。１つ以上の処理モジュール１１４は、音声入力を処理し、自然言語入力に基づい
てユーザの意図を決定するために、データ及びモデル１１６を利用することができる。更
に、１つ以上の処理モジュール１１４は、タスクの実行を、推測されたユーザの意図に基
づいて実行する。いくつかの実施例では、ＤＡサーバ１０６は、タスク完了又は情報取得
のために、ネットワーク（単数又は複数）１１０を通して外部サービス１２０と通信し得
る。外部サービスへのＩ／Ｏインタフェース１１８はこのような通信を促進することがで
きる。
【００６４】
　ユーザデバイス１０４は、任意の好適な電子デバイスであり得る。例えば、ユーザデバ
イスは、ポータブル多機能デバイス（例えば、図２Ａを参照して以下に説明するデバイス
２００）、多機能デバイス（例えば、図４を参照して以下に説明するデバイス４００）、
又はパーソナル電子デバイス（例えば、図６Ａ～図６Ｂを参照して以下に説明するデバイ
ス６００）であり得る。ポータブル多機能デバイスは、例えば、他の機能をも含む携帯電
話、例えば、ＰＤＡ及び／又はミュージックプレーヤ機能、であり得る。ポータブル多機
能デバイスの特定の実施例は、Ａｐｐｌｅ　Ｉｎｃ．（Ｃｕｐｅｒｔｉｎｏ，Ｃａｌｉｆ
ｏｒｎｉａ）による、ｉＰｈｏｎｅ（登録商標）、ｉＰｏｄ　Ｔｏｕｃｈ（登録商標）、
及びｉＰａｄ（登録商標）デバイスを含み得る。ポータブル多機能デバイスの他の実施例
は、限定を伴わずに、ラップトップコンピュータ又はタブレットコンピュータを含み得る
。更に、いくつかの実施例では、ユーザデバイス１０４は、非ポータブル多機能デバイス
であり得る。特に、ユーザデバイス１０４は、デスクトップコンピュータ、ゲームコンソ
ール、テレビ、又はテレビセットトップボックスであり得る。いくつかの実施例では、ユ
ーザデバイス１０４は、タッチ感知面（例えば、タッチスクリーンディスプレイ及び／又
はタッチパッド）を含み得る。更に、ユーザデバイス１０４は、１つ以上の他の物理ユー
ザインタフェースデバイス、例えば、物理キーボード、マウス、及び／又はジョイスティ



(13) JP 6873038 B2 2021.5.19

10

20

30

40

50

ック、を任意選択的に含み得る。電子デバイスの様々な実施例、例えば、多機能デバイス
、を以下に詳細に説明する。
【００６５】
　通信ネットワーク（単数又は複数）１１０の例としては、ローカルエリアネットワーク
（local area network、ＬＡＮ）、及びワイドエリアネットワーク（wide area network
、ＷＡＮ）、例えば、インターネットを挙げることができる。通信ネットワーク（単数又
は複数）１１０は、例えば、イーサネット（登録商標）、ユニバーサルシリアルバス（Un
iversal Serial Bus、ＵＳＢ）、ＦＩＲＥＷＩＲＥ（登録商標）、移動通信用のグローバ
ルシステム（Global System for Mobile Communications、ＧＳＭ）、拡張データＧＳＭ
環境（Enhanced Data GSM Environment、ＥＤＧＥ）、符号分割多元接続（code division
 multiple access、ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（time division multiple access、Ｔ
ＤＭＡ）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）、ボイスオーバー
インターネットプロトコル（voice over Internet Protocol、ＶｏＩＰ）、Ｗｉ－ＭＡＸ
（登録商標）、又は任意の他の好適な通信プロトコル等の、様々な有線又は無線プロトコ
ルを含む、任意の周知のネットワークプロトコルを用いて実施することができる。
【００６６】
　サーバシステム１０８は、１つ以上の独立型データ処理装置、又はコンピュータの分散
型ネットワーク上に実施することができる。いくつかの実施例では、サーバシステム１０
８は、また、様々な仮想デバイス及び／又はサードパーティサービスプロバイダ（例えば
、サードパーティクラウドサービスプロバイダ）のサービスを利用して、サーバシステム
１０８の基本的なコンピューティングリソース及び／又はインフラストラクチャリソース
を提供することができる。
【００６７】
　いくつかの実施例では、ユーザデバイス１０４は、ＤＡサーバ１０６と、第２のユーザ
デバイス１２２を介して通信し得る。第２のユーザデバイス１２２は、ユーザデバイス１
０４と同様であり得る。例えば、第２のユーザデバイス１２２は、図２Ａ、図４、図６Ａ
－Ｂを参照して以下に説明するデバイス２００、４００又は６００のいずれか１つに類似
し得る。ユーザデバイス１０４は、第２のユーザデバイス１２２に、直接通信接続、例え
ば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＮＦＣ、ＢＴＬＥ等を介して、又は、有線ネット
ワーク又は無線ネットワーク、例えば、ローカルＷｉ－Ｆｉ（登録商標）ネットワーク、
を介して通信可能に連結するよう構成され得る。いくつかの実施例では、第２のユーザデ
バイス１２２は、ユーザデバイス１０４とＤＡサーバ１０６との間のプロキシとして動作
するよう構成され得る。例えば、ユーザデバイス１０４のＤＡクライアント１０２は、情
報（例えば、ユーザデバイス１０４にて受信したユーザの要求）を、ＤＡサーバ１０６に
、第２のユーザデバイス１２２を介して送信するよう構成され得る。ＤＡサーバ１０６は
情報を処理し得、関連データ（例えば、ユーザの要求に応じてのデータコンテンツ）を、
ユーザデバイス１０４に、第２のユーザデバイス１２２を介して返し得る。
【００６８】
　いくつかの実施例では、ユーザデバイス１０４は、データに対する省略された要求を、
第２のユーザデバイス１２２に通信し、ユーザデバイス１０４から送信する情報量を減ら
すよう構成され得る。第２のユーザデバイス１２２は、追加情報を判定し、省略された要
求に加えて完全な要求を生成し、ＤＡサーバ１０６に送信するよう構成され得る。このシ
ステムアーキテクチャは、限られた通信能力及び／又は限られたバッテリ電力を有するユ
ーザデバイス１０４（例えば、携帯時計又は類似のコンパクト電子デバイス）を、ＤＡサ
ーバ１０６が提供するサービスに、より強い通信能力及び／又はより大きなバッテリ電力
を有する第２のユーザデバイス１２２（例えば、携帯電話、ラップトップコンピュータ、
タブレットコンピュータ等）を、ＤＡサーバ１０６へのプロキシとして使用して、好適に
アクセス可能とし得る。図１では２つのユーザデバイス１０４及びユーザデバイス１２２
のみが示されるが、システム１００は、ＤＡサーバシステム１０６と通信するよう、この
プロキシ構成に構成された任意の数及び種類のユーザデバイスを含み得ることを理解され
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たい。
【００６９】
　図１に示すデジタルアシスタントはクライアント側部分（例えば、ＤＡクライアント１
０２）及びサーバ側部分（例えば、ＤＡサーバ１０６）の両方を含むことができるが、い
くつかの実施例では、デジタルアシスタントの機能は、ユーザデバイス上にインストール
される独立型アプリケーションとして実装することができる。加えて、デジタルアシスタ
ントのクライアント部分とサーバ部分との間の機能の分配は実施態様によって異なり得る
。例えば、いくつかの実施例では、ＤＡクライアントは、ユーザ対応入力及び出力処理機
能のみを提供し、デジタルアシスタントの全ての他の機能をバックエンドサーバに委ねる
シンクライアントであり得る。
　２．電子デバイス
【００７０】
　ここで、デジタルアシスタントのクライアント側部分を実装するための電子デバイスの
実施形態に注目する。図２Ａは、いくつかの実施形態に係る、タッチ感知ディスプレイシ
ステム２１２を備えるポータブル多機能デバイス２００を示すブロック図である。タッチ
感知ディスプレイ２１２は、便宜上「タッチスクリーン」と呼ばれる場合があり、「タッ
チ感知ディスプレイシステム」として既知である場合又は呼ばれる場合もある。デバイス
２００は、メモリ２０２（任意選択的に、１つ以上のコンピュータ可読記憶媒体を含む）
、メモリコントローラ２２２、１つ以上の処理ユニット（ＣＰＵ）２２０、周辺機器イン
タフェース２１８、ＲＦ回路２０８、オーディオ回路２１０、スピーカ２１１、マイクロ
フォン２１３、入出力（Ｉ／Ｏ）サブシステム２０６、他の入力制御デバイス２１６、及
び外部ポート２２４を含む。デバイス２００は、１つ以上の光センサ２６４を任意選択的
に含む。デバイス２００は、デバイス２００（例えば、デバイス２００のタッチ感知ディ
スプレイシステム２１２などのタッチ感知面）上の接触の強度を検出するための、１つ以
上の接触強度センサ２６５を任意選択的に含む。デバイス２００は、デバイス２００上に
触知出力を生成する（例えば、デバイス２００のタッチ感知ディスプレイシステム２１２
又はデバイス４００のタッチパッド４５５などの、タッチ感知面上に触知出力を生成する
）ための、１つ以上の触知出力生成器２６７を任意選択的に含む。これらの構成要素は、
１つ以上の通信バス又は信号ライン２０３を介して任意選択的に通信する。
【００７１】
　本明細書及び特許請求の範囲で使用されるとき、タッチ感知面上の接触の「強度」とい
う用語は、タッチ感知面上の接触（例えば、指接触）の力又は圧力（単位面積当りの力）
、あるいはタッチ感知面上の接触の力又は圧力の代替物（代用物）を指す。接触の強度は
、少なくとも４つの別個の数値を含み、より典型的には、何百もの異なる数値（例えば、
少なくとも２５６）を含む、数値の範囲を有する。接触の強度は、様々な方法及び様々な
センサ、又はセンサの組み合わせを使用して、任意選択的に、判定（又は、測定）される
。例えば、タッチ感知面の下に又は隣接して配置された１つ以上の力センサは、タッチ感
知面上の様々な点における力を測定するために、任意選択的に使用される。いくつかの実
装において、複数の力センサの力測定値を組み合わせて（例えば、加重平均）、接触力の
推定値を判定する。同様に、スタイラスの感圧性先端部を任意選択的に使用して、タッチ
感知面上のスタイラスの圧力を判定する。あるいは、タッチ感知面上で検出される接触領
域のサイズ及び／又はその変化、接触に近接するタッチ感知面の電気容量及び／又はその
変化、並びに／若しくは、接触に近接するタッチ感知面の抵抗及び／又はその変化が、タ
ッチ感知面上の接触の力又は圧力の代替物として、任意選択的に用いられる。いくつかの
実装では、接触の力又は圧力の代替的測定値は、強度閾値を超えているか否かを判定する
ために直接に用いられる（例えば、強度閾値は、代替的測定値に対応する単位で記述され
る）。いくつかの実装では、接触の力又は圧力の代替的測定値は、推定される力又は圧力
に変換され、この推定される力又は圧力を用いて、強度閾値を超えているか否かを判定す
る（例えば、強度閾値は、圧力の単位で測定された圧力閾値である）。接触の強度をユー
ザ入力の属性として使用することにより、アフォーダンスを（例えば、タッチ感知ディス



(15) JP 6873038 B2 2021.5.19

10

20

30

40

50

プレイ上に）表示するための、及び／又は、ユーザ入力を（例えば、タッチ感知ディスプ
レイ、タッチ感知面、又はノブ若しくはボタンなどの物理的／機械的制御部を介して）受
信するための、面積が制限されている、低減されたサイズのデバイス上で、他の場合であ
ればユーザによってアクセスすることが不可能であり得る、追加的なデバイス機能への、
ユーザのアクセスが可能となる。
【００７２】
　本明細書及び特許請求の範囲で使用されるとき、用語「触知出力」は、ユーザの触覚で
ユーザによって検出されることになる、デバイスの従前の位置に対するデバイスの物理的
変位、デバイスの構成要素（例えば、タッチ感知面）の、デバイスの別の構成要素（例え
ば、筐体）に対する物理的変位、又はデバイスの質量中心に対する構成要素の変位を指す
。例えば、デバイス又はデバイスの構成要素が、タッチに敏感なユーザの表面（例えば、
ユーザの手の指、手のひら、又は他の部分）に接触している状況において、物理的変位に
よって生成された触知出力は、デバイス又はデバイスの構成要素の物理的特性の認識され
た変化に相当する触感として、ユーザによって解釈される。例えば、タッチ感知面（例え
ば、タッチ感知ディスプレイ又はトラックパッド）の移動は、ユーザによって、物理アク
チュエータボタンの「ダウンクリック」又は「アップクリック」として任意選択的に解釈
される。いくつかの場合、ユーザの動作により物理的に押された（例えば、変位された）
タッチ感知面に関連付けられた物理アクチュエータボタンの移動がないときでさえ、ユー
ザは「ダウンクリック」又は「アップクリック」などの触感を感じるであろう。別の例と
して、タッチ感知面の移動は、タッチ感知面の平滑度に変化がない場合であっても、ユー
ザによって、そのタッチ感知面の「粗さ」として、任意選択的に解釈又は感知される。そ
のようなユーザによるタッチの解釈は、ユーザの個人的な感覚認知に左右されるものでは
あるが、大多数のユーザに共通する、多くのタッチの感覚認知が存在する。したがって、
触知出力が、ユーザの特定の感覚認知（例えば、「アップクリック」「ダウンクリック」
、「粗さ」）に対応するものと記述される場合、別途記載のない限り、生成された触知出
力は、典型的な（又は、平均的な）ユーザの記述された感覚認知を生成するデバイス、又
はデバイスの構成要素の物理的変位に対応する。
【００７３】
　デバイス２００は、ポータブル多機能デバイスの一実施例に過ぎず、デバイス２００は
、示されるものよりも多いか又は少ない構成要素を任意選択的に有するか、２つ以上の構
成要素を任意選択的に組み合わせるか、又は構成要素の異なる構成若しくは配置を任意選
択的に有することを理解されたい。図２Ａに示す様々な構成要素は、１つ以上の信号処理
回路及び／又は特定用途向け集積回路を含む、ハードウェア、ソフトウェア、又はハード
ウェア及びソフトウェアの双方の組み合わせで実装される。
【００７４】
　メモリ２０２は、１つ以上のコンピュータ可読記憶媒体を含んでよい。このコンピュー
タ可読記憶媒体は、有形かつ非一時的であってよい。メモリ２０２は、高速ランダムアク
セスメモリを含んでよく、１つ以上の磁気ディスク記憶デバイス、フラッシュメモリデバ
イス、又は他の不揮発性ソリッドステートメモリデバイスなどの、不揮発性メモリもまた
含んでよい。メモリコントローラ２２２は、デバイス２００の他の構成要素によるメモリ
２０２へのアクセスを制御してよい。
【００７５】
　いくつかの実施例では、コンピュータベースのシステム、プロセッサを含むシステム、
又は命令実行システム、装置、若しくはデバイスから命令を取り出して実行することがで
きる他のシステムなどの、命令実行システム、装置、若しくはデバイスにより使用される
か、又はそれらと関連して使用される、（例えば、以下に説明する方法１２００、１３０
０、１４００又は１５００の態様を実行するための）命令を記憶するために、メモリ２０
２の非一時的コンピュータ可読記憶媒体を用いることができる。他の実施例では、（例え
ば、以下で説明する方法１２００、１３００、１４００又は１５００を実行するための）
命令は、サーバシステム１０８の非一時的コンピュータ可読記憶媒体（図示せず）に記憶
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されてもよく、あるいはメモリ２０２の非一時的コンピュータ可読記憶媒体とサーバシス
テム１０８の非一時的コンピュータ可読記憶媒体との間で分配されてもよい。本明細書の
文脈においては、「非一時的コンピュータ可読記憶媒体」は、命令実行システム、装置、
若しくはデバイスによって、又はこれらと共に使用するためのプログラムを収容又は記憶
し得る、あらゆる媒体とすることができる。
【００７６】
　周辺機器インタフェース２１８を使用して、このデバイスの入力及び出力周辺機器を、
ＣＰＵ２２０及びメモリ２０２に連結することができる。１つ以上のプロセッサ２２０は
、デバイス２００のための様々な機能を実行しデータ処理を実行するために、メモリ２０
２に記憶された様々なソフトウェアプログラム及び／若しくは命令セットを動作させ、又
は実行する。いくつかの実施形態では、周辺機器インタフェース２１８、ＣＰＵ２２０、
及びメモリコントローラ２２２は、チップ２０４などのシングルチップ上に実装してもよ
い。いくつかの他の実施形態では、それらは、別個のチップ上に実装してもよい。
【００７７】
　ＲＦ（無線周波数）回路２０８は、電磁信号とも呼ばれるＲＦ信号を送受信する。ＲＦ
回路２０８は、電気信号を電磁信号に、又は電磁信号を電気信号に変換し、電磁信号を介
して通信ネットワーク及び他の通信デバイスと通信する。ＲＦ回路２０８は、任意選択的
に、これらの機能を実行するための周知の回路を含み、これは、アンテナシステム、ＲＦ
送受信機、１つ以上の増幅器、同調器、１つ以上の発振器、デジタル信号プロセッサ、Ｃ
ＯＤＥＣチップセット、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）カード、メモリなどを含むが、
これらに限定されない。ＲＦ回路２０８は、ワールドワイドウェブ（ＷＷＷ）とも呼ばれ
るインターネット、イントラネット、及び／又は、セルラー電話ネットワーク、無線ロー
カルエリアネットワーク（ＬＡＮ）及び／又は、メトロポリタンエリアネットワーク（Ｍ
ＡＮ）、などの無線ネットワーク、及び他のデバイスと無線通信によって、任意選択的に
通信する。ＲＦ回路２０８は、近距離通信無線などによる近距離無線通信（ＮＦＣ）フィ
ールドを検出するための周知の回路を任意選択的に含む。無線通信は、複数の通信規格、
通信プロトコル、及び通信技術のうちのいずれかを、任意選択的に使用する。これらとし
ては、移動通信用のグローバルシステム（Global System for Mobile Communications、
ＧＳＭ（登録商標））、拡張データＧＳＭ環境（Enhanced Data GSM Environment、ＥＤ
ＧＥ）、高速ダウンリンクパケットアクセス（high-speed downlink packet access、Ｈ
ＳＤＰＡ）、高速アップリンクパケットアクセス（high-speed uplink packet access、
ＨＳＵＰＡ）、Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ，Ｄａｔａ－Ｏｎｌｙ（ＥＶ－ＤＯ）、ＨＳＰＡ、Ｈ
ＳＰＡ＋、２重セルＨＳＰＡ（Ｄｕａｌ－Ｃｅｌｌ　ＨＳＰＤＡ、ＤＣ－ＨＳＰＤＡ）、
ロングタームエボリューション（long term evolution、ＬＴＥ）、近距離通信（near fi
eld communication、ＮＦＣ）、広帯域符号分割多元接続（wideband code division mult
iple access、Ｗ－ＣＤＭＡ）、符号分割多元接続（code division multiple access、Ｃ
ＤＭＡ）、時分割多元接続（time division multiple access、ＴＤＭＡ）、Ｂｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ（登録商標）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　Ｌｏｗ　Ｅｎｅｒｇｙ（ＢＴＬＥ）、Ｗｉ
ｒｅｌｅｓｓ　Ｆｉｄｅｌｉｔｙ（Ｗｉ－Ｆｉ）（登録商標）（例えば、ＩＥＥＥ８０２
．１１ａ、ＩＥＥＥ８０２．１１ｂ、ＩＥＥＥ８０２．１１ｇ、ＩＥＥＥ８０２．１１ｎ
、及び／又はＩＥＥＥ８０２．１１ａｃ）、ボイスオーバーインターネットプロトコル（
voice over Internet Protocol、ＶｏＩＰ）、Ｗｉ－ＭＡＸ（登録商標）、電子メール用
のプロトコル（例えば、インターネットメッセージアクセスプロトコル（Internet messa
ge access protocol、ＩＭＡＰ）及び／又はポストオフィスプロトコル（post office pr
otocol、ＰＯＰ））、インスタントメッセージング（例えば、拡張可能メッセージング及
びプレゼンスプロトコル（extensible messaging and presence protocol、ＸＭＰＰ）、
インスタントメッセージング及びプレゼンス利用拡張向けセッション開始プロトコル（Se
ssion Initiation Protocol for Instant Messaging and Presence Leveraging Extensio
ns、ＳＩＭＰＬＥ）、インスタントメッセージング及びプレゼンスサービス（Instant Me
ssaging and Presence Service、ＩＭＰＳ））、及び／又はショートメッセージサービス
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（Short Message Service、ＳＭＳ）、あるいは本文書の出願日現在までに未だ開発され
ていない通信プロトコルを含めた任意の他の好適な通信プロトコル、が挙げられるが、こ
れらに限定されない。
【００７８】
　オーディオ回路２１０、スピーカ２１１、及びマイクロフォン２１３は、ユーザとデバ
イス２００との間のオーディオインタフェースを提供する。オーディオ回路２１０は、周
辺機器インタフェース２１８からオーディオデータを受信し、このオーディオデータを電
気信号に変換し、この電気信号をスピーカ２１１に送信する。スピーカ２１１は、電気信
号を人間の可聴音波に変換する。オーディオ回路２１０は、マイクロフォン２１３により
音波から変換された電気信号もまた受信する。オーディオ回路２１０は、電気信号をオー
ディオデータに変換し、処理するためにオーディオデータを周辺機器インタフェース２１
８に送信する。オーディオデータは、周辺機器インタフェース２１８によって、メモリ２
０２及び／又はＲＦ回路２０８から取得され、かつ／あるいは、それらに送信されてもよ
い。いくつかの実施形態では、オーディオ回路２１０はヘッドセットジャック（例えば、
図３の３１２）を更に備える。ヘッドセットジャックは、オーディオ回路２１０と、出力
専用ヘッドホン又は出力（例えば、片耳又は両耳用のヘッドホン）及び入力（例えば、マ
イクロフォン）の双方を有するヘッドセットなどの、取り外し可能なオーディオ入出力周
辺機器と、の間のインタフェースを提供する。
【００７９】
　Ｉ／Ｏサブシステム２０６は、周辺機器インタフェース２１８に、タッチスクリーン２
１２及び他の入力制御デバイス２１６などのデバイス２００の入出力周辺機器を連結する
。Ｉ／Ｏサブシステム２０６は、任意選択的に、ディスプレイコントローラ２５６、光セ
ンサコントローラ２５８、強度センサコントローラ２５９、触覚フィードバックコントロ
ーラ２６１、及び他の入力若しくは制御デバイスのための１つ以上の入力コントローラ２
６０を含む。１つ以上の入力コントローラ２６０は、他の入力制御デバイス２１６との間
で、電気信号を受信／送信する。他の入力制御デバイス２１６は、任意選択的に、物理ボ
タン（例えば、プッシュボタン、ロッカーボタンなど）、ダイヤル、スライダスイッチ、
ジョイスティック、クリックホイールなどを含む。いくつかの代替的実施形態では、入力
コントローラ（単数又は複数）２６０は、任意選択的に、キーボード、赤外線ポート、Ｕ
ＳＢポート、及びマウスなどのポインタデバイスのうちのいずれかに連結される（又は、
いずれにも連結されない）。１つ以上のボタン（例えば、図３の３０８）は、任意選択的
に、スピーカ２１１及び／又はマイクロフォン２１３の音量調節のための、アップ／ダウ
ンボタンを含む。１つ以上のボタンは、任意選択的に、プッシュボタン（例えば、図３の
３０６）を含む。
【００８０】
　２００５年１２月２３日に出願された、米国特許第７，６５７，８４９号である米国特
許出願第１１／３２２，５４９号、「Ｕｎｌｏｃｋｉｎｇ　ａ　Ｄｅｖｉｃｅ　ｂｙ　Ｐ
ｅｒｆｏｒｍｉｎｇ　Ｇｅｓｔｕｒｅｓ　ｏｎ　ａｎ　Ｕｎｌｏｃｋ　Ｉｍａｇｅ」に記
載されているように、プッシュボタンの素早い押し下げにより、タッチスクリーン２１２
のロックを解除するか、又はデバイスのロック解除にタッチスクリーン上のジェスチャを
用いる処理を開始してもよい。この特許は、その全体が本明細書において参照により組み
込まれている。プッシュボタン（例えば、３０６）をより長く押し下げることにより、デ
バイス２００の電源をオンオフすることができる。ユーザは、１つ以上のボタンの機能を
カスタマイズすることができる。タッチスクリーン２１２は、仮想又はソフトボタン、及
び１つ以上のソフトキーボードを実現するために用いられる。
【００８１】
　タッチ感知ディスプレイ２１２は、デバイスとユーザとの間の入力インタフェース及び
出力インタフェースを提供する。ディスプレイコントローラ２５６は、タッチスクリーン
２１２から電気信号を受信し、それへ電気信号を送信する。タッチスクリーン２１２は、
ユーザに視覚出力を表示する。この視覚出力としては、グラフィック、テキスト、アイコ
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ン、ビデオ、及びそれらの任意の組み合わせ（「グラフィック」と総称される）を挙げる
ことができる。いくつかの実施形態では、視覚出力の一部又は全てはユーザインタフェー
スオブジェクトに対応してもよい。
【００８２】
　タッチスクリーン２１２は、触覚及び／若しくは触感の接触に基づくユーザからの入力
を受け付けるタッチ感知面、センサ、又はセンサのセットを有している。タッチスクリー
ン２１２及びディスプレイコントローラ２５６は（メモリ２０２内の任意の関連モジュー
ル及び／又は命令セットと共に）、タッチスクリーン２１２上で接触（及び任意の接触の
移動又は中断）を検出し、検出された接触をタッチスクリーン２１２上に表示されたユー
ザインタフェースオブジェクト（例えば、１つ以上のソフトキー、アイコン、ウェブペー
ジ、又は画像）との対話に変換する。例示的な実施形態では、タッチスクリーン２１２と
ユーザとの間の接触点は、ユーザの指に対応する。
【００８３】
　タッチスクリーン２１２は、ＬＣＤ（ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｄｉｓｐｌａｙ
、液晶ディスプレイ）技術、ＬＰＤ（ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｐｏｌｙｍｅｒ　
ｄｉｓｐｌａｙ、発光ポリマーディスプレイ）技術、又はＬＥＤ（ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔ
ｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ、発光ダイオード）技術を用いてもよいが、他の実施形態では、そ
の他のディスプレイ技術を使用してもよい。タッチスクリーン２１２及びディスプレイコ
ントローラ２５６は、現在既知の、又は今後開発される複数のタッチ感知技術のうちのい
ずれかを使用して、接触、及びその接触のあらゆる移動若しくは中断を検出することがで
き、これらの技術としては、静電容量技術、抵抗性技術、赤外線技術、及び表面弾性波技
術、並びにタッチスクリーン２１２との１つ以上の接触点を判定するための他の近接セン
サアレイ又は他の要素が挙げられるが、これらに限定されない。例示的な実施形態では、
Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ州ＣｕｐｅｒｔｉｎｏのＡｐｐｌｅ　Ｉｎｃ．によるｉＰｈｏｎｅ
（登録商標）及びｉＰｏｄ　Ｔｏｕｃｈ（登録商標）において見られるような、投影型相
互静電容量感知技術が使用されている。
【００８４】
　タッチスクリーン２１２のいくつかの実施形態におけるタッチ感知ディスプレイは、以
下の米国特許第６，３２３，８４６号（Ｗｅｓｔｅｒｍａｎら）、第６，５７０，５５７
号（Ｗｅｓｔｅｒｍａｎら）、及び／又は第６，６７７，９３２号（Ｗｅｓｔｅｒｍａｎ
）、及び／又は米国特許出願公開第２００２／００１５０２４（Ａ１）号に記載されてい
るマルチタッチ感知タッチパッドに類似し得る。これらの文献は、それぞれその全体が本
明細書において参照により組み込まれている。ただし、タッチスクリーン２１２はデバイ
ス２００からの視覚出力を表示するのに対して、タッチ感知タッチパッドは視覚出力を提
供しない。
【００８５】
　タッチスクリーン２１２のいくつかの実施形態におけるタッチ感知ディスプレイは、以
下の出願で説明されているとおりにすることができる。（１）２００６年５月２日出願の
米国特許出願第１１／３８１，３１３号明細書、「Ｍｕｌｔｉｐｏｉｎｔ　Ｔｏｕｃｈ　
Ｓｕｒｆａｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ」、（２）２００４年５月６日出願の同第１０／
８４０，８６２号明細書、「Ｍｕｌｔｉｐｏｉｎｔ　Ｔｏｕｃｈｓｃｒｅｅｎ」、（３）
２００４年７月３０日出願の同第１０／９０３，９６４号明細書、「Ｇｅｓｔｕｒｅｓ　
Ｆｏｒ　Ｔｏｕｃｈ　Ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｄｅｖｉｃｅｓ」、（４）２０
０５年１月３１日出願の同第１１／０４８，２６４号明細書、「Ｇｅｓｔｕｒｅｓ　Ｆｏ
ｒ　Ｔｏｕｃｈ　Ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｄｅｖｉｃｅｓ」、（５）２００５
年１月１８日出願の同第１１／０３８，５９０号明細書、「Ｍｏｄｅ－Ｂａｓｅｄ　Ｇｒ
ａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅｓ　Ｆｏｒ　Ｔｏｕｃｈ　Ｓｅｎｓｉｔ
ｉｖｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｄｅｖｉｃｅｓ」、（６）２００５年９月１６日出願の同第１１／
２２８，７５８号明細書、「Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｉｎｐｕｔ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｐｌａｃｅｍ
ｅｎｔ　Ｏｎ　Ａ　Ｔｏｕｃｈ　Ｓｃｒｅｅｎ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ」、（７
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）２００５年９月１６日出願の同第１１／２２８，７００号明細書、「Ｏｐｅｒａｔｉｏ
ｎ　Ｏｆ　Ａ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｗｉｔｈ　Ａ　Ｔｏｕｃｈ　Ｓｃｒｅｅｎ　Ｉｎｔｅ
ｒｆａｃｅ」、（８）２００５年９月１６日出願の同第１１／２２８，７３７号明細書、
「Ａｃｔｉｖａｔｉｎｇ　Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｋｅｙｓ　Ｏｆ　Ａ　Ｔｏｕｃｈ－Ｓｃｒｅ
ｅｎ　Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｋｅｙｂｏａｒｄ」、及び（９）２００６年３月３日出願の同第
１１／３６７，７４９号明細書、「Ｍｕｌｔｉ－Ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ　Ｈａｎｄ－Ｈｅ
ｌｄ　Ｄｅｖｉｃｅ」。これらの出願の全ては、全体が参照により本明細書に組み込まれ
る。
【００８６】
　タッチスクリーン２１２は、１００ｄｐｉを超えるビデオ解像度を有し得る。いくつか
の実施形態では、タッチスクリーンは約１６０ｄｐｉのビデオ解像度を有する。ユーザは
、スタイラス、指などの任意の好適な物体又は付属物を使用して、タッチスクリーン２１
２と接触することができる。いくつかの実施形態では、ユーザインタフェースは、主とし
て指に基づく接触及びジェスチャによって機能するように設計され、タッチスクリーン上
の指の接触面積が広いことにより、スタイラスに基づく入力よりも精度が低いことがある
。いくつかの実施形態では、デバイスは、指に基づく粗い入力を正確なポインタ／カーソ
ル位置又はユーザの望むアクションを実行するためのコマンドに変換する。
【００８７】
　いくつかの実施形態では、タッチスクリーンに加えて、デバイス２００は、特定の機能
をアクティブ又は非アクティブにするためのタッチパッド（図示せず）を含んでもよい。
いくつかの実施形態では、タッチパッドは、タッチスクリーンとは異なり、視覚出力を表
示しない、デバイスのタッチ感知領域である。タッチパッドは、タッチスクリーン２１２
とは別個のタッチ感知面、又はタッチスクリーンによって形成されるタッチ感知面の拡張
部とすることができる。
【００８８】
　デバイス２００はまた、様々な構成要素に電力を供給するための電力システム２６２を
も含む。電力システム２６２は、電力管理システム、１つ以上の電源（例えば、バッテリ
、交流（ＡＣ））、再充電システム、停電検出回路、電力コンバータ又はインバータ、電
力状態インジケータ（例えば、発光ダイオード（ＬＥＤ））、並びにポータブルデバイス
における電力の生成、管理、及び分配に関連する任意の他の構成要素を含んでもよい。
【００８９】
　デバイス２００はまた、１つ以上の光センサ２６４を含んでもよい。図２Ａは、Ｉ／Ｏ
サブシステム２０６内の光センサコントローラ２５８に連結された光センサを示す。光セ
ンサ２６４は、電荷結合デバイス（ＣＣＤ）又は相補的金属酸化物半導体（ＣＭＯＳ）フ
ォトトランジスタを含んでもよい。光センサ２６４は、１つ以上のレンズを通して投影さ
れた、環境からの光を受光し、その光を、画像を表すデータに変換する。撮像モジュール
２４３（カメラモジュールとも呼ばれる）と連携して、光センサ２６４は静止画像又はビ
デオをキャプチャすることができる。いくつかの実施形態では、タッチスクリーンディス
プレイを静止画像及び／又はビデオ画像取得のためのビューファインダとして使用するこ
とができるように、デバイスの前面のタッチスクリーンディスプレイ２１２の反対側であ
る、デバイス２００の背面に光センサが配置されている。いくつかの実施形態では、ユー
ザが他のテレビ会議参加者をタッチスクリーンディスプレイ上で見るのと同時に、そのユ
ーザの画像をテレビ会議のために得ることができるように、デバイスの前面に光センサが
配置されている。いくつかの実施形態では、光センサ２６４の位置は、ユーザによって（
例えば、デバイス筐体内のレンズ及びセンサを回転させることによって）変更することが
でき、それにより、テレビ会議並びに静止画像及び／又はビデオ画像の取得の双方のため
に、単一の光センサ２６４を、タッチスクリーンディスプレイと共に使用することができ
る。
【００９０】
　デバイス２００はまた、１つ以上の接触強度センサ２６５も任意選択的に含む。図２Ａ
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は、Ｉ／Ｏサブシステム２０６内の強度センサコントローラ２５９に連結された、接触強
度センサを示す。接触強度センサ２６５は、１つ以上のピエゾ抵抗ひずみゲージ、電気容
量式力センサ、電気力センサ、圧電力センサ、光学力センサ、容量式タッチ感知面、又は
他の強度センサ（例えば、タッチ感知面上の接触の力（又は圧力）を測定するために使用
するセンサ）を、任意選択的に含む。接触強度センサ２６５は、環境から接触強度情報（
例えば、圧力情報又は圧力情報の代用物）を受信する。いくつかの実施形態では、少なく
とも１つの接触強度センサが、タッチ感知面（例えば、タッチ感知ディスプレイシステム
２１２）に配置されているか、又は、それに近接している。いくつかの実施形態において
、少なくとも１つの接触強度センサが、デバイス２００の前面に配置されたタッチスクリ
ーンディスプレイ２１２の反対側である、デバイス２００の背面に配置されている。
【００９１】
　デバイス２００は１つ以上の近接センサ２６６を含んでもよい。図２Ａは、周辺機器イ
ンタフェース２１８と連結された近接センサ２６６を示す。あるいは、近接センサ２６６
は、Ｉ／Ｏサブシステム２０６内の入力コントローラ２６０に連結されてもよい。近接セ
ンサ２６６は、米国特許出願第１１／２４１，８３９号明細書、「Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　
Ｄｅｔｅｃｔｏｒ　Ｉｎ　Ｈａｎｄｈｅｌｄ　Ｄｅｖｉｃｅ」、同第１１／２４０，７８
８号明細書、「Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｄｅｔｅｃｔｏｒ　Ｉｎ　Ｈａｎｄｈｅｌｄ　Ｄｅ
ｖｉｃｅ」、同第１１／６２０，７０２号明細書、「Ｕｓｉｎｇ　Ａｍｂｉｅｎｔ　Ｌｉ
ｇｈｔ　Ｓｅｎｓｏｒ　Ｔｏ　Ａｕｇｍｅｎｔ　Ｐｒｏｘｉｍｉｔｙ　Ｓｅｎｓｏｒ　Ｏ
ｕｔｐｕｔ」、同第１１／５８６，８６２号明細書、「Ａｕｔｏｍａｔｅｄ　Ｒｅｓｐｏ
ｎｓｅ　Ｔｏ　Ａｎｄ　Ｓｅｎｓｉｎｇ　Ｏｆ　Ｕｓｅｒ　Ａｃｔｉｖｉｔｙ　Ｉｎ　Ｐ
ｏｒｔａｂｌｅ　Ｄｅｖｉｃｅｓ」、及び、同第１１／６３８，２５１号明細書、「Ｍｅ
ｔｈｏｄｓ　Ａｎｄ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｆｏｒ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒ
ａｔｉｏｎ　Ｏｆ　Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌｓ」で説明されるように機能し得るものであり
、これらの出願は、全体が参照により本明細書に組み込まれる。いくつかの実施形態では
、多機能デバイスがユーザの耳の近くに配置される場合（例えば、ユーザが電話で通話し
ている場合）、近接センサは、タッチスクリーン２１２をオフにして無効化する。
【００９２】
　デバイス２００はまた、１つ以上の触知出力生成器２６７も任意選択的に含む。図２Ａ
は、Ｉ／Ｏサブシステム２０６内の触覚フィードバックコントローラ２６１に連結された
、触知出力生成器を示す。触知出力生成器２６７は、スピーカ又は他のオーディオ構成要
素などの１つ以上の電気音響デバイス、及び／又はモータ、ソレノイド、電気活性ポリマ
ー、圧電アクチュエータ、静電アクチュエータ、若しくは他の触知出力生成構成要素（例
えば、デバイス上で電気信号を触知出力に変換する構成要素）などの、エネルギーを直線
運動に変換する電気機械デバイスを、任意選択的に含む。接触強度センサ２６５は、触覚
フィードバックモジュール２３３から触覚フィードバック生成命令を受信し、デバイス２
００のユーザが感知できる触知出力をデバイス２００上で生成する。いくつかの実施形態
では、少なくとも１つの触知出力生成器は、タッチ感知面（例えば、タッチ感知ディスプ
レイシステム２１２）に併置されているか、又はそれに近接しており、任意選択的に、タ
ッチ感知面を垂直方向（例えば、デバイス２００の表面の内／外）に、又は横方向（例え
ば、デバイス２００の表面と同じ平面内の前後）に動かすことによって、触知出力を生成
する。いくつかの実施形態では、少なくとも１つの触知出力生成器センサは、デバイス２
００の前面に配置されたタッチスクリーンディスプレイ２１２の反対側である、デバイス
２００の背面に配置されている。
【００９３】
　デバイス２００はまた、１つ以上の加速度計２６８も含み得る。図２Ａは、周辺機器イ
ンタフェース２１８に連結された加速度計２６８を示す。あるいは、加速度計２６８は、
Ｉ／Ｏサブシステム２０６内の入力コントローラ２６０に連結されてもよい。加速度計２
６８は、米国特許出願公開第２００５０１９００５９号明細書、「Ａｃｃｅｌｅｒａｔｉ
ｏｎ－ｂａｓｅｄ　Ｔｈｅｆｔ　Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｐｏｒｔ
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ａｂｌｅ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅｓ」、及び同第２００６００１７６９２
号明細書、「Ｍｅｔｈｏｄｓ　Ａｎｄ　Ａｐｐａｒａｔｕｓｅｓ　Ｆｏｒ　Ｏｐｅｒａｔ
ｉｎｇ　Ａ　Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｂａｓｅｄ　Ｏｎ　Ａｎ　Ａｃｃｅｌｅ
ｒｏｍｅｔｅｒ」で説明されるように機能し得るものであり、これらの文献の双方は、全
体が参照により本明細書に組み込まれる。いくつかの実施形態では、情報は、１つ以上の
加速度計から受信したデータの分析に基づいて、縦長表示又は横長表示でタッチスクリー
ンディスプレイ上に表示される。デバイス２００は、加速度計（単数又は複数）２６８に
加えて、磁気計（図示せず）並びにデバイス２００の位置及び向き（例えば、縦長又は横
長）に関する情報を取得するためのＧＰＳ（又はＧＬＯＮＡＳＳ又は他のグローバルナビ
ゲーションシステム）受信部（図示せず）を、任意選択的に含む。
【００９４】
　いくつかの実施形態では、メモリ２０２に記憶されたソフトウェアコンポーネントは、
オペレーティングシステム２２６、通信モジュール（又は命令セット）２２８、接触／動
きモジュール（又は命令セット）２３０、グラフィックモジュール（又は命令セット）２
３２、テキスト入力モジュール（又は命令セット）２３４、全地球測位システム（ＧＰＳ
）モジュール（又は命令セット）２３５、デジタルアシスタントクライアントモジュール
２２９、及びアプリケーション（又は命令セット）２３６を含む。更に、メモリ２０２は
、データ及びモデル、例えば、ユーザデータ及びモデル２３１を記憶し得る。更に、いく
つかの実施形態では、図２Ａ及び図４に示すように、メモリ２０２（図２Ａ）又はメモリ
４７０（図４）は、デバイス／グローバル内部状態２５７を記憶する。デバイス／グロー
バル内部状態２５７は、以下の１つ以上を含む：現在アクティブ状態のアプリケーション
がある場合、どのアプリケーションがアクティブかを示す、アクティブアプリケーション
状態、どのアプリケーション、ビュー、又は他の情報がタッチスクリーンディスプレイ２
１２の様々な領域を占領しているかを示す、表示状態、デバイスの様々なセンサ及び入力
制御デバイス２１６から得られる情報を含む、センサ状態、及び、デバイスの位置及び／
又は姿勢に関する位置情報。
【００９５】
　オペレーティングシステム２２６（例えば、Ｄａｒｗｉｎ（登録商標）、ＲＴＸＣ（登
録商標）、ＬＩＮＵＸ（登録商標）、ＵＮＩＸ（登録商標）、ＯＳ　Ｘ（登録商標）、ｉ
ＯＳ（登録商標）、ＷＩＮＤＯＷＳ（登録商標）、又はＶｘＷｏｒｋｓ（登録商標）など
の組み込みオペレーティングシステム）は、一般的なシステムタスク（例えば、メモリ管
理、記憶デバイス制御、電力管理など）を制御及び管理するための様々なソフトウェアコ
ンポーネント及び／又はドライバを含み、様々なハードウェアコンポーネントとソフトウ
ェアコンポーネントとの間の通信を容易にする。
【００９６】
　通信モジュール２２８は、１つ以上の外部ポート２２４を通して、他のデバイスとの通
信を容易にし、ＲＦ回路２０８及び／又は外部ポート２２４が受信したデータを処理する
ための様々なソフトウェアコンポーネントをも含む。外部ポート２２４（例えば、ユニバ
ーサルシリアルバス（ＵＳＢ）、ＦＩＲＥＷＩＲＥ（登録商標）など）は、直接的に、又
はネットワーク（例えば、インターネット、無線ＬＡＮなど）を通して間接的に、他のデ
バイスに連結するように適応している。いくつかの実施形態では、外部ポートは、ｉＰｏ
ｄ（登録商標）（Ａｐｐｌｅ　Ｉｎｃ．の商標）デバイス上で使用される３０ピンコネク
タと同じか、若しくは同様のマルチピン（例えば、３０ピン）コネクタ、及び／又は互換
性のあるマルチピン（例えば、３０ピン）コネクタである。
【００９７】
　接触／動きモジュール２３０は、任意選択的に、（ディスプレイコントローラ２５６と
連携して）タッチスクリーン２１２との接触、及び他のタッチ感知デバイス（例えば、タ
ッチパッド又は物理クリックホイール）との接触を検出する。接触／動きモジュール２３
０は、接触が生じたか否かを判定すること（例えば、指を下ろすイベントを検出すること
）、接触の強度（例えば、接触の力若しくは圧力、又は、接触の力若しくは圧力の代替物
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）を判定すること、接触の移動が存在するか否かを判定し、タッチ感知面を横断する移動
を追跡すること（例えば、指をドラッグする１つ以上のイベントを検出すること）、及び
接触が停止したか否かを判定すること（例えば、指を上げるイベント又は接触の中断を検
出すること）などの、接触の検出に関する様々な動作を実行するための、様々なソフトウ
ェアコンポーネントを含む。接触／動きモジュール２３０は、タッチ感知面から接触デー
タを受信する。一連の接触データにより表される接触点の移動を判定することは、接触点
の速さ（大きさ）、速度（大きさ及び方向）、及び／又は加速度（大きさ及び／又は方向
の変化）を判定することを任意選択的に含む。これらの動作は、任意選択的に、単一の接
触（例えば、１本の指の接触）又は複数の同時接触（例えば、「マルチタッチ」／複数の
指の接触）に適用される。いくつかの実施形態では、接触／動きモジュール２３０及びデ
ィスプレイコントローラ２５６は、タッチパッド上の接触を検出する。
【００９８】
　いくつかの実施形態では、接触／動きモジュール２３０は、ユーザによって動作が実行
されたか否かを判定するための（例えば、ユーザがアイコン上で「クリック」したか否か
を判定するための）、１つ以上の強度閾値のセットを使用する。いくつかの実施形態にお
いて、少なくとも強度閾値のサブセットが、ソフトウェアパラメータに従って判定される
（例えば、強度閾値は、特定の物理アクチュエータのアクティブ化閾値によって判定され
ず、デバイス２００の物理ハードウェアを変更することなく調整し得る）。例えば、トラ
ックパッド又はタッチスクリーンディスプレイのマウス「クリック」閾値は、トラックパ
ッド又はタッチスクリーンディスプレイのハードウェアを変更することなく広範囲の既定
の閾値のうちのいずれかに設定することができる。更に、いくつかの実装では、デバイス
のユーザには、（例えば、個々の強度閾値を調整することにより、及び／又は、システム
レベルのクリック「強度」パラメータにより、一度に複数の強度閾値を調整することによ
って）強度閾値のセットのうちの１つ以上を調整するためのソフトウェア設定が提供され
る。
【００９９】
　接触／動きモジュール２３０は任意選択的に、ユーザによるジェスチャ入力を検出する
。タッチ感知面上の異なるジェスチャは、異なる接触パターン（例えば、異なる動き、タ
イミング、及び／又は検出される接触の強度）を有する。したがって、ジェスチャは、特
定の接触パターンを検出することによって、任意選択的に検出される。例えば、指のタッ
プジェスチャを検出することは、（例えば、アイコンの位置での）指を下ろすイベントを
検出し、続いてその指を下ろすイベントと同じ位置（又は、実質的に同じ位置）で指を上
げる（リフトオフ）イベントを検出することを含む。別の実施例として、タッチ感知面上
での指のスワイプジェスチャを検出することは、指を下ろすイベントを検出し、続いて、
１つ以上の、指をドラッグするイベントを検出し、その後、続いて指を上げる（リフトオ
フ）イベントを検出することを含む。
【０１００】
　グラフィックモジュール２３２は、表示されるグラフィックの視覚的効果（例えば、輝
度、透明度、彩度、コントラスト、又は他の視覚特性）を変更するための構成要素を含め
た、タッチスクリーン２１２又は他のディスプレイ上にグラフィックをレンダリングして
表示するための、様々な既知のソフトウェアコンポーネントを含む。本明細書にて使用さ
れるとき、用語「グラフィック」は、ユーザに対して表示することができる任意のオブジ
ェクトを含み、これらのオブジェクトとしては、テキスト、ウェブページ、アイコン（ソ
フトキーを含むユーザインタフェースオブジェクトなど）、デジタル画像、ビデオ、アニ
メーションなどが挙げられるが、これらに限定されない。
【０１０１】
　いくつかの実施形態では、グラフィックモジュール２３２は、使用されるグラフィック
を表すデータを記憶する。各グラフィックには、対応するコードが、任意選択的に割り当
てられる。グラフィックモジュール２３２は、アプリケーションなどから、必要に応じて
、座標データ及び他のグラフィック特性データと共に、表示されるグラフィックを指定す
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る１つ以上のコードを受信し、次にディスプレイコントローラ２５６に出力するスクリー
ン画像データを生成する。
【０１０２】
　触覚フィードバックモジュール２３３は、デバイス２００とのユーザ対話に応じて、デ
バイス２００上の１つ以上の場所で触知出力を生成するために、触知出力生成器（単数又
は複数）２６７によって使用される命令を生成するための、様々なソフトウェアコンポー
ネントを含む。いくつかの実施形態では、イベントモニタ２７１は、所定の間隔で周辺機
器インタフェース２１８に要求を送信する。これに応じて、周辺機器インタフェース２１
８はイベント情報を送信する。他の実施形態では、周辺機器インタフェース２１８は、重
要なイベント（例えば、所定のノイズ閾値を上回り、かつ／又は所定の持続時間を超えた
入力を受信すること）が存在する場合にのみ、イベント情報を送信する。
【０１０３】
　テキスト入力モジュール２３４は、グラフィックモジュール２３２の構成要素であって
もよく、様々なアプリケーション（例えば、連絡先２３７、電子メール２４０、ＩＭ２４
１、ブラウザ２４７、及び、テキスト入力を必要とする任意の他のアプリケーション）で
テキストを入力するための、ソフトキーボードを提供する。
【０１０４】
　ＧＰＳモジュール２３５は、デバイスの位置を判定し、この情報を、様々なアプリケー
ションでの使用のために提供する（例えば、位置に基づいての電話での使用のために電話
２３８へ、写真／ビデオメタデータとしてカメラ２４３へ、及び、気象ウィジェット、ロ
ーカルイエローページウィジェット、及び地図／ナビゲーションウィジェットなどの、位
置に基づくサービスを提供するアプリケーションへ）。
【０１０５】
　デジタルアシスタントクライアントモジュール２２９は様々なクライアント側デジタル
アシスタント命令を含み得て、デジタルアシスタントのクライアント側機能性を提供する
。例えば、デジタルアシスタントクライアントモジュール２２９は、ポータブル多機能デ
バイス２００の様々なユーザインタフェース（例えば、マイクロフォン２１３、加速度計
（単数又は複数）２６８、タッチ感知ディスプレイシステム２１２、光センサ（単数又は
複数）２２９、他の入力制御デバイス２１６等）を通しての声の入力（例えば、音声入力
）、テキスト入力、タッチ入力、及び／又はジェスチャ入力を受信可能であり得る。デジ
タルアシスタントクライアントモジュール２２９はまた、ポータブル多機能デバイス２０
０の様々な出力インタフェース（例えば、スピーカ２１１、タッチ感知ディスプレイシス
テム２１２、触知出力生成器（単数又は複数）２６７等）を通しての、オーディオ（例え
ば、音声出力）、視覚、及び／又は触知の形態での出力を提供可能であり得る。例えば、
出力は、音声、音響、警報、テキストメッセージ、メニュー、グラフィック、ビデオ、ア
ニメーション、振動、及び／又は上記の２つ以上の組み合わせとして提供されてもよい。
動作時、デジタルアシスタントクライアントモジュール２２９は、ＲＦ回路２０８を用い
てＤＡサーバ１０６と通信し得る。
【０１０６】
　ユーザデータ及びモデル２３１は、ユーザに関連付けられた様々なデータ（例えば、ユ
ーザ特有の語彙データ、ユーザ嗜好性データ、ユーザ特有の名前の発音、ユーザの電子ア
ドレス帳からのデータ、ｔｏ　ｄｏリスト、買い物リスト等）を含み得て、デジタルアシ
スタントのクライアント側機能性を提供する。更に、ユーザデータ及びモデル２３１は、
ユーザ入力を処理し、ユーザの意図を判定するための様々なモデル（例えば、音声認識モ
デル、統計的言語モデル、自然言語処理モデル、オントロジ、タスクフローモデル、サー
ビスモデル等）を含み得る。
【０１０７】
　いくつかの実施例では、デジタルアシスタントクライアントモジュール２２９は、ポー
タブル多機能デバイス２００の様々なセンサ、サブシステム、及び周辺機器を使用し得て
、ポータブル多機能デバイス２００の周囲環境から追加情報を収集し、ユーザ、現在のユ



(24) JP 6873038 B2 2021.5.19

10

20

30

40

50

ーザ対話及び／又は現在のユーザ入力に関連付けられたコンテキストを確立する。いくつ
かの実施例では、デジタルアシスタントクライアントモジュール２２９は、ユーザの意図
の推測を助けるために、ユーザ入力と共にコンテキスト情報又はそのサブセットをＤＡサ
ーバ１０６に提供することができる。いくつかの実施例では、デジタルアシスタントはま
た、ユーザへの出力をどのように準備し、配信するかを決定するために、コンテキスト情
報を用いることができる。コンテキスト情報は、コンテキストデータとも呼ばれ得る。
【０１０８】
　いくつかの実施例では、ユーザ入力に伴うコンテキスト情報は、センサ情報、例えば、
周囲環境の照明、周囲ノイズ、周囲温度、画像又は映像等を含み得る。いくつかの実施例
では、コンテキスト情報は、デバイスの物理状態、例えば、デバイスの向き、デバイスの
位置、デバイスの温度、電力レベル、速度、加速度、運動パターン、セルラー信号強度等
をも含み得る。いくつかの実施例では、ＤＡサーバ１０６のソフトウェア状態、例えば、
稼働中のプロセス、インストール済みのプログラム、過去と現在のネットワーク活動、バ
ックグラウンドサービス、エラーログ、リソース使用量、等、及びポータブル多機能デバ
イス２００のソフトウェア状態に関係する情報が、ＤＡサーバ１０６に、ユーザ入力に関
連付けられたコンテキスト情報として提供され得る。
【０１０９】
　いくつかの実施例では、デジタルアシスタントクライアントモジュール２２９は、ＤＡ
サーバ１０６からの要求に応じて、ポータブル多機能デバイス２００上に記憶されている
情報（例えば、ユーザデータ２３１）を選択的に提供することができる。いくつかの実施
例では、デジタルアシスタントクライアントモジュール２２９はまた、ＤＡサーバ１０６
による要求に応じて、自然言語ダイアログ又は他のユーザインタフェースを介してユーザ
から追加入力を引き出すことができる。デジタルアシスタントクライアントモジュール２
２９は、意図推論及び／又はユーザ要求内に表されているユーザの意図の履行においてＤ
Ａサーバ１０６を助けるために、追加入力をＤＡサーバ１０６に渡すことができる。
【０１１０】
　デジタルアシスタントの更なる詳細を、図７Ａ～図７Ｃを参照して以下に説明する。デ
ジタルアシスタントクライアントモジュール２２９が、以下に説明するデジタルアシスタ
ントモジュール７２６の任意の数のサブモジュールを含み得ることを認識されたい。
【０１１１】
　アプリケーション２３６は、以下のモジュール（又は、命令セット）、又はそれらのサ
ブセット若しくはスーパーセットを含み得る。
　●連絡先モジュール２３７（ときには、アドレス帳又は連絡先リストとも呼ぶ）、
　●電話モジュール２３８、
　●テレビ会議モジュール２３９、
　●電子メールクライアントモジュール２４０、
　●インスタントメッセージング（ＩＭ）モジュール２４１、
　●トレーニングサポートモジュール２４２、
　●静止画像及び／又はビデオ画像用のカメラモジュール２４３、
　●画像管理モジュール２４４、
　●ビデオプレーヤモジュール、
　●ミュージックプレーヤモジュール、
　●ブラウザモジュール２４７、
　●カレンダーモジュール２４８、
　●気象ウィジェット２４９－１、株式ウィジェット２４９－２、電卓ウィジェット２４
９－３、アラーム時計ウィジェット２４９－４、辞書ウィジェット２４９－５、及びユー
ザが取得した他のウィジェット、並びにユーザ作成ウィジェット２４９－６のうちの１つ
以上を含んでよいウィジェットモジュール２４９、
　●ユーザ作成ウィジェット２４９－６を作成するためのウィジェットクリエータモジュ
ール２５０、
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　●検索モジュール２５１
　●ビデオプレーヤモジュール及びミュージックプレーヤモジュールを統合した、ビデオ
及びミュージックプレーヤモジュール２５２
　●メモモジュール２５３、
　●マップモジュール２５４、及び／又は
　●オンラインビデオモジュール２５５。
【０１１２】
　メモリ２０２内に記憶することができる他のアプリケーション２３６の例としては、他
のワードプロセッシングアプリケーション、他の画像編集アプリケーション、描画アプリ
ケーション、プレゼンテーションアプリケーション、ＪＡＶＡ（登録商標）対応アプリケ
ーション、暗号化、デジタル著作権管理、音声認識、及び音声複製が挙げられる。
【０１１３】
　タッチスクリーン２１２、ディスプレイコントローラ２５６、接触／動きモジュール２
３０、グラフィックモジュール２３２、及びテキスト入力モジュール２３４と連携して、
連絡先モジュール２３７は、（例えば、メモリ２０２又はメモリ４７０内の連絡先モジュ
ール２３７のアプリケーション内部状態２９２に記憶される）アドレス帳又は連絡先リス
トを管理するために用いられる。この管理することとしては、アドレス帳に名前（単数又
は複数）を加えること、アドレス帳から名前（単数又は複数）を削除すること、電話番号
（単数又は複数）、メールアドレス（単数又は複数）、住所（単数又は複数）、又は他の
情報を名前と関連付けること、画像を名前と関連付けること、名前を分類して並べ替える
こと、電話番号又は電子メールアドレスを提供して、電話２３８、テレビ会議モジュール
２３９、電子メール２４０、若しくはＩＭ２４１による通信を開始する及び／又は容易に
すること、などが含まれる。
【０１１４】
　ＲＦ回路２０８、オーディオ回路２１０、スピーカ２１１、マイクロフォン２１３、タ
ッチスクリーン２１２、ディスプレイコントローラ２５６、接触／動きモジュール２３０
、グラフィックモジュール２３２、及びテキスト入力モジュール２３４と連携して、電話
モジュール２３８は、電話番号に対応する一連の文字を入力し、連絡先モジュール２３７
内の１つ以上の電話番号にアクセスし、入力された電話番号を修正し、対応する電話番号
をダイヤルし、会話を行い、そして、会話が完了した際に接続を切るか又は電話を切るた
めに、使用することができる。上述のように、無線通信は、複数の通信規格、通信プロト
コル、及び通信技術のうちのいずれかを使用することができる。
【０１１５】
　ＲＦ回路２０８、オーディオ回路２１０、スピーカ２１１、マイクロフォン２１３、タ
ッチスクリーン２１２、ディスプレイコントローラ２５６、光センサ２６４、光センサコ
ントローラ２５８、接触／動きモジュール２３０、グラフィックモジュール２３２、テキ
スト入力モジュール２３４、連絡先モジュール２３７、及び電話モジュール２３８と連携
して、テレビ会議モジュール２３９は、ユーザの命令に従って、ユーザと１人以上の他の
参加者との間のテレビ会議を開始し、遂行し、終了するための、実行可能な命令を含む。
【０１１６】
　ＲＦ回路２０８、タッチスクリーン２１２、ディスプレイコントローラ２５６、接触／
動きモジュール２３０、グラフィックモジュール２３２、及びテキスト入力モジュール２
３４と連携して、電子メールクライアントモジュール２４０は、ユーザの命令に応答して
、電子メールを作成し、送信し、受信し、管理するための、実行可能な命令を含む。画像
管理モジュール２４４と連携した電子メールクライアントモジュール２４０により、カメ
ラモジュール２４３で撮影した静止画像又はビデオ画像を添付した電子メールを作成して
送信することが非常に容易になる。
【０１１７】
　ＲＦ回路２０８、タッチスクリーン２１２、ディスプレイコントローラ２５６、接触／
動きモジュール２３０、グラフィックモジュール２３２、及びテキスト入力モジュール２
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３４と連携して、インスタントメッセージングモジュール２４１は、インスタントメッセ
ージに対応する文字列を入力したり、入力済みの文字を修正したり、（例えば、電話ベー
スのインスタントメッセージのためのショートメッセージサービス（ＳＭＳ）若しくはマ
ルチメディアメッセージサービス（ＭＭＳ）プロトコルを使用して、又はインターネット
ベースのインスタントメッセージのためのＸＭＰＰ、ＳＩＭＰＬＥ、若しくはＩＭＰＳを
使用して）対応するインスタントメッセージを送信したり、インスタントメッセージを受
信してその受信したインスタントメッセージを表示したりするための、実行可能な命令を
含む。いくつかの実施形態では、送信及び／又は受信されるインスタントメッセージは、
ＭＭＳ及び／又は拡張メッセージングサービス（Enhanced Messaging Service、ＥＭＳ）
でサポートされるような、グラフィック、写真、オーディオファイル、ビデオファイル、
及び／又は他の添付ファイルを含んでもよい。本明細書で使用するとき、「インスタント
メッセージング」とは、電話ベースのメッセージ（例えば、ＳＭＳ又はＭＭＳを使用して
送信されるメッセージ）及びインターネットベースのメッセージ（例えば、ＸＭＰＰ、Ｓ
ＩＭＰＬＥ、又はＩＭＰＳを使用して送信されるメッセージ）の双方を示す。
【０１１８】
　ＲＦ回路２０８、タッチスクリーン２１２、ディスプレイコントローラ２５６、接触／
動きモジュール２３０、グラフィックモジュール２３２、テキスト入力モジュール２３４
、ＧＰＳモジュール２３５、地図モジュール２５４、及びミュージックプレーヤモジュー
ルと連携して、トレーニングサポートモジュール２４２は、次のための実行可能な命令を
含む：（例えば、時間、距離、及び／又はカロリー消費目標を有する）トレーニングを作
成することと、トレーニングセンサ（スポーツデバイス）と通信することと、トレーニン
グセンサデータを受信することと、トレーニングをモニタするために使用されるセンサを
較正することと、トレーニングのための音楽を選択し、再生することと、トレーニングデ
ータを表示し、記憶し、送信すること。
【０１１９】
　タッチスクリーン２１２、ディスプレイコントローラ２５６、光センサ（単数又は複数
）２６４、光センサコントローラ２５８、接触／動きモジュール２３０、グラフィックモ
ジュール２３２、及び画像管理モジュール２４４と連携して、カメラモジュール２４３は
、静止画像又は（ビデオストリームを含む）ビデオをキャプチャしてメモリ２０２にそれ
らを記憶する、静止画像又はビデオの特性を変更する、又はメモリ２０２から静止画像若
しくはビデオを削除するための、実行可能な命令を含む。
【０１２０】
　タッチスクリーン２１２、ディスプレイコントローラ２５６、接触／動きモジュール２
３０、グラフィックモジュール２３２、テキスト入力モジュール２３４、及びカメラモジ
ュール２４３と連携して、画像管理モジュール２４４は、静止画像及び／又はビデオ画像
を配置する、修正し（例えば、編集し）及び別の方法で操作する、ラベルを付け、削除す
る、（例えば、デジタルスライドショー又はアルバムにおいて）提示する、又は記憶した
りするための、実行可能な命令を含む。
【０１２１】
　ＲＦ回路２０８、タッチスクリーン２１２、ディスプレイコントローラ２５６、接触／
動きモジュール２３０、グラフィックモジュール２３２、及びテキスト入力モジュール２
３４と連携して、ブラウザモジュール２４７は、ウェブページ又はそれらの一部、並びに
ウェブページにリンクされた添付及び他のファイルを検索し、リンク付け、受信し、表示
することを含むユーザの命令に従い、インターネットをブラウズするための、実行可能な
命令を含む。
【０１２２】
　ＲＦ回路２０８、タッチスクリーン２１２、ディスプレイコントローラ２５６、接触／
動きモジュール２３０、グラフィックモジュール２３２、テキスト入力モジュール２３４
、電子メールクライアントモジュール２４０、及びブラウザモジュール２４７と関連して
、カレンダーモジュール２４８は、ユーザの命令に従い、カレンダー及びカレンダーに関
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連付けられたデータ（例えば、カレンダー項目、すべきことのリストなど）を作成し、表
示し、変更し、記憶するための実行可能命令を含む。
【０１２３】
　ＲＦ回路２０８、タッチスクリーン２１２、ディスプレイコントローラ２５６、接触／
動きモジュール２３０、グラフィックモジュール２３２、テキスト入力モジュール２３４
、及びブラウザモジュール２４７と連携して、ウィジェットモジュール２４９は、ユーザ
によってダウンロードされ、使用することが可能なミニアプリケーション（例えば、気象
ウィジェット２４９－１、株式ウィジェット２４９－２、計算機ウィジェット２４９－３
、アラーム時計ウィジェット２４９－４、及び辞書ウィジェット２４９－５）、又はユー
ザによって作成することが可能なミニアプリケーション（例えば、ユーザ作成ウィジェッ
ト２４９－６）である。いくつかの実施形態では、ウィジェットは、ＨＴＭＬ（ハイパー
テキストマークアップ言語）ファイル、ＣＳＳ（カスケーディングスタイルシート）ファ
イル、及びＪａｖａＳｃｒｉｐｔ（登録商標）ファイルを含む。いくつかの実施形態では
、ウィジェットは、ＸＭＬ（拡張可能マークアップ言語）ファイル及びＪａｖａＳｃｒｉ
ｐｔファイル（例えば、Ｙａｈｏｏ！（登録商標）ウィジェット）を含む。
【０１２４】
　ＲＦ回路２０８、タッチスクリーン２１２、ディスプレイコントローラ２５６、接触／
動きモジュール２３０、グラフィックモジュール２３２、テキスト入力モジュール２３４
、及びブラウザモジュール２４７と連携して、ウィジェットクリエータモジュール２５０
は、ウィジェットを作成する（例えば、ウェブページのユーザ指定箇所をウィジェットに
変える）ために、ユーザによって使用することができる。
【０１２５】
　タッチスクリーン２１２、ディスプレイコントローラ２５６、接触／動きモジュール２
３０、グラフィックモジュール２３２、及びテキスト入力モジュール２３４と連携して、
検索モジュール２５１は、ユーザの命令に従い、１つ以上の検索基準（例えば、１つ以上
のユーザ指定の検索語句）と一致する、メモリ２０２内のテキスト、音楽、音、画像、ビ
デオ、及び／又は他のファイルを検索するための、実行可能な命令を含む。
【０１２６】
　タッチスクリーン２１２、ディスプレイコントローラ２５６、接触／動きモジュール２
３０、グラフィクモジュール２３２、オーディオ回路２１０、スピーカ２１１、ＲＦ回路
２０８、及びブラウザモジュール２４７と連携して、ビデオ及びミュージックプレーヤモ
ジュール２５２は、ＭＰ３又はＡＡＣファイルなどの１つ以上のファイル形式で記憶され
た録音済みの音楽又は他のサウンドファイルをユーザがダウンロード及び再生できるよう
にする実行可能な命令、並びにビデオを（タッチスクリーン２１２上又は外部ポート２２
４を介して接続された外部のディスプレイ上に）表示、提示、又は別の方法で再生するた
めの、実行可能な命令を含む。いくつかの実施形態では、デバイス２００は、任意選択的
に、ｉＰｏｄ（Ａｐｐｌｅ　Ｉｎｃ．の商標）などのＭＰ３プレーヤの機能を備える。
【０１２７】
　タッチスクリーン２１２、ディスプレイコントローラ２５６、接触／動きモジュール２
３０、グラフィックモジュール２３２、及びテキスト入力モジュール２３４と連携して、
メモモジュール２５３は、ユーザの命令に従って、メモ、ｔｏ　ｄｏリストなどを作成及
び管理するための、実行可能な命令を含む。
【０１２８】
　ＲＦ回路２０８、タッチスクリーン２１２、ディスプレイコントローラ２５６、接触／
動きモジュール２３０、グラフィックモジュール２３２、テキスト入力モジュール２３４
、ＧＰＳモジュール２３５、及びブラウザモジュール２４７と連携して、地図モジュール
２５４は、ユーザの命令に従って、地図、及び地図に関連付けられたデータ（例えば、運
転方向、特定の場所若しくはその付近の店舗及び他の関心対象地点についてのデータ、並
びに位置に基づく他のデータ）を受信し、表示し、修正し、記憶するために使用すること
ができる。
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【０１２９】
　タッチスクリーン２１２、ディスプレイコントローラ２５６、接触／動きモジュール２
３０、グラフィックモジュール２３２、オーディオ回路２１０、スピーカ２１１、ＲＦ回
路２０８、テキスト入力モジュール２３４、電子メールクライアントモジュール２４０、
及びブラウザモジュール２４７と連携して、オンラインビデオモジュール２５５は、ユー
ザがＨ．２６４などの１つ以上のファイル形式のオンラインビデオにアクセスし、閲覧し
、（例えば、ストリーミング及び／又はダウンロードにより）受信し、（例えば、タッチ
スクリーン上で又は外部ポート２２４を介して接続された外部のディスプレイ上で）再生
し、特定のオンラインビデオへのリンクを含む電子メールを送信し、別の方法で管理する
ことが可能となる命令を含む。いくつかの実施形態では、特定のオンラインビデオへのリ
ンクを送信するために、電子メールクライアントモジュール２４０ではなく、インスタン
トメッセージングモジュール２４１が使用される。オンラインビデオアプリケーションの
追加の説明は、２００７年６月２０日に出願された米国特許仮出願第６０／９３６，５６
２号明細書、「Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｍｕｌｔｉｆｕｎｃｔｉｏｎ　Ｄｅｖｉｃｅ，Ｍｅｔ
ｈｏｄ，ａｎｄ　Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　ｆｏｒ　Ｐｌａ
ｙｉｎｇ　Ｏｎｌｉｎｅ　Ｖｉｄｅｏｓ」、及び２００７年１２月３１日に出願された米
国特許出願第１１／９６８，０６７号明細書、「Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｍｕｌｔｉｆｕｎｃ
ｔｉｏｎ　Ｄｅｖｉｃｅ，Ｍｅｔｈｏｄ，ａｎｄ　Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎ
ｔｅｒｆａｃｅ　ｆｏｒ　Ｐｌａｙｉｎｇ　Ｏｎｌｉｎｅ　Ｖｉｄｅｏｓ」に見出すこと
ができ、これらの出願の内容はその全体が本明細書において参照により組み込まれている
。
【０１３０】
　上記で特定されたモジュール及びアプリケーションのそれぞれは、１つ以上の上記の機
能を実行するための実行可能な命令セット及び本出願に記載の方法（例えば、コンピュー
タにより実行される方法及び本明細書に記載の他の情報処理方法）に対応する。これらの
モジュール（例えば、命令のセット）は、別個のソフトウェアプログラム、手順、又はモ
ジュールとして実装される必要はなく、それゆえ、様々な実施形態では、これらのモジュ
ールの様々なサブセットを組み合わせるか、又は他の方式で再編成することができる。例
えば、ビデオプレーヤモジュールは、ミュージックプレーヤモジュールと組み合わせて、
単一のモジュール（例えば、図２Ａのビデオ及びミュージックプレーヤモジュール２５２
）としてもよい。いくつかの実施形態では、メモリ２０２は、上記で特定されたモジュー
ル及びデータ構造のサブセットを記憶することができる。更に、メモリ２０２は、上述さ
れていない追加のモジュール及びデータ構造を記憶してもよい。
【０１３１】
　いくつかの実施形態では、デバイス２００は、デバイス上の機能の既定のセットの動作
がタッチスクリーン及び／又はタッチパッドのみを介して実行されるデバイスである。デ
バイス２００の動作に関する主要な入力制御デバイスとしてタッチスクリーン及び／又は
タッチパッドを使用することによって、デバイス２００上の（プッシュボタン、ダイヤル
などの）物理入力制御デバイスの数を低減することができる。
【０１３２】
　タッチスクリーン及び／又はタッチパッドのみを介して実行される、既定の機能のセッ
トは、任意選択的に、ユーザインタフェース間のナビゲーションを含む。いくつかの実施
形態では、タッチパッドは、ユーザによってタッチされると、デバイス２００上に表示さ
れる任意のユーザインタフェースから、メインメニュー、ホームメニュー、又はルートメ
ニューへデバイス２００をナビゲートする。そのような実施形態では、「メニューボタン
」はタッチパッドを使って実装される。いくつかの他の実施形態では、メニューボタンは
、タッチパッドの代わりに、物理プッシュボタン又は他の物理入力制御デバイスである。
【０１３３】
　図２Ｂは、いくつかの実施形態に係る、イベント処理のための例示的な構成要素を示す
ブロック図である。いくつかの実施形態では、メモリ２０２（図２Ａ）又はメモリ４７０
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（図４）は、イベントソート部２７０（例えば、オペレーティングシステム２２６内）及
び対応するアプリケーション２３６－１（例えば、上述のアプリケーション２３７～アプ
リケーション２５１、アプリケーション２５５、アプリケーション４８０～アプリケーシ
ョン４９０のうちのいずれか）を含む。
【０１３４】
　イベントソート部２７０は、イベント情報を受信し、イベント情報を配信するアプリケ
ーション２３６－１及びアプリケーション２３６－１のアプリケーションビュー２９１を
決定する。イベントソート部２７０は、イベントモニタ２７１及びイベントディスパッチ
ャモジュール２７４を含む。いくつかの実施形態では、アプリケーション２３６－１は、
アプリケーションがアクティブ又は実行中のとき、タッチ感知ディスプレイ２１２上に表
示される現在のアプリケーションビュー（単数又は複数）を示す、アプリケーション内部
状態２９２を含む。いくつかの実施形態では、デバイス／グローバル内部状態２５７は、
いずれのアプリケーション（単数又は複数）が現在アクティブであるかを判定するために
イベントソート部２７０によって使用され、アプリケーション内部状態２９２は、イベン
ト情報の配信先となるアプリケーションビュー２９１を決定するためにイベントソート部
２７０によって使用される。
【０１３５】
　いくつかの実施形態では、アプリケーション内部状態２９２は、アプリケーション２３
６－１が実行を再開する際に使用される再開情報、アプリケーション２３６－１によって
情報が表示されているか又は表示の準備が整っていることを示すユーザインタフェース状
態情報、ユーザがアプリケーション２３６－１の以前の状態又はビューに戻ることを可能
にするための状態待ち行列、及びユーザが以前に行ったアクションのリドゥ／アンドゥ待
ち行列、のうちの１つ以上などの追加情報を含む。
【０１３６】
　イベントモニタ２７１は、周辺機器インタフェース２１８からイベント情報を受信する
。イベント情報は、サブイベント（例えば、マルチタッチジェスチャの一部としての、タ
ッチ感知ディスプレイ２１２上でのユーザのタッチ）についての情報を含む。周辺機器イ
ンタフェース２１８は、Ｉ／Ｏサブシステム２０６、又は近接センサ２６６、加速度計（
単数又は複数）２６８、及び／若しくは（オーディオ回路２１０を介する）マイクロフォ
ン２１３などのセンサから受信する情報を送信する。周辺機器インタフェース２１８がＩ
／Ｏサブシステム２０６から受信する情報は、タッチ感知ディスプレイ２１２又はタッチ
感知面からの情報を含む。
【０１３７】
　いくつかの実施形態では、イベントソート部２７０はまた、ヒットビュー判定モジュー
ル２７２及び／又はアクティブイベント認識部判定モジュール２７３も含む。
【０１３８】
　ヒットビュー判定モジュール２７２は、タッチ感知ディスプレイ２１２が２つ以上のビ
ューを表示する場合に、サブイベントが１つ以上のビュー内のいずれの場所で発生したか
を判定するための、ソフトウェア手順を提供する。ビューは、制御部及びユーザがディス
プレイ上で見ることが可能な他の要素で構成される。
【０１３９】
　アプリケーションに関連付けられたユーザインタフェースの別の態様は、本明細書では
、アプリケーションビュー又はユーザインタフェースウィンドウと呼ばれる場合がある、
ビューのセットであり、それらの中で情報が表示され、タッチに基づくジェスチャが生じ
る。タッチが検出される（対応するアプリケーションの）アプリケーションビューは、そ
のアプリケーションのプログラム階層又はビュー階層内のプログラムレベルに対応し得る
。例えば、タッチが検出される最下位レベルのビューを、ヒットビューと呼ぶことができ
、適切な入力として認識されるイベントのセットは、少なくとも部分的には、タッチに基
づくジェスチャを始める最初のタッチのヒットビューに基づいて、判定することができる
。
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【０１４０】
　ヒットビュー判定モジュール２７２は、タッチベースのジェスチャのサブイベントと関
連する情報を受信する。アプリケーションが、階層として編成された複数のビューを有す
る場合、ヒットビュー判定モジュール２７２は、そのサブイベントを処理すべき階層内の
最下位のビューとしての、ヒットビューを特定する。ほとんどの状況では、ヒットビュー
は、最初のサブイベント（例えば、イベント又は潜在的なイベントを形成するサブイベン
トのシーケンスにおける最初のサブイベント）が発生する最下位レベルのビューである。
ヒットビューがヒットビュー判定モジュール２７２によって特定されると、ヒットビュー
は、典型的には、それがヒットビューとして特定された、同じタッチ又は入力ソースに関
連する全てのサブイベントを受信する。
【０１４１】
　アクティブイベント認識部判定モジュール２７３は、ビュー階層内のどのビュー（単数
又は複数）がサブイベントの特定のシーケンスを受信すべきかを判定する。いくつかの実
施形態では、アクティブイベント認識部判定モジュール２７３は、ヒットビューのみがサ
ブイベントの特定のシーケンスを受信すべきであると判定する。他の実施形態では、アク
ティブイベント認識部判定モジュール２７３は、サブイベントの物理位置を含む全てのビ
ューはアクティブに関わっているビューであると判定し、したがって、全てのアクティブ
に関わっているビューは、サブイベントの特定のシーケンスを受信すべきであると判定す
る。他の実施形態では、タッチサブイベントがある特定のビューに関連付けられた領域に
完全に限定されたとしても、階層の上位のビューは、依然としてアクティブに関わってい
るビューであり続ける。
【０１４２】
　イベントディスパッチャモジュール２７４は、イベント情報をイベント認識部（例えば
、イベント認識部２８０）に送信する。アクティブイベント認識部判定モジュール２７３
を含む実施形態において、イベントディスパッチャモジュール２７４は、アクティブイベ
ント認識部判定モジュール２７３により判定されたイベント認識部にイベント情報を配信
する。いくつかの実施形態では、イベントディスパッチャモジュール２７４は、対応する
イベント受信部２８２により取得されるイベント情報をイベント待ち行列に記憶する。
【０１４３】
　いくつかの実施形態では、オペレーティングシステム２２６は、イベントソート部２７
０を含む。あるいは、アプリケーション２３６－１が、イベントソート部２７０を含む。
更に他の実施形態では、イベントソート部２７０は、スタンドアロンモジュール、又は接
触／動きモジュール２３０などの、メモリ２０２に記憶された別のモジュールの一部であ
る。
【０１４４】
　いくつかの実施形態では、アプリケーション２３６－１は、そのアプリケーションのユ
ーザインタフェースの各ビュー内で発生するタッチイベントを処理する命令をそれぞれが
含む、複数のイベント処理部２９０及び１つ以上のアプリケーションビュー２９１を含む
。アプリケーション２３６－１の各アプリケーションビュー２９１は、１つ以上のイベン
ト認識部２８０を含む。通常は、それぞれのアプリケーションビュー２９１は、複数のイ
ベント認識部２８０を含む。他の実施形態では、イベント認識部２８０のうちの１つ以上
は、ユーザインタフェースキット（図示せず）又はアプリケーション２３６－１が方法及
び他の特性を継承する上位レベルのオブジェクトなどの、別個のモジュールの一部である
。いくつかの実施形態では、それぞれのイベント処理部２９０は、データ更新部２７６、
オブジェクト更新部２７７、ＧＵＩ更新部２７８、及び／又はイベントソート部２７０か
ら受信したイベントデータ２７９、のうちの１つ以上を含む。イベント処理部２９０は、
アプリケーション内部状態２９２を更新するために、データ更新部２７６、オブジェクト
更新部２７７、若しくはＧＵＩ更新部２７８を利用するか、又は呼び出すことができる。
あるいは、アプリケーションビュー２９１のうちの１つ以上は、１つ以上のそれぞれのイ
ベント処理部２９０を含む。また、いくつかの実施形態では、データ更新部２７６、オブ
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ジェクト更新部２７７、及びＧＵＩ更新部２７８のうちの１つ以上も、対応するアプリケ
ーションビュー２９１に含まれる。
【０１４５】
　それぞれのイベント認識部２８０は、イベントソート部２７０からイベント情報（例え
ば、イベントデータ２７９）を受信して、そのイベント情報からイベントを特定する。イ
ベント認識部２８０は、イベント受信部２８２及びイベント比較部２８４を含む。いくつ
かの実施形態では、イベント認識部２８０は更に、メタデータ２８３及びイベント配信命
令２８８（サブイベント配信命令を含んでいてもよい）の少なくとも部分集合を含む。
【０１４６】
　イベント受信部２８２は、イベントソート部２７０からイベント情報を受信する。この
イベント情報は、サブイベントについての情報、例えば、タッチ又はタッチの移動につい
ての情報を含む。サブイベントによっては、イベント情報はまた、サブイベントの場所な
どの追加情報も含む。サブイベントが、タッチの動きに関係する場合、イベント情報はま
た、そのサブイベントの速度及び方向も含み得る。いくつかの実施形態では、イベントは
、１つの向きから別の向きへの（例えば、縦向きから横向きへの、又はその逆の）デバイ
スの回転を含み、そのイベント情報は、デバイスの現在の向き（デバイスの姿勢とも呼ば
れる）についての対応する情報を含む。
【０１４７】
　イベント比較部２８４は、イベント情報を既定のイベント又はサブイベントの定義と比
較し、その比較に基づいて、イベント又はサブイベントを判定する、あるいはイベント又
はサブイベントの状態を判定若しくは更新する。いくつかの実施形態では、イベント比較
部２８４は、イベント定義２８６を含む。イベント定義２８６は、例えば、イベント１（
２８７－１）、イベント２（２８７－２）などの、イベントの定義（例えば、サブイベン
トの既定のシーケンス）を含む。いくつかの実施形態では、イベント（２８７）内のサブ
イベントは、例えば、タッチ開始、タッチ終了、タッチの移動、タッチの中止、及び複数
のタッチを含む。ある実施例では、イベント１（２８７－１）の定義は、表示されたオブ
ジェクト上のダブルタップである。このダブルタップは、例えば、所定の段階に関する表
示オブジェクト上での第１のタッチ（タッチの開始）、所定の段階に関する第１のリフト
オフ（タッチの終了）、所定の段階に関する表示オブジェクト上での第２のタッチ（タッ
チの開始）、及び所定の段階に関する第２のリフトオフ（タッチの終了）を含む。別の実
施例では、イベント２（２８７－２）の定義は、表示されたオブジェクト上のドラッグ操
作である。このドラッグ操作は、例えば、所定の段階に関する表示オブジェクト上でのタ
ッチ（又は、接触）、タッチ感知ディスプレイ２１２を横断するタッチの移動、及びタッ
チのリフトオフ（タッチの終了）を含む。いくつかの実施形態では、イベントはまた、１
つ以上の関連付けられたイベント処理部２９０に関する情報も含む。
【０１４８】
　いくつかの実施形態では、イベント定義２８７は、それぞれのユーザインタフェースオ
ブジェクトに関するイベントの定義を含む。いくつかの実施形態では、イベント比較部２
８４は、サブイベントに関連付けられたユーザインタフェースオブジェクトを判定するヒ
ットテストを実行する。例えば、３つのユーザインタフェースオブジェクトがタッチ感知
ディスプレイ２１２に表示されるアプリケーションビューにおいて、タッチ感知ディスプ
レイ２１２上でタッチが検出されると、イベント比較部２８４は、３つのユーザインタフ
ェースオブジェクトのうちのどれがタッチ（サブイベント）に関連付けられているかを判
定するためのヒットテストを実行する。表示された各オブジェクトが、対応するイベント
処理部２９０に関連付けられている場合、イベント比較部は、ヒットテストの結果を用い
て、どのイベント処理部２９０をアクティブ化すべきかを判定する。例えば、イベント比
較部２８４は、サブイベント及びヒットテストのトリガとなるオブジェクトに関連付けら
れたイベント処理部を選択する。
【０１４９】
　いくつかの実施形態では、それぞれのイベント（２８７）に関する定義はまた、サブイ
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ベントのシーケンスがイベント認識部のイベントタイプに対応するか否かが判定されるま
でイベント情報の配信を遅延させる遅延動作も含む。
【０１５０】
　それぞれのイベント認識部２８０は、一連のサブイベントが、イベント定義２８６のイ
ベントのうちのいずれとも一致しないと判定した場合、それぞれのイベント認識部２８０
は、イベント不可能、イベント失敗、又はイベント終了の状態に入り、その後は、タッチ
ベースのジェスチャの次のサブイベントを無視する。この状況では、ヒットビューに関し
てアクティブのまま維持される他のイベント認識部があれば、進行中のタッチに基づくジ
ェスチャのサブイベントを、引き続き追跡及び処理する。
【０１５１】
　いくつかの実施形態では、それぞれのイベント認識部２８０は、構成変更可能なプロパ
ティと、フラグと、及び／又はイベント配信システムがアクティブに関わっているイベン
ト認識部にどのようにサブイベント配信を実行するかについて示すリストと、を有するメ
タデータ２８３を含む。いくつかの実施形態では、メタデータ２８３は、構成変更可能な
プロパティと、フラグと、及び／又はイベント認識部が互いにどのように対話し得るか、
あるいは、対話が可能になるかについて示すリストと、を含む。いくつかの実施形態では
、メタデータ２８３は、構成変更可能なプロパティと、フラグと、及び／又はサブイベン
トがビュー階層又はプログラム階層内の様々なレベルに配信されるか否かを示すリストと
、を含む。
【０１５２】
　いくつかの実施形態では、それぞれのイベント認識部２８０は、イベントの１つ以上の
特定のサブイベントが認識されたときに、イベントに関連付けられたイベント処理部２９
０をアクティブ化する。いくつかの実施形態では、それぞれのイベント認識部２８０は、
イベントに関連付けられたイベント情報をイベント処理部２９０に配信する。イベント処
理部２９０をアクティブ化することは、対応するヒットビューにサブイベントを送信（及
び送信を延期する）することとは異なる。いくつかの実施形態では、イベント認識部２８
０は、認識されたイベントに関連付けられたフラグをスローし、フラグに関連付けられた
イベント処理部２９０は、フラグをキャッチし、既定の処理を実行する。
【０１５３】
　いくつかの実施形態では、イベント配信命令２８８は、イベント処理部をアクティブ化
せずに、サブイベントに関するイベント情報を配信するサブイベント配信命令を含む。そ
の代わりに、サブイベント配信命令は、一連のサブイベントに関連付けられたイベント処
理部又はアクティブに関わっているビューにイベント情報を送る。一連のサブイベント又
はアクティブに関わっているビューに関連付けられたイベント処理部は、イベント情報を
受信し、所定の処理を実行する。
【０１５４】
　いくつかの実施形態では、データ更新部２７６は、アプリケーション２３６－１で使用
されるデータを作成及び更新する。例えば、データ更新部２７６は、連絡先モジュール２
３７で使用される電話番号を更新したり、ビデオプレーヤモジュールで使用されるビデオ
ファイルを記憶したりする。いくつかの実施形態では、オブジェクト更新部２７７は、ア
プリケーション２３６－１で使用されるオブジェクトを作成及び更新する。例えば、オブ
ジェクト更新部２７７は、新たなユーザインタフェースオブジェクトを作成するか、又は
ユーザインタフェースオブジェクトの位置を更新する。ＧＵＩ更新部２７８は、ＧＵＩを
更新する。例えば、ＧＵＩ更新部２７８は、表示情報を準備し、それをタッチ感知ディス
プレイ上に表示するためにグラフィックモジュール２３２に送信する。
【０１５５】
　いくつかの実施形態では、イベント処理部（単数又は複数）２９０は、データ更新部２
７６、オブジェクト更新部２７７、及びＧＵＩ更新部２７８を含むか、若しくはそれらに
アクセスすることができる。いくつかの実施形態では、データ更新部２７６、オブジェク
ト更新部２７７、及びＧＵＩ更新部２７８は、それぞれのアプリケーション２３６－１又
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はアプリケーションビュー２９１の単一モジュールに含まれる。他の実施形態では、それ
らは、２つ以上のソフトウェアモジュールに含まれる。
【０１５６】
　タッチ感知ディスプレイ上のユーザのタッチのイベント処理に関する前述の論考はまた
、入力デバイスを使用して多機能デバイス２００を動作させるための他の形態のユーザ入
力にも適用されるが、その全てがタッチスクリーン上で開始されるわけではないことが理
解されよう。例えば、単一若しくは複数のキーボードの押下若しくは保持に任意選択的に
合わせたマウスの移動及びマウスボタンの押下、タッチパッド上でのタップ、ドラッグ、
スクロールなどの接触移動、ペンスタイラス入力、デバイスの移動、口頭による命令検出
された眼球運動、バイオメトリック入力、及び／又はこれらの任意の組み合わせが、認識
対象のイベントを定義するサブイベントに対応する入力として任意選択的に利用される。
【０１５７】
　図３は、いくつかの実施形態に係る、タッチスクリーン２１２を有するポータブル多機
能デバイス２００を示す。タッチスクリーンは、ユーザインタフェース（ＵＩ）３００内
に１つ以上のグラフィックを、任意選択的に表示する。本実施形態、並びに後述する実施
形態において、ユーザは、例えば、１本以上の指３０２（図には、正確な縮尺率では描か
れていない）又は１つ以上のスタイラス３０３（図には、正確な縮尺率では描かれていな
い）を用いて、グラフィック上でジェスチャを行うことにより、グラフィックのうちの１
つ以上を選択することができる。いくつかの実施形態では、ユーザが１つ以上のグラフィ
ックとの接触を断った際に、その１つ以上のグラフィックの選択が生じる。いくつかの実
施形態では、ジェスチャは、１回以上のタップ、１回以上のスワイプ（左から右へ、右か
ら左へ、上方向へ及び／若しくは下方向へ）、並びに／又は、デバイス２００と接触した
指のローリング（右から左へ、左から右へ、上方向へ及び／若しくは下方向へ）を、任意
選択的に含む。いくつかの実装又は状況では、グラフィックとの不測の接触は、そのグラ
フィックを選択するものではない。例えば、選択に対応するジェスチャがタップである場
合、アプリケーションアイコンの上をスイープするスワイプジェスチャは、対応するアプ
リケーションを任意選択的に選択しない。
【０１５８】
　デバイス２００はまた、「ホーム」又はメニューボタン３０４などの、１つ以上の物理
ボタンも含み得る。上述したように、メニューボタン３０４を使用して、デバイス２００
上で実行することができるアプリケーションセット内の任意のアプリケーション２３６へ
、ナビゲートすることができる。あるいは、いくつかの実施形態では、メニューボタンは
、タッチスクリーン２１２に表示されたＧＵＩにおけるソフトキーとして実装されている
。
【０１５９】
　一実施形態では、デバイス２００は、タッチスクリーン２１２、メニューボタン３０４
、デバイスの電源をオン／オフし、デバイスをロックするためのプッシュボタン３０６、
音量調節ボタン（単数又は複数）３０８、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）カードスロッ
ト３１０、ヘッドセットジャック３１２、及びドッキング／充電用外部ポート２２４を含
む。プッシュボタン３０６は、ボタンを押し下げて、既定の時間にわたってボタンを押し
下げた状態で保持することによってデバイスの電源をオン／オフし、ボタンを押し下げて
、既定時間が経過する前にボタンを解放することによってデバイスをロックし、及び／又
は、デバイスのロックを解除する、若しくは、ロック解除プロセスを開始する。別の実施
形態では、デバイス２００はまた、マイクロフォン２１３を通して、一部の機能をアクテ
ィブ化又は非アクティブ化するための口頭入力を受信する。デバイス２００はまた、タッ
チスクリーン２１２上の接触の強度を検出するための１つ以上の接触強度センサ２６５、
及び／又は、デバイス２００のユーザに対する触知出力を生成するための１つ以上の触知
出力生成器２６７も、任意選択的に含む。
【０１６０】
　図４は、いくつかの実施形態に係る、ディスプレイ及びタッチ感知面を備える例示的な
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多機能デバイスのブロック図である。デバイス４００は、ポータブル型である必要はない
。いくつかの実施形態では、デバイス４００は、ラップトップコンピュータ、デスクトッ
プコンピュータ、タブレットコンピュータ、マルチメディアプレーヤデバイス、ナビゲー
ションデバイス、教育用デバイス（子供の学習玩具など）、ゲームシステム、又は制御デ
バイス（例えば、家庭用又は業務用コントローラ）である。デバイス４００は、典型的に
は、１つ以上の処理ユニット（ＣＰＵ）４１０、１つ以上のネットワーク若しくは他の通
信インタフェース４６０、メモリ４７０、及びこれらの構成要素を相互接続するための１
つ以上の通信バス４２０を含む。通信バス４２０は、システムコンポーネント間の通信を
相互接続及び制御する回路（チップセットと呼ばれることがある）を、任意選択的に含む
。デバイス４００は、典型的にはタッチスクリーンディスプレイであるディスプレイ４４
０を備える入出力（Ｉ／Ｏ）インタフェース４３０を含む。Ｉ／Ｏインタフェース４３０
はまた、キーボード及び／又はマウス（又は他のポインティングデバイス）４５０、並び
にタッチパッド４５５、デバイス４００上に触知出力を生成するための（例えば、図２Ａ
を参照して上述した触知出力生成器２６７（単数又は複数）と同様の）触知出力生成器４
５７、センサ４５９（例えば、光センサ、加速度センサ、近接センサ、タッチ感知センサ
、及び／又は図２Ａを参照して上述した接触強度センサ（単数又は複数）２６５と同様の
接触強度センサ）も、任意選択的に含む。メモリ４７０は、ＤＲＡＭ、ＳＲＡＭ、ＤＤＲ
　ＲＡＭ、又は他のランダムアクセスソリッドステートメモリデバイスなどの、高速ラン
ダムアクセスメモリを含み、また任意選択的に、１つ以上の磁気ディスク記憶デバイス、
光ディスク記憶デバイス、フラッシュメモリデバイス、又は他の不揮発性半導体記憶デバ
イスなどの、不揮発性メモリを含む。メモリ４７０は、ＣＰＵ（単数又は複数）４１０か
ら離れて位置する１つ以上の記憶デバイスを任意選択的に含む。いくつかの実施形態では
、メモリ４７０は、ポータブル多機能デバイス２００（図２Ａ）のメモリ２０２に記憶さ
れたプログラム、モジュール、及びデータ構造、又はそれらの部分集合に類似する、プロ
グラム、モジュール、及びデータ構造を記憶する。更に、メモリ４７０は、ポータブル多
機能デバイス２００のメモリ２０２に存在しない追加のプログラム、モジュール、及びデ
ータ構造を、任意選択的に記憶する。例えば、デバイス４００のメモリ４７０は、描画モ
ジュール４８０、プレゼンテーションモジュール４８２、ワードプロセッシングモジュー
ル４８４、ウェブサイト作成モジュール４８６、ディスクオーサリングモジュール４８８
、及び／又はスプレッドシートモジュール４９０を任意選択的に記憶するが、ポータブル
多機能デバイス２００（図２Ａ）のメモリ２０２はこれらのモジュールを任意選択的に記
憶しない。
【０１６１】
　図４の上記で特定された要素のそれぞれは、前述のメモリデバイスの１つ以上に記憶し
てもよい。上記で特定されたモジュールのうちのそれぞれは、上述した機能を実行する命
令セットに対応する。上記で特定されたモジュール又はプログラム（例えば、命令セット
）は、別個のソフトウェアプログラム、手順、又はモジュールとして実装される必要はな
く、それゆえ、様々な実施形態では、これらのモジュールの様々なサブセットを組み合わ
せるか、又は他の方式で再編成することができる。いくつかの実施形態では、メモリ４７
０は、上記で特定されたモジュール及びデータ構造のサブセットを記憶することができる
。更に、メモリ４７０は、上述されていない追加のモジュール及びデータ構造を記憶して
もよい。
【０１６２】
　次に、例えば、ポータブル多機能デバイス２００上に実装することができるユーザイン
タフェースの実施形態に注意を向ける。
【０１６３】
　図５Ａは、いくつかの実施形態に係る、ポータブル多機能デバイス２００上のアプリケ
ーションのメニュー用の例示的なユーザインタフェースを示す。同様のユーザインタフェ
ースを、デバイス４００上に実装してもよい。いくつかの実施形態では、ユーザインタフ
ェース５００は、以下の要素、又はそれらの部分集合若しくは上位集合を含む。
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【０１６４】
　セルラー信号及びＷｉ－Ｆｉ信号などの無線通信（単数又は複数）のための信号強度イ
ンジケータ（単数又は複数）５０２、
　●時刻５０４、
　●Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈインジケータ５０５、
　●バッテリ状態インジケータ５０６、
　●下記などの、頻繁に利用されるアプリケーション用のアイコンを含むトレー５０８、
　　○不在着信又は音声メールメッセージの数のインジケータ５１４を任意選択的に含む
、「電話」とラベル付けされた、電話モジュール２３８用のアイコン５１６、
　　○未読電子メールの数のインジケータ５１０を任意選択的に含む、「メール」とラベ
ル付けされた、電子メールクライアントモジュール２４０用のアイコン５１８、
　　○「ブラウザ」とラベル付けされた、ブラウザモジュール２４７用のアイコン５２０
、及び
　　○「ｉＰｏｄ」とラベル付けされた、ｉＰｏｄ（Ａｐｐｌｅ　Ｉｎｃ．の商標）モジ
ュール２５２とも称されるビデオ及びミュージックプレーヤモジュール２５２用のアイコ
ン５２２、及び
　●下記などの、その他のアプリケーション用のアイコン、
　　○「メッセージ」とラベル付けされた、ＩＭモジュール２４１用のアイコン５２４、
　　○「カレンダー」とラベル付けされた、カレンダーモジュール２４８用のアイコン５
２６、
　　○「写真」とラベル付けされた、画像管理モジュール２４４用のアイコン５２８、
　　○「カメラ」とラベル付けされた、カメラモジュール２４３用のアイコン５３０、
　　○「オンラインビデオ」とラベル付けされた、オンラインビデオモジュール２５５用
のアイコン５３２、
　　○「株価」とラベル付けされた、株式ウィジェット２４９－２用のアイコン５３４、
　　○「マップ」とラベル付けされた、マップモジュール２５４用のアイコン５３６、
　　○「天気」とラベル付けされた、気象ウィジェット２４９－１用のアイコン５３８、
　　○「時計」とラベル付けされた、アラーム時計ウィジェット２４９－４用のアイコン
５４０、
　　○「トレーニングサポート」とラベル付けされた、トレーニングサポートモジュール
２４２用のアイコン５４２、
　　○「メモ」とラベル付けされた、メモモジュール２５３用のアイコン５４４、及び
　　○デバイス２００及びその様々なアプリケーション２３６に関する設定へのアクセス
を提供する、「設定」とラベル付けされた、設定アプリケーション若しくはモジュール用
のアイコン５４６。
【０１６５】
　図５Ａに示されているアイコンのラベルは、単なる例示であることに留意されたい。例
えば、ビデオ及びミュージックプレーヤモジュール２５２用のアイコン５２２は、任意選
択的に、「ミュージック」又は「ミュージックプレーヤ」とラベル付けされてもよい。他
のラベルが、様々なアプリケーションアイコンのために、任意選択的に使用される。いく
つかの実施形態では、それぞれのアプリケーションアイコンに関するラベルは、それぞれ
のアプリケーションアイコンに対応するアプリケーションの名前を含む。いくつかの実施
形態では、特定のアプリケーションアイコンのラベルは、特定のアプリケーションアイコ
ンに対応するアプリケーションの名前とは異なる。
【０１６６】
　図５Ｂは、ディスプレイ５５０（例えば、タッチスクリーンディスプレイ２１２）とは
別個のタッチ感知面５５１（例えば、図４のタブレット又はタッチパッド４５５）を備え
るデバイス（例えば、図４のデバイス４００）上の、例示的なユーザインタフェースを示
す。デバイス４００はまた、タッチ感知面５５１上の接触の強度を検出するための１つ以
上の接触強度センサ（例えば、センサ４５７のうちの１つ以上）、及び／又はデバイス４
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００のユーザに対する触知出力を生成するための１つ以上の触知出力生成器４５９を任意
選択的に含む。
【０１６７】
　以下の実施例のうちのいくつかはタッチスクリーンディスプレイ２１２上での入力（タ
ッチ感知面とディスプレイとが組み合わされている場合）を参照して説明されるが、いく
つかの実施形態では、デバイスは、図５Ｂに示すように、ディスプレイとは別個のタッチ
感知面上での入力を検出する。いくつかの実施形態では、このタッチ感知面（例えば、図
５Ｂの５５１）は、ディスプレイ（例えば、５５０）上の主軸（例えば、図５Ｂの５５３
）に対応する主軸（例えば、図５Ｂの５５２）を有する。これらの実施形態によれば、デ
バイスは、タッチ感知面５５１との接触（例えば、図５Ｂの５６０及び５６２）を、ディ
スプレイ上のそれぞれの場所に対応する場所（例えば、図５Ｂでは、５６０は５６８に対
応し、５６２は５７０に対応する）にて検出する。このように、タッチ感知面がディスプ
レイとは別個のものである場合、タッチ感知面（例えば、図５Ｂの５５１）上でデバイス
によって検出されたユーザ入力（例えば、接触５６０及び接触５６２、並びにそれらの移
動）が、多機能デバイスのディスプレイ（例えば、図５Ｂでの５５０）上のユーザインタ
フェースを操作するために、デバイスによって使用される。同様の方法が、本明細書に記
載の他のユーザインタフェースに任意選択的に使用されることを理解されたい。
【０１６８】
　更に加えて、以下の例は、主に指入力（例えば、指の接触、指のタップジェスチャ、指
のスワイプジェスチャ）を参照して説明されるが、いくつかの実施形態では、それらの指
入力のうちの１つ以上は、別の入力デバイスからの入力（例えば、マウスに基づく入力又
はスタイラス入力）で置き換えられることを理解されたい。例えば、スワイプジェスチャ
は、任意選択的に、（例えば、接触の代わりに）マウスクリックと置換され、その後、（
例えば、接触の移動の代わりに）スワイプの経路に沿ってカーソルの移動が行われる。別
の例として、タップジェスチャは、（例えば、接触の検出に続いて接触の検出を停止する
代わりに）カーソルがタップジェスチャの位置上に配置されている間、任意選択的に、マ
ウスクリックと置換される。同様に、複数のユーザ入力が同時に検出されるとき、複数の
コンピュータマウスが同時に、任意選択的に用いられているか、又はマウスと指接触が同
時に用いられていることが理解されよう。
【０１６９】
　図６Ａは、例示的なパーソナル電子デバイス６００を示す。デバイス６００は、本体６
０２を含む。いくつかの実施形態では、デバイス６００は、デバイス２００及びデバイス
４００（例えば、図２Ａ～図４Ｂ）に関して記載した特徴のいくつか又は全てを含み得る
。いくつかの実施形態では、デバイス６００は、タッチ感知ディスプレイスクリーン６０
４、以後、タッチスクリーン６０４を有する。タッチスクリーン６０４の代わりに、又は
それに追加して、デバイス６００は、ディスプレイ及びタッチ感知面を有する。デバイス
２００及びデバイス４００と同様に、いくつかの実施形態では、タッチスクリーン６０４
（又はタッチ感知面）は、加えられている接触（例えば、タッチ）の強度を検出するため
の１つ以上の強度センサを有してもよい。タッチスクリーン６０４（又は、タッチ感知面
）の１つ以上の強度センサは、タッチの強度を表す出力データを提供することができる。
デバイス６００のユーザインタフェースは、タッチの強度に基づきタッチに応じてもよく
、これは、異なる強度のタッチは、デバイス６００上で異なるユーザインタフェース動作
を呼び出し得ることを意味する。
【０１７０】
　タッチ強度を検出して処理するための技術は、例えば、関連出願である、２０１３年５
月８日出願の「Ｄｅｖｉｃｅ，Ｍｅｔｈｏｄ，ａｎｄ　Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　
Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　ｆｏｒ　Ｄｉｓｐｌａｙｉｎｇ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　
Ｏｂｊｅｃｔｓ　Ｃｏｒｒｅｓｐｏｎｄｉｎｇ　ｔｏ　ａｎ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ」
と題された国際特許出願第ＰＣＴ／ＵＳ２０１３／０４００６１号、及び２０１３年１１
月１１日出願の「Ｄｅｖｉｃｅ，Ｍｅｔｈｏｄ，ａｎｄ　Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ
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　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　ｆｏｒ　Ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｂｅｔｗｅｅｎ　Ｔｏｕ
ｃｈ　Ｉｎｐｕｔ　ｔｏ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｏｕｔｐｕｔ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓｈｉｐｓ
」と題された同第ＰＣＴ／ＵＳ２０１３／０６９４８３号に見出すことができ、これらの
文献のそれぞれは、全体が参照により本明細書に組み込まれる。
【０１７１】
　いくつかの実施形態では、デバイス６００は、１つ以上の入力機構６０６及び入力機構
６０８を有する。入力機構６０６及び入力機構６０８は、含まれる場合には、物理的なも
のとすることができる。物理入力機構の例としては、プッシュボタン及び回転可能機構が
挙げられる。いくつかの実施形態では、デバイス６００は、１つ以上のアタッチメント機
構を有する。そのようなアタッチメント機構は、含まれる場合には、例えば、帽子、アイ
ウェア、イヤリング、ネックレス、シャツ、ジャケット、ブレスレット、腕時計バンド、
チェーン、ズボン、ベルト、靴、財布、バックパックなどに、デバイス６００を取り付け
ることを可能にし得る。これらのアタッチメント機構は、ユーザによってデバイス６００
が着用されることを可能にし得る。
【０１７２】
　図６Ｂは、例示的なパーソナル電子デバイス６００を示す。いくつかの実施形態では、
デバイス６００は、図２Ａ、図２Ｂ、及び図４に関連して記載したコンポーネントのいく
つか又は全てを含み得る。デバイス６００は、Ｉ／Ｏ部６１４を１つ以上のコンピュータ
プロセッサ６１６及びメモリ６１８に動作可能に連結するバス６１２を有する。Ｉ／Ｏ部
６１４は、タッチ感知コンポーネント６２２、及び、任意選択的に、タッチ強度感知コン
ポーネント６２４を有し得るディスプレイ６０４に接続することができる。更には、Ｉ／
Ｏ部６１４は、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、近距離通信
（「ＮＦＣ」）、セルラー、及び／又は他の無線通信技術を使用して、アプリケーション
及びオペレーティングシステムデータを受信するための、通信ユニット６３０と接続する
ことができる。デバイス６００は、入力機構６０６及び／又は入力機構６０８を含むこと
ができる。入力機構６０６は、例えば、回転可能入力デバイス、又は押し下げ可能かつ回
転可能な入力デバイスとしてもよい。入力機構６０８は、いくつかの実施例では、ボタン
であってもよい。
【０１７３】
　入力機構６０８は、いくつかの実施例では、マイクロフォンであってもよい。パーソナ
ル電子デバイス６００は、ＧＰＳセンサ６３２、加速度計６３４、方向センサ６４０（例
えば、コンパス）、ジャイロスコープ６３６、動きセンサ６３８、及び／又はこれらの組
み合わせなどの、様々なセンサを含み得るものであり、それらの全ては、Ｉ／Ｏ部６１４
に動作可能に接続することができる。
【０１７４】
　パーソナル電子デバイス６００のメモリ６１８は、コンピュータ実行可能命令を記憶す
るための非一時的コンピュータ可読記憶媒体とすることができ、それらの命令は、１つ以
上のコンピュータプロセッサ６１６によって実行されたときに、例えば、コンピュータプ
ロセッサに、方法１２００、１３００、１４００、又は１５００（図１２～図１５）を含
めた、以下で説明する技術を実行させることができる。コンピュータ実行可能な命令はま
た、コンピュータベースのシステム、プロセッサを含むシステム、又は、命令実行システ
ム、装置、若しくはデバイスから命令をフェッチし、その命令を実行し得る他のシステム
などの、命令実行システム、装置、又はデバイス、によって、若しくはそれらに関連して
、使用される任意の非一時的コンピュータ可読記憶媒体に記憶及び／又は伝送されてもよ
い。本文書の目的上、「非一時的コンピュータ可読記憶媒体」は、命令実行システム、装
置、又はデバイスによって、若しくはそれらに関連して、使用されるコンピュータ実行可
能命令を有形的に収容又は記憶することが可能な任意の媒体とすることができる。非一時
的コンピュータ可読記憶媒体は、磁気的、光学的、及び／又は半導体記憶装置を含み得る
が、これらに限定されない。係る記憶装置の例としては、磁気ディスク、ＣＤ、ＤＶＤ、
又はＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）技術に基づく光ディスク、及び、フラッシュ、ソリッド
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ステートドライブなどの永続的ソリッドステートメモリが挙げられる。パーソナル電子デ
バイス６００は、図６Ｂのコンポーネント及び構成に限定されるものではなく、他のコン
ポーネント又は追加的コンポーネントを、複数の構成で含み得る。
【０１７５】
　本明細書にて使用されるとき、用語「アフォーダンス」は、デバイス２００、デバイス
４００、及び／又はデバイス６００（図２、図４、及び図６）のディスプレイスクリーン
上に表示され得るユーザ対話式のグラフィカルユーザインタフェースオブジェクトを指す
。例えば、画像（例えば、アイコン）、ボタン、及びテキスト（例えば、ハイパーリンク
）はそれぞれ、アフォーダンスを構成することができる。
【０１７６】
　本明細書にて使用されるとき、用語「フォーカスセレクタ」とは、ユーザが対話してい
るユーザインタフェースの現在の部分を示す入力要素を指す。カーソル又は他の位置マー
カを含むいくつかの実装において、タッチ感知面（例えば、図４のタッチパッド４５５、
又は図５Ｂのタッチ感知面５５１）上で入力（例えば、押圧入力）が検出されたときに、
カーソルが特定のユーザインタフェース要素（例えば、ボタン、ウィンドウ、スライダ、
又は他のユーザインタフェース要素）の上にあるとき、カーソルは「フォーカスセレクタ
」として機能し、特定のユーザインタフェース要素が、検出された入力に従って調整され
る。タッチスクリーンディスプレイ上のユーザインタフェース要素との直接的な対話を可
能にする、タッチスクリーンディスプレイ（例えば、図２Ａのタッチ感知ディスプレイシ
ステム２１２、又は図５Ａのタッチスクリーン２１２）を含むいくつかの実装では、タッ
チスクリーン上で検出される接触が「フォーカスセレクタ」の役割を果たすため、入力（
例えば、接触による押圧入力）がタッチスクリーンディスプレイ上の特定のユーザインタ
フェース要素（例えば、ボタン、ウィンドウ、スライダ、又は他のユーザインタフェース
要素）の場所で検出されると、その特定のユーザインタフェース要素は検出された入力に
従って調節される。いくつかの実装では、（例えば、タブキー又は矢印キーを使ってフォ
ーカスを１つのボタンから別のボタンに移動させることにより）タッチスクリーンディス
プレイ上の対応するカーソルの移動又は接触の移動なしに、フォーカスが、ユーザインタ
フェースの１つの領域からユーザインタフェースの別の領域に移動される。これらの実装
において、フォーカスセレクタは、ユーザインタフェースの異なる領域間でのフォーカス
の移動に従って移動する。フォーカスセレクタが採用する具体的な形態とは関わりなく、
フォーカスセレクタは、全般的に、ユーザが意図するユーザインタフェースとの対話を（
例えば、ユーザが対話することを意図しているユーザインタフェースの要素をデバイスに
示すことによって）伝達するために、ユーザによって制御されるユーザインタフェース要
素（又は、タッチスクリーンディスプレイ上での接触）である。例えば、タッチ感知面（
例えば、タッチパッド又はタッチスクリーン）上で押圧入力が検出される間の、対応のボ
タンの上のフォーカスセレクタ（例えば、カーソル、接触、又は選択ボックス）の場所は
、その対応のボタンを（そのデバイスのディスプレイ上に示される他のユーザインタフェ
ース要素ではなく）アクティブ化することをユーザが意図していることを示すものである
。
【０１７７】
　本明細書及び特許請求の範囲で使用するとき、接触の「特性強度」という用語は、接触
の１つ以上の強度に基づく、その接触の特性を指す。いくつかの実施形態では、特性強度
は複数の強度サンプルに基づく。特性強度は、任意選択的に、既定の数の強度サンプル、
又は既定のイベント（例えば、接触を検出した後、接触のリフトオフを検出する前、接触
の移動の開始を検出する前若しくは後、接触の終了を検出する前、接触の強度の増加を検
出する前若しくは後、及び／又は接触の強度の減少を検出する前若しくは後）に対して所
定の時間期間（例えば、０．０５、０．１、０．２、０．５、１、２、５、１０秒）内に
収集された強度サンプルのセットに基づく。接触の特性強度は、任意選択的に、接触の強
度の最大値、接触の強度の平均値（mean value）、接触の強度の平均値（average value
）、接触の強度の上位１０％値、接触の強度の最大値の半分の値、接触の強度の最大値の
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９０％の値など、のうちの１つ以上に基づく。いくつかの実施形態では、特性強度を判定
するために、接触の期間が使用される（例えば、特性強度が経時的な接触の強度の平均で
あるとき）。いくつかの実施形態では、動作がユーザによって実行されたか否かを判定す
るために、特性強度を１つ以上の強度閾値のセットと比較する。例えば、１つ以上の強度
閾値のセットは、第１の強度閾値及び第２の強度閾値を含むことができる。この実施例で
は、第１の閾値を上回らない特性強度を有する接触の結果として第１の動作が実行され、
第１の強度閾値を上回り、第２の強度閾値を上回らない特性強度を有する接触の結果とし
て第２の動作が実行され、第２の閾値を上回る特性強度を有する接触の結果として第３の
動作が実行される。いくつかの実施形態では、特性強度と１つ以上の閾値との間の比較が
、第１の動作又は第２の動作のいずれを実行するかを判定するために使用されるのではな
く、１つ以上の動作を実行するかどうか（例えば、それぞれの動作を実行するのか、又は
それぞれの動作の実行を省略するのか）を判定するために使用される。
【０１７８】
　いくつかの実施形態では、特性強度を判定する目的で、ジェスチャの一部分が特定され
る。例えば、タッチ感知面は、接触の強度が増加する、開始位置から遷移して終了位置ま
で達する連続的なスワイプ接触を受け取ってもよい。この実施例では、終了位置における
接触の特性強度は、連続的なスワイプ接触全体ではなく、そのスワイプ接触の一部分のみ
（例えば、終了位置におけるスワイプ接触の部分のみ）に基づいてもよい。いくつかの実
施形態では、接触の特性強度を判定する前に、平滑化アルゴリズムをそのスワイプ接触の
強度に適用してもよい。例えば、平滑化アルゴリズムは、任意選択的に、非荷重移動平均
平滑化アルゴリズム、三角平滑化アルゴリズム、中央値フィルタ平滑化アルゴリズム、及
び／又は指数平滑化アルゴリズム、のうちの１つ以上を含む。いくつかの状況では、これ
らの平滑化アルゴリズムは、特性強度を判定する目的で、スワイプ接触の強度の小幅な上
昇又は低下を除外する。
【０１７９】
　タッチ感知面上の接触の強度は、接触検出強度閾値、軽い押圧強度閾値、深い押圧強度
閾値、及び／又は１つ以上の他の強度閾値などの１つ以上の強度閾値に対して特徴付けし
てもよい。いくつかの実施形態では、軽い押圧強度閾値は、物理マウスのボタン又はトラ
ックパッドのクリックに典型的に関連付けられた動作を、デバイスが実行することになる
強度に相当する。いくつかの実施形態では、深い押圧強度閾値は、物理マウスのボタン又
はトラックパッドのクリックに典型的に関連付けられた動作とは異なる動作を、デバイス
が実行することになる強度に相当する。いくつかの実施形態では、軽い押圧強度閾値を下
回る（例えば、かつ、それを下回ると接触がもはや検出されないわずかな接触検出強度閾
値を上回る）特性強度で接触が検出される場合、デバイスは、軽い押圧強度閾値又は深い
押圧強度閾値に関連付けられた動作を実行することなく、タッチ感知面上の接触の移動に
従って、フォーカスセレクタを移動させる。全般的には、特に明記しない限り、これらの
強度閾値は、ユーザインタフェース図の異なるセット間でも一貫している。
【０１８０】
　軽い押圧強度閾値を下回る強度から、軽い押圧強度閾値と深い押圧強度閾値との間の強
度への接触の特性強度の増大は、「軽い押圧」入力と称される場合がある。深い押圧強度
閾値を下回る強度から、深い押圧強度閾値を上回る強度への接触の特性強度の増大は、「
深い押圧」入力と称される場合がある。接触検出強度閾値を下回る強度から、接触検出強
度閾値と軽い押圧強度閾値との間の強度への接触の特性強度の増大は、タッチ面上の接触
の検出と称される場合がある。接触検出強度閾値を上回る強度から、接触検出強度閾値を
下回る強度への接触の特性強度の減少は、タッチ面からの接触のリフトオフの検出と称さ
れる場合がある。いくつかの実施形態では、接触検出強度閾値はゼロである。いくつかの
実施形態では、接触検出強度閾値はゼロを上回る。
【０１８１】
　本明細書で説明されるいくつかの実施形態では、１つ以上の動作は、それぞれの押圧入
力を含むジェスチャの検出に応じて、又はそれぞれの接触（又は、複数の接触）で実行さ
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れるそれぞれの押圧入力の検出に応じて実行され、それぞれの押圧入力は、少なくとも部
分的に、押圧入力強度閾値を上回る接触（又は、複数の接触）の強度の増大の検出に基づ
いて検出される。いくつかの実施形態では、それぞれの動作は、押圧入力強度閾値を上回
る、対応する接触の強度の増大（例えば、対応する押圧入力の「ダウンストローク」）の
検出に応じて実行される。いくつかの実施形態では、押圧入力は、押圧入力強度閾値を上
回る、対応する接触の強度の増大、及び後続の、押圧入力強度閾値を下回る接触の強度の
減少を含み、対応する動作は、その後続の押圧入力閾値を下回る対応する接触の強度の減
少（例えば、対応する押圧入力の「アップストローク」）の検出に応じて、実行される。
【０１８２】
　いくつかの実施形態では、デバイスは、「ジッタ」と呼ばれる場合がある不測の入力を
回避するために強度ヒステリシスを採用し、デバイスは、押圧入力強度閾値との既定の関
連性を有するヒステリシス強度閾値を定義又は選択する（例えば、ヒステリシス強度閾値
は、押圧入力強度閾値よりもＸ強度単位低いか、又は、ヒステリシス強度閾値は、押圧入
力強度閾値の７５％、９０％、若しくは何らかの妥当な比率である）。したがって、いく
つかの実施形態では、押圧入力は、押圧入力強度閾値を上回る対応する接触の強度の増大
、及び後続の、押圧入力強度閾値に対応するヒステリシス強度閾値を下回る接触の強度の
減少を含み、対応する動作は、そのヒステリシス強度閾値を下回る、後続の対応する接触
の強度の減少（例えば、対応する押圧入力の「アップストローク」）の検出に応じて、実
行される。同様に、いくつかの実施形態では、押圧入力は、デバイスが、ヒステリシス強
度閾値以下の強度から押圧入力強度閾値以上の強度への接触の強度の増大、及び任意選択
的に、ヒステリシス強度以下の強度への、後続の接触の強度の減少を検出する場合にのみ
検出され、対応する動作は、その押圧入力の検出（例えば、状況に応じて、接触の強度の
増大、又は接触の強度の減少）に応じて、実行される。
【０１８３】
　説明を容易にするために、押圧入力強度閾値に関連付けられた押圧入力に応じて、又は
その押圧入力を含むジェスチャに応じて実行される動作の説明は、押圧入力強度閾値を上
回る接触の強度の増大、ヒステリシス強度閾値を下回る強度から押圧入力強度閾値を上回
る強度への接触の強度の増大、押圧入力強度閾値を下回る接触の強度の減少、及び／又は
押圧入力強度閾値に対応するヒステリシス強度閾値を下回る接触の強度の減少のいずれか
の検出に応じて、任意選択的にトリガされる。更に加えて、押圧入力強度閾値を下回る接
触の強度の減少の検出に応じて動作が実行されるとして説明される実施例では、その動作
は、押圧入力強度閾値に対応し、かつそれよりも低いヒステリシス強度閾値を下回る、接
触の強度の減少の検出に応じて任意選択的に実行される。
　３．デジタルアシスタントシステム
【０１８４】
　図７Ａは、様々な実施例に係る、デジタルアシスタントシステム７００のブロック図を
示す。いくつかの実施例では、デジタルアシスタントシステム７００は独立型コンピュー
タシステム上に実施することができる。いくつかの実施例では、デジタルアシスタントシ
ステム７００は複数のコンピュータにわたって分散させることができる。いくつかの実施
例では、デジタルアシスタントのモジュール及び機能のいくつかはサーバ部分及びクライ
アント部分に分割されることができる。この場合には、クライアント部分は１つ以上のユ
ーザデバイス（例えば、デバイス１０４、デバイス１２２、デバイス２００、デバイス４
００、又はデバイス６００）上に常駐し、例えば、図１に示すように、１つ以上のネット
ワークを通してサーバ部分（例えば、サーバシステム１０８）と通信する。いくつかの実
施例では、デジタルアシスタントシステム７００は、図１に示すサーバシステム１０８（
及び／又はＤＡサーバ１０６）の一実施形態であることができる。デジタルアシスタント
システム７００はデジタルアシスタントシステムの単なる一例に過ぎず、デジタルアシス
タントシステム７００は、図示されているよりも多数又は少数の構成要素を有することが
できるか、２つ以上の構成要素を組み合わせてもよいか、あるいは構成要素の異なる構成
又は配置を有してもよいことに留意されたい。図７Ａに示す様々な構成要素は、１つ以上
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の信号処理回路及び／若しくは特定用途向け集積回路を含む、ハードウェア、１つ以上の
プロセッサによって実行されるソフトウェア命令、ファームウェア、又はそれらの組み合
わせの形態で実装されることができる。
【０１８５】
　デジタルアシスタントシステム７００は、メモリ７０２、１つ以上のプロセッサ７０４
、入出力（Ｉ／Ｏ）インタフェース７０６、及びネットワーク通信インタフェース７０８
を含むことができる。これらの構成要素は１本以上の通信バス又は信号線７１０を通して
互いに通信することができる。
【０１８６】
　いくつかの実施例では、メモリ７０２は、高速ランダムアクセスメモリ並びに／又は不
揮発性コンピュータ可読記憶媒体（例えば、１つ以上の磁気ディスク記憶デバイス、フラ
ッシュメモリデバイス、又は他の不揮発性固体メモリデバイス）などの、非一時的コンピ
ュータ可読媒体を含むことができる。
【０１８７】
　いくつかの実施例では、Ｉ／Ｏインタフェース７０６は、ディスプレイ、キーボード、
タッチスクリーン、及びマイクロフォンなどの、デジタルアシスタントシステム７００の
入出力デバイス７１６をユーザインタフェースモジュール７２２に連結することができる
。Ｉ／Ｏインタフェース７０６は、ユーザインタフェースモジュール７２２と連携して、
ユーザ入力（例えば、音声入力、キーボード入力、タッチ入力等）を受信し、それらを適
宜に処理することができる。いくつかの実施例では、例えば、デジタルアシスタントが独
立型ユーザデバイス上に実装される場合には、デジタルアシスタントシステム７００は、
図２Ａ、図４、図６Ａ～図６Ｂにおいてそれぞれデバイス２００、デバイス４００、又は
デバイス６００に関連して説明されている構成要素及びＩ／Ｏ通信インタフェースの任意
のものを含むことができる。いくつかの実施例では、デジタルアシスタントシステム７０
０はデジタルアシスタントの実施形態のサーバ部分を表すことができ、ユーザデバイス（
例えば、デバイス１０４、デバイス２００、デバイス４００、又はデバイス６００）上に
常駐するクライアント側部分を通してユーザと対話することができる。
【０１８８】
　いくつかの実施例では、ネットワーク通信インタフェース７０８は有線通信ポート（単
数又は複数）７１２並びに／又は無線伝送及び受信回路７１４を含むことができる。有線
通信ポート（単数又は複数）は、１つ以上の有線インタフェース、例えば、イーサネット
、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）、ＦＩＲＥＷＩＲＥ（登録商標）などを介して通
信信号を受信及び送信し得る。無線回路７１４は、通信ネットワーク及び他の通信機器を
起点／終点として、ＲＦ信号及び／又は光信号を受信及び送信し得る。無線通信は、ＧＳ
Ｍ（登録商標）、ＥＤＧＥ、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、Ｗ
ｉ－Ｆｉ（登録商標）、ＶｏＩＰ、Ｗｉ－ＭＡＸ（登録商標）、あるいは任意のその他の
好適な通信プロトコル等の、複数の通信規格、プロトコル及び技術のうちの任意のものを
用いることができる。ネットワーク通信インタフェース７０８は、インターネット、イン
トラネット、及び／又はセルラー電話ネットワーク、無線ローカルエリアネットワーク（
ＬＡＮ）などの無線ネットワーク、及び／又はメトロポリタンエリアネットワーク（metr
opolitan area network、ＭＡＮ）などの、ネットワークを用いた、デジタルアシスタン
トシステム７００とデバイスとの間の通信を可能にすることができる。
【０１８９】
　いくつかの実施例では、メモリ７０２、又はメモリ７０２のコンピュータ可読記憶媒体
は、オペレーティングシステム７１８、通信モジュール７２０、ユーザインタフェースモ
ジュール７２２、１つ以上のアプリケーション７２４、及びデジタルアシスタントモジュ
ール７２６の全て又はサブセットを含むプログラム、モジュール、命令、及びデータ構造
を記憶することができる。特に、メモリ７０２、又はメモリ７０２のコンピュータ可読記
憶媒体は、後述される方法１２００、１３００、１４００又は１５００を実行する命令を
記憶することができる。１つ以上のプロセッサ７０４はこれらのプログラム、モジュール
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、及び命令を実行し、データ構造から／へと読み出し／書き込みを行い得る。
【０１９０】
　オペレーティングシステム７１８（例えば、Ｄａｒｗｉｎ（登録商標）、ＲＴＸＣ（登
録商標）、ＬＩＮＵＸ（登録商標）、ＵＮＩＸ（登録商標）、ｉＯＳ、ＯＳ　Ｘ（登録商
標）、ＷＩＮＤＯＷＳ（登録商標）、又はＶｘＷｏｒｋｓなどの組み込みオペレーティン
グシステム）は、一般的なシステムタスク（例えば、メモリ管理、記憶デバイス制御、電
力管理など）を制御及び管理するための様々なソフトウェアコンポーネント及び／又はド
ライバを含むことができ、様々なハードウェア、ファームウェア、及びソフトウェアコン
ポーネント間の通信を促進する。
【０１９１】
　通信モジュール７２０は、ネットワーク通信インタフェース７０８を通じたデジタルア
シスタントシステム７００とその他のデバイスとの間の通信を促進することができる。例
えば、通信モジュール７２０は、図２Ａ、図４、図６Ａ～図６Ｂにそれぞれ示すデバイス
２００、デバイス４００、及びデバイス６００等の電子デバイスのＲＦ回路２０８と通信
し得る。通信モジュール７２０はまた、無線回路７１４及び／又は有線通信ポート７１２
によって受信されたデータを処理するための様々な構成要素も含むことができる。
【０１９２】
　ユーザインタフェースモジュール７２２はＩ／Ｏインタフェース７０６を介して（例え
ば、キーボード、タッチスクリーン、ポインティング装置、コントローラ、及び／又はマ
イクロフォンから）ユーザからのコマンド及び／又は入力を受信し得、ディスプレイ上に
ユーザインタフェースオブジェクトを生成する。ユーザインタフェースモジュール７２２
はまた、出力（例えば、スピーチ、サウンド、アニメーション、テキスト、アイコン、振
動、触覚フィードバック、光等）を準備し、Ｉ／Ｏインタフェース７０６を介して（例え
ば、ディスプレイ、オーディオチャネル、スピーカ、タッチパッドなどを通して）ユーザ
へ配信することができる。
【０１９３】
　アプリケーション７２４は、１つ以上のプロセッサ７０４によって実行されるよう構成
されたプログラム及び／又はモジュールを含むことができる。例えば、デジタルアシスタ
ントシステムがスタンドアロンのユーザデバイス上に実施される場合には、アプリケーシ
ョン７２４は、ゲーム、カレンダアプリケーション、ナビゲーションアプリケーション、
又は電子メールアプリケーション等の、ユーザアプリケーションを含み得る。デジタルア
シスタントシステム７００がサーバ上に実施される場合には、アプリケーション７２４は
、例えば、資源管理アプリケーション、診断アプリケーション、又はスケジューリングア
プリケーションを含むことができる。
【０１９４】
　メモリ７０２はまた、デジタルアシスタントモジュール７２６（又はデジタルアシスタ
ントのサーバ部分）も記憶することができる。いくつかの実施例では、デジタルアシスタ
ントモジュール７２６は、以下のサブモジュール、又はそれらのサブセット若しくはスー
パーセットを含むことができる：入出力処理モジュール７２８、音声テキスト化（ＳＴＴ
）処理モジュール７３０、自然言語処理モジュール７３２、ダイアログフロー処理モジュ
ール７３４、タスクフロー処理モジュール７３６、サービス処理モジュール７３８、及び
音声合成モジュール７４０。これらのモジュールの各々は、デジタルアシスタントモジュ
ール７２６の以下のシステム又はデータ及びモデルのうちの１つ以上、又はそれらのサブ
セット若しくはスーパーセットへのアクセスを有することができる：オントロジ７６０、
語彙索引７４４、ユーザデータ７４８、タスクフローモデル７５４、サービスモデル７５
６、及びＡＳＲシステム。
【０１９５】
　いくつかの実施例では、デジタルアシスタントモジュール７２６内に実装された処理モ
ジュール、データ、及びモデルを用いて、デジタルアシスタントは以下のもののうちの少
なくともいくつかを実行することができる：音声入力をテキストに変換すること、ユーザ
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から受信した自然言語入力内に表現されているユーザの意図を特定すること、ユーザの意
図を完全に推測するために必要な情報を（例えば、単語、ゲーム、意図などの曖昧さを除
去することによって）能動的に引き出し、取得すること、推測された意図を履行するため
のタスクフローを判定すること、及び、そのタスクフローを実行し、推測された意図を履
行すること。
【０１９６】
　いくつかの実施例では、図７Ｂに示すように、Ｉ／Ｏ処理モジュール７２８は、ユーザ
入力（例えば、音声入力）を取得するため、及びユーザ入力への応答を（例えば、音声出
力として）提供するために、図７ＡにおけるＩ／Ｏデバイス７１６を通してユーザと対話
するか、又は、図７Ａにおけるネットワーク通信インタフェース７０８を通してユーザデ
バイス（例えば、デバイス１０４、デバイス２００、デバイス４００、若しくはデバイス
６００）と対話することができる。Ｉ／Ｏ処理モジュール７２８は、ユーザ入力と共に、
又はその受信の直後に、ユーザ入力に関連付けられるコンテキスト情報をユーザデバイス
から任意選択的に取得することができる。コンテキスト情報は、ユーザ入力に関連するユ
ーザ固有のデータ、語彙、及び／又はプリファレンスを含むことができる。いくつかの実
施例では、コンテキスト情報はまた、ユーザ要求が受信された時点におけるユーザデバイ
スのソフトウェア及びハードウェア状態、並びに／又はユーザ要求が受信された時点にお
けるユーザの周囲環境に関する情報も含む。いくつかの実施例では、Ｉ／Ｏ処理モジュー
ル７２８はまた、ユーザ要求について、ユーザに補足質問を送り、ユーザから回答を受信
することができる。ユーザ要求がＩ／Ｏ処理モジュール７２８によって受信され、ユーザ
要求が音声入力を含むことができる場合には、Ｉ／Ｏ処理モジュール７２８は音声入力を
音声テキスト化変換のためにＳＴＴ処理モジュール７３０（又は音声認識装置）へ転送す
ることができる。
【０１９７】
　ＳＴＴ処理モジュール７３０は１つ以上のＡＳＲシステムを含むことができる。１つ以
上のＡＳＲシステムは、Ｉ／Ｏ処理モジュール７２８を通して受信された音声入力を処理
し、認識結果を生成することができる。各ＡＳＲシステムはフロントエンド音声プリプロ
セッサを含むことができる。フロントエンド音声プリプロセッサは音声入力から代表的特
徴を導出することができる。例えば、フロントエンド音声プリプロセッサは音声入力に対
してフーリエ変換を実行し、音声入力を一連の代表的多次元ベクトルとして特徴付けるス
ペクトル特徴を導出することができる。更に、各ＡＳＲシステムは１つ以上の音声認識モ
デル（例えば、音響モデル及び／又は言語モデル）を含むことができ、１つ以上の音声認
識エンジンを実施装することができる。音声認識モデルの例としては、隠れマルコフモデ
ル、混合ガウスモデル、ディープニューラルネットワークモデル、ｎグラム言語モデル、
及びその他の統計的モデルを挙げることができる。音声認識エンジンの例としては、動的
タイムワーピングベースのエンジン、及び重み付き有限状態トランスデューサ（weighted
 finite-state transducer、ＷＦＳＴ）ベースのエンジンを挙げることができる。１つ以
上の音声認識モデル及び１つ以上の音声認識エンジンを用いて、フロントエンド音声プリ
プロセッサの導出された代表的特徴を処理し、中間認識結果（例えば、音素、音素文字列
、及び部分語）、並びに最終的に、テキスト認識結果（例えば、単語、単語文字列、若し
くはトークンの列）を生成することができる。いくつかの実施例では、音声入力は、認識
結果を生成するために、サードパーティサービスによって、又はユーザのデバイス（例え
ば、デバイス１０４、デバイス２００、デバイス４００、若しくはデバイス６００）上で
少なくとも部分的に処理することができる。ＳＴＴ処理モジュール７３０が、テキスト文
字列（例えば、単語、単語の列、又はトークンの列）を包含する認識結果を生成すると、
認識結果は意図推論のために自然言語処理モジュール７３２に渡されることができる。
【０１９８】
　音声テキスト化処理についての更なる詳細が、２０１１年９月２０日に出願された、「
Ｃｏｎｓｏｌｉｄａｔｉｎｇ　Ｓｐｅｅｃｈ　Ｒｅｃｏｇｎｉｔｉｏｎ　Ｒｅｓｕｌｔｓ
」についての米国実用特許出願第１３／２３６，９４２号に記載されている。同出願の開
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示全体は本明細書において参照により組み込まれている。
【０１９９】
　いくつかの実施例では、ＳＴＴ処理モジュール７３０は、音声記号変換モジュール７３
１を介して、認識可能な単語の語彙を含み、かつ／又はそれにアクセスすることができる
。各語彙単語は、発語認識音声記号で表現された単語の１つ以上の候補発音に関連付けら
れていることができる。特に、認識可能な単語の語彙は、複数の候補発音に関連付けられ
た単語を含むことができる。例えば、語彙は、

　の候補発音に関連付けられた単語「ｔｏｍａｔｏ」を含んでもよい。更に、語彙単語は
、ユーザからの以前の音声入力に基づくカスタム候補発音に関連付けられていることがで
きる。このようなカスタム候補発音はＳＴＴ処理モジュール７３０内に記憶されることが
でき、デバイス上のそのユーザのプロファイルを介して特定のユーザに関連付けられてい
ることができる。いくつかの実施例では、単語のための候補発音は、単語の綴り、並びに
１つ以上の言語規則及び／若しくは音声規則に基づいて判定することができる。いくつか
の実施例では、候補発音は、例えば、既知の標準的発音に基づいて、手動で生成すること
ができる。
【０２００】
　いくつかの実施例では、候補発音は候補発音の一般性に基づいて順位付けすることがで
きる。例えば、候補発音

　よりも高く順位付けすることができる。なぜなら、前者は、（例えば、全ユーザの間で
、特定の地理的領域内のユーザについて、又はユーザの任意の他の適当なサブセットにつ
いて）より一般的に用いられている発音であるからである。いくつかの実施例では、候補
発音は、候補発音が、ユーザに関連付けられたカスタム候補発音であるかどうかに基づい
て順位付けすることができる。例えば、カスタム候補発音は標準的な候補発音よりも高く
順位付けすることができる。これは、標準的な発音から逸脱した特有の発音を有する固有
名詞を認識するために有用になり得る。いくつかの実施例では、候補発音は、出身地、国
籍、又は民族などの、１つ以上の発語特性に関連付けられていることができる。例えば、
候補発音

　は米国に関連付けられていることができ、それに対して、候補発音

　は英国に関連付けられていることができる。更に、候補発音の順位は、デバイス上のユ
ーザのプロファイル内に記憶されているユーザの１つ以上の特性（例えば、出身地、国籍
、民族など）に基づくことができる。例えば、ユーザのプロファイルから、ユーザは米国
に関連付けられていると判定することができる。ユーザが米国に関連付けられていること
に基づき、候補発音

　（米国に関連付けられている）を候補発音

　（英国に関連付けられている）よりも高く順位付けすることができる。いくつかの実施
例では、順位付けされた候補発音のうちの１つを、予測される発音（例えば、最も可能性
の高い発音）として選択することができる。
【０２０１】
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　音声入力が受信されると、ＳＴＴ処理モジュール７３０は、音声入力に対応する音素を
（例えば、音響モデルを用いて）決定するために用いられることができ、次に、音素に一
致する単語を（例えば、言語モデルを用いて）決定することを試みる。例えば、ＳＴＴ処
理モジュール７３０がまず、音声入力の一部分に対応する音素列

　を特定することができた場合には、次に、それは、語彙索引７４４に基づいて、この列
は単語「ｔｏｍａｔｏ」に対応すると決定することができる。
【０２０２】
　いくつかの実施例では、ＳＴＴ処理モジュール７３０は、発言内の単語を判定するため
に近似照合技法を用いることができる。それゆえ、例えば、ＳＴＴ処理モジュール７３０
は、たとえ、その特定の音素列がその単語のための候補音素列のうちの１つでなくても、
音素列

　は単語「ｔｏｍａｔｏ」に対応すると判定することができる。
【０２０３】
　デジタルアシスタントの自然言語処理モジュール７３２（「自然言語プロセッサ」）は
、ＳＴＴ処理モジュール７３０によって生成された単語又はトークンの列（「トークン列
」）を獲得し、トークン列を、デジタルアシスタントによって認識される１つ以上の「実
施可能な意図」に関連付けようと試みることができる。「実施可能な意図」は、デジタル
アシスタントによって実行されることができ、タスクフローモデル７５４内に実装される
関連付けられたタスクフローを有することができるタスクを表すことができる。関連付け
られたタスクフローは、タスクを実行するためにデジタルアシスタントが取る一連のプロ
グラムされたアクション及びステップであることができる。デジタルアシスタントの能力
の範囲は、タスクフローモデル７５４内に実装され、記憶されているタスクフローの数及
び種類に依存し、又は、換言すれば、デジタルアシスタントが認識する「実施可能な意図
」の数及び種類に依存することができる。しかし、デジタルアシスタントの有効性はまた
、自然言語で表現されたユーザ要求から正確な「実施可能な意図（単数又は複数）」を推
測するアシスタントの能力にも依存し得る。
【０２０４】
　いくつかの実施例では、ＳＴＴ処理モジュール７３０から取得される単語又はトークン
の列に加えて、自然言語処理モジュール７３２はまた、ユーザ要求に関連付けられるコン
テキスト情報も、例えば、Ｉ／Ｏ処理モジュール７２８から、受信することができる。自
然言語処理モジュール７３２は、ＳＴＴ処理モジュール７３０から受信したトークン列内
に包含されている情報を明らかにし、補完し、及び／又は更に明確にするために、コンテ
キスト情報を任意選択的に用いることができる。コンテキスト情報は、例えば、ユーザプ
リファレンス、ユーザデバイスのハードウェア及び／又はソフトウェア状態、ユーザ要求
の前、最中、若しくは直後に収集されたセンサ情報、デジタルアシスタントとユーザとの
間の以前の対話（例えば、ダイアログ）、並びに同様のものを含むことができる。本明細
書で説明されるように、コンテキスト情報は動的であることができ、時間、ロケーション
、ダイアログの内容及び他の因子によって変化し得る。
【０２０５】
　いくつかの実施例では、自然言語処理は、例えば、オントロジ７６０に基づいてもよい
。オントロジ７６０は、多数のノードを包含する階層構造であり、各ノードは、「実施可
能な意図」又はその他の「属性」のうちの１つ以上に関連する「実施可能な意図」又は「
属性」のいずれかを表すことができる。上述したように、「実施可能な意図」は、デジタ
ルアシスタントが実行する能力を有するタスクを表すことができる。即ち、それは「実施
可能」であるか又は実施の対象とすることができる。「属性」は、実施可能な意図、又は
別の属性の下位態様に関連付けられるパラメータを表すことができる。オントロジ７６０
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内の実施可能な意図ノードと属性ノードとの間のリンクは、属性ノードによって表される
パラメータが、実施可能な意図ノードによって表されるタスクにどのように関係するのか
を定義することができる。
【０２０６】
　いくつかの実施例では、オントロジ７６０は実施可能な意図ノード及び属性ノードで構
成されることができる。オントロジ７６０内において、それぞれの実施可能な意図ノード
は１つ以上の属性ノードに直接又は１つ以上の中間属性ノードを介してリンクされている
ことができる。同様に、それぞれの属性ノードは、１つ以上の実施可能な意図ノードに直
接又は１つ以上の中間属性ノードを介してリンクされていることができる。例えば、図７
Ｃに示すように、オントロジ７６０は、「レストラン予約」ノード（すなわち、実施可能
な意図ノード）含み得る。属性ノードである「レストラン」、「日付／時間」（予約用）
及び「参加人数」が、実施可能な意図ノード（即ち、「レストラン予約」ノード）にそれ
ぞれ直接に接続され得る。
【０２０７】
　更に、属性ノードである「料理」、「価格帯」、「電話番号」及び「ロケーション」は
、属性ノード「レストラン」のサブノードであり得、中間属性ノード「レストラン」を介
して「レストラン予約」ノード（即ち、実施可能な意図ノード）にそれぞれ接続され得る
。別の例として、図７Ｃに示すように、オントロジ７６０は「リマインダ設定」ノード（
即ち、別の実施可能な意図ノード）も含み得る。属性ノード「日付／時間」（リマインダ
設定用）及び「件名」（リマインダ用）は、「リマインダ設定」ノードにそれぞれリンク
され得る。属性ノード「日付／時間」は、レストラン予約をするタスク及びリマインダを
設定するタスクの両方に関連し得るため、属性ノード「日付／時間」はオントロジ７６０
内において「レストラン予約」ノード及び「リマインダ設定」ノードの両方にリンクされ
得る。
【０２０８】
　実施可能な意図ノードは、そのリンクされた概念ノードと共に、「ドメイン」として記
述することができる。本説明では、各ドメインは、それぞれの実施可能な意図に関連付け
られていることができ、特定の実施可能な意図に関連付けられたノードのグループ（及び
ノード間の関係）を指す。例えば、図７Ｃに示すオントロジ７６０は、オントロジ７６０
内のレストラン予約ドメイン７６２の例及びリマインダドメイン７６４の例を含むことが
できる。レストラン予約ドメインは、実施可能な意図ノード「レストラン予約」、属性ノ
ード「レストラン」、「日付／時間」、及び「参加人数」、並びに下位属性ノード「料理
」、「価格帯」、「電話番号」及び「ロケーション」を含む。リマインダドメイン７６４
は、実施可能な意図ノード「リマインダ設定」、及び属性ノード「件名」及び「日付／時
間」を含み得る。いくつかの実施例では、オントロジ７６０は多くのドメインで構成され
ることができる。各ドメインは、１つ以上の他のドメインと、１つ以上の属性ノードを共
有することができる。例えば、「日付／時間」属性ノードは、レストラン予約ドメイン７
６２及びリマインダドメイン７６４に加えて、多くの異なるドメイン（例えば、スケジュ
ーリングドメイン、旅行予約ドメイン、映画チケットドメインなど）に関連付けられ得る
。
【０２０９】
　図７Ｃは、オントロジ７６０内に２つの例示的なドメインを示すが、他のドメイン（即
ち、実施可能な意図）として、例えば、「映画を探す」、「電話をかける」、「道順を探
す」、「会議をスケジュールする」、「メッセージを送信する」、及び「質問の答えを提
供する」、「リストを読み上げる」、「ナビゲーションの指示を提供する」、「タスクの
手順を提供する」などが挙げられ得る。「メッセージを送信する」のドメインは、「メッ
セージを送信する」の実施可能な意図ノードに関連付けられており、「受信者（単数又は
複数）」、「メッセージタイプ」、及び「メッセージ本文」などの属性ノードを更に含み
得る。属性ノードの「受信者」は更に、例えば、「受信者名」と「メッセージアドレス」
などの下位属性ノードによって定義され得る。
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【０２１０】
　いくつかの実施例では、オントロジ７６０は、デジタルアシスタントが理解し、作用す
る能力を有する全てのドメイン（及び、したがって実施可能な意図）を含むことができる
。いくつかの実施例では、オントロジ７６０は、ドメイン若しくはノード全体を追加若し
くは除去すること、又はオントロジ７６０内のノード間の関係を変更することなどによっ
て、変更することができる。
【０２１１】
　いくつかの実施例では、複数の関連する実施可能な意図に関連付けられるノードは、オ
ントロジ７６０内の「上位ドメイン」の下にクラスタ化され得る。例えば、「旅行」上位
ドメインは、旅行に関連する属性ノード及び実施可能な意図ノードのクラスタを含み得る
。旅行に関連する実施可能な意図ノードは、「航空券予約」、「ホテル予約」、「カーレ
ンタル」、「道順を知る」、「興味のある場所を探す」などを含み得る。同じ上位ドメイ
ン（例えば、「旅行」上位ドメイン）の下の実施可能な意図ノードは、多くの属性ノード
を共有し得る。例えば、「航空券予約」、「ホテル予約」、「カーレンタル」、「道順を
知る」、「興味のある場所を探す」についての実施可能な意図ノードは、属性ノードであ
る「出発場所」、「目的地」、「出発日／時間」、「到着日／時間」、及び「参加人数」
のうちの１つ以上を共有し得る。
【０２１２】
　いくつかの実施例では、オントロジ７６０内の各ノードは、そのノードによって表され
る属性又は実施可能な意図に関連する単語及び／又はフレーズのセットに関連付けられて
いることができる。各ノードに関連付けられた単語及び／又はフレーズのそれぞれのセッ
トは、そのノードに関連付けられたいわゆる「語彙」であることができる。各ノードに関
連付けられる単語及び／又はフレーズのそれぞれのセットは、ノードによって表される属
性又は実施可能な意図に関連して語彙索引７４４内に記憶することができる。例えば、図
７Ｂに戻ると、「レストラン」の属性についてのノードに関連付けられる語彙は、「食べ
物」、「飲み物」、「料理」、「空腹」、「食べる」、「ピザ」、「ファストフード」、
「食事」などの単語を含み得る。別の例として、「通話を開始する（initiate a phone c
all）」という実施可能な意図のノードに関連付けられる語彙は、「電話する（call）」
、「電話（phone）」、「ダイヤルする（dial）」、「電話をかける（ring）」、「この
番号に電話する（call this number）」、「～に電話をかける（make a call to）」など
の単語及びフレーズを含み得る。語彙索引７４４は異なる言語の単語及びフレーズを任意
選択的に含むことができる。
【０２１３】
　自然言語処理モジュール７３２は、ＳＴＴ処理モジュール７３０からトークン列（例え
ば、テキスト文字列）を受信し、どのノードがトークン列内の単語によって暗示されてい
るのかを判定することができる。いくつかの実施例では、トークン列内の単語又はフレー
ズが（語彙索引７４４を介して）オントロジ７６０内の１つ以上のノードに関連付けられ
ることが分かれば、その単語又はフレーズはそれらのノードを「トリガする」又は「アク
ティブにする」ことができる。アクティブにされたノードの量及び／又は相対的重要度に
基づき、自然言語処理モジュール７３２は、実施可能な意図のうちの１つを、ユーザがデ
ジタルアシスタントに実行させようと意図したタスクとして選択することができる。いく
つかの実施例では、最も多く「トリガされた」ノードを有するドメインを選択することが
できる。いくつかの実施例では、最も高い信頼値を有するドメイン（例えば、その様々な
トリガされたノードの相対的重要度に基づく）を選択することができる。いくつかの実施
例では、ドメインは、トリガされたノードの数及び重要度の組み合わせに基づき選択する
ことができる。いくつかの実施例では、ノードを選択する際には、デジタルアシスタント
がユーザからの同様の要求を以前に正確に解釈したかどうか等の追加の因子も考慮される
。
【０２１４】
　ユーザデータ７４８は、ユーザ固有語彙、ユーザプリファレンス、ユーザアドレス、ユ
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ーザの既定言語及び第二言語、ユーザの連絡先リスト、並びに各ユーザに関するその他の
短期的若しくは長期的情報等の、ユーザ固有の情報を含むことができる。いくつかの実施
例では、自然言語処理モジュール７３２は、ユーザ入力内に包含されている情報を補完し
てユーザ意図を更に明確にするために、ユーザ固有の情報を用いることができる。例えば
、ユーザ要求「私の誕生日パーティーに私の友人を招待してほしい」に対して、自然言語
処理モジュール７３２は、誰が「友人」であり、いつ及びどこで「誕生日パーティー」が
催されるのであろうかを判定するために、こうした情報をユーザの要求内で明示的に提供
するようにユーザに要請する代わりに、ユーザデータ７４８にアクセスすることができる
。
【０２１５】
　トークン文字列に基づくオントロジ検索のその他の詳細が、２００８年１２月２２日出
願の「Ｍｅｔｈｏｄ　ａｎｄ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ　ｆｏｒ　Ｓｅａｒｃｈｉｎｇ　Ｕｓ
ｉｎｇ　ａｎ　Ａｃｔｉｖｅ　Ｏｎｔｏｌｏｇｙ」に対する米国実用特許出願第１２／３
４１，７４３号に記載されている。同出願の開示全体は本明細書において参照により組み
込まれている。
【０２１６】
　いくつかの実施例では、自然言語処理モジュール７３２が、ユーザ要求に基づき、実施
可能な意図（又はドメイン）を特定すると、自然言語処理モジュール７３２は、特定され
た実施可能な意図を表すように、構造化されたクエリを生成することができる。いくつか
の実施例では、構造化されたクエリは、実施可能な意図のためのドメイン内の１つ以上の
ノードのためのパラメータを含むことができ、パラメータの少なくとも一部には、ユーザ
要求内で指定された特定の情報及び要求事項が入力される。例えば、ユーザは「私のため
に７時に寿司屋で夕食の予約を取って下さい」と言う場合がある。この場合には、自然言
語処理モジュール７３２は、ユーザ入力に基づき、実施可能な意図を「レストラン予約」
であると正確に特定することができ得る。オントロジによれば、「レストラン予約」ドメ
インのための構造化されたクエリは、｛料理｝、｛時間｝、｛日付｝、｛参加人数｝、及
び同様のもの等のパラメータを含み得る。いくつかの実施例では、音声入力、及びＳＴＴ
処理モジュール７３０を用いて音声入力から導き出されたテキストに基づいて、自然言語
処理モジュール７３２は、レストラン予約ドメインのための部分的な構造化されたクエリ
を生成することができる。この場合、部分的な構造化されたクエリはパラメータ｛料理＝
「寿司」｝及びパラメータ｛時間＝「午後７時」｝を含む。しかし、本例では、ユーザの
発言は、ドメインに関連付けられる構造化されたクエリを完成するために十分な情報を包
含していない。したがって、｛参加人数｝及び｛日付｝等のその他の必要パラメータは、
現在利用可能な情報に基づいては、構造化されたクエリ内に指定されなくともよい。いく
つかの実施例では、自然言語処理モジュール７３２は、構造化されたクエリのいくつかの
パラメータに、受信したコンテキスト情報を入力することができる。例えば、いくつかの
実施例では、ユーザが「私の近くの」寿司レストランを要求した場合には、自然言語処理
モジュール７３２は、構造化されたクエリ内の｛ロケーション｝パラメータにユーザデバ
イス１０４からのＧＰＳ座標を入力する。
【０２１７】
　いくつかの実施例では、自然言語処理モジュール７３２は、生成された構造化されたク
エリ（任意の完成したパラメータを含む）をタスクフロー処理モジュール７３６（「タス
クフロープロセッサ」）に渡すことができる。タスクフロー処理モジュール７３６は、自
然言語処理モジュール７３２から、構造化されたクエリを受信し、必要に応じて、構造化
されたクエリを完成させ、ユーザの最終的な要求を「完了する」ために必要とされるアク
ションを実行するよう構成することができる。いくつかの実施例では、これらのタスクを
完成させるために必要な様々な手順はタスクフローモデル７５４内で提供することができ
る。いくつかの実施例では、タスクフローモデル７５４は、ユーザから追加情報を取得す
るための手順、及び実施可能な意図に関連付けられるアクションを実行するためのタスク
フローを含むことができる。
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【０２１８】
　上述したように、構造化されたクエリを完成させるために、タスクフロー処理モジュー
ル７３６は、追加情報を取得し、かつ／又は潜在的に曖昧な発言の曖昧さを除去するため
に、ユーザとの追加のダイアログを開始することが必要になる場合がある。このような対
話が必要となる場合には、タスクフロー処理モジュール７３６は、ユーザとのダイアログ
に携わるためにダイアログフロー処理モジュール７３４を呼び出すことができる。いくつ
かの実施例では、ダイアログフロー処理モジュール７３４は、どのように（及び／又はい
つ）ユーザに追加情報を求めるべきかを決定することができ、ユーザ応答を受信し、これ
らを処理する。Ｉ／Ｏ処理モジュール７２８を通してユーザに質問を提供することができ
、ユーザから回答を受信することができる。いくつかの実施例では、ダイアログフロー処
理モジュール７３４は音声及び／又は視覚出力を介してユーザにダイアログ出力を提示す
ることができ、口頭の応答又は物理的な（例えば、クリック）応答を介してユーザから入
力を受信する。上述の例を続けると、タスクフロー処理モジュール７３６が、ドメイン「
レストラン予約」に関連付けられる構造化されたクエリについての「参加人数」及び「日
付」情報を決定するためにダイアログフロー処理モジュール７３４を呼び出すと、ダイア
ログフロー処理モジュール７３４は、「何人分ですか？」及び「どの日にしますか？」等
の質問を、ユーザに渡すために生成し得る。ユーザから返答が受信されると、次に、ダイ
アログフロー処理モジュール７３４は、構造化されたクエリに、欠けている情報を入力す
るか、又は構造化されたクエリから欠けている情報を完成させるために、その情報をタス
クフロー処理モジュール７３６に渡すことができる。
【０２１９】
　タスクフロー処理モジュール７３６が、実施可能な意図のための構造化されたクエリを
完成すると、タスクフロー処理モジュール７３６は、実施可能な意図に関連付けられる最
終的なタスクの実行に進むことができる。それに応じて、タスクフロー処理モジュール７
３６は、構造化されたクエリ内に包含されている具体的なパラメータに応じて、タスクフ
ローモデル内のステップ及び命令を実行し得る。例えば、「レストラン予約」の実施可能
な意図のためのタスクフローモデルは、レストランと連絡を取り、特定の時間に特定の参
加人数のための予約を実際に希望するためのステップ及び命令を含み得る。例えば、レス
トラン予約について、レストラン＝ＡＢＣ　Ｃａｆｅ、日付＝３／１２／２０１２、時間
＝午後７時、参加人数＝５、等の構造化されたクエリを用いて、タスクフロー処理モジュ
ール７３６は、（１）ＡＢＣ　Ｃａｆｅのサーバ、又はＯＰＥＮＴＡＢＬＥ（登録商標）
等のレストラン予約システムにログオンするステップと、（２）ウェブサイト上のフォー
ム内に日付、時間、及び参加人数情報を入力するステップと、（３）フォームを送信する
ステップと、及び（４）ユーザのカレンダー内に予約のためのカレンダー項目を記入する
ステップと、を実行し得る。
【０２２０】
　いくつかの実施例では、タスクフロー処理モジュール７３６は、ユーザ入力内で要求さ
れたタスクを完了するため、又はユーザ入力内で要求された情報の回答を提供するために
、サービス処理モジュール７３８（「サービス処理モジュール」）の補助を用いることが
できる。例えば、サービス処理モジュール７３８は、電話をかけるため、カレンダー項目
を設定するため、地図検索を呼び出すため、ユーザデバイス上にインストールされている
その他のユーザアプリケーションを呼び出すか若しくはそれと対話するため、並びにサー
ドパーティサービス（例えばレストラン予約ポータル、ソーシャルネットワーキングウェ
ブサイト、バンキングポータル等）を呼び出すか若しくはそれと対話するために、タスク
フロー処理モジュール７３６の代わりに動作することができる。いくつかの実施例では、
各サービスによって必要とされるプロトコル及びアプリケーションプログラミングインタ
フェース（application programming interface、ＡＰＩ）は、サービスモデル７５６の
中のそれぞれのサービスモデルによって指定され得る。サービス処理モジュール７３８は
、サービスのための適当なサービスモデルにアクセスし、サービスモデルに係るサービス
によって必要とされるプロトコル及びＡＰＩに従ってサービスの要求を生成することがで
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きる。
【０２２１】
　例えば、レストランがオンライン予約サービスを可能にしている場合には、レストラン
は、予約を行うために必要なパラメータ、及び必要なパラメータの値をオンライン予約サ
ービスへ伝達するためのＡＰＩを指定するサービスモデルを提出することができる。タス
クフロー処理モジュール７３６によって要求されると、サービス処理モジュール７３８は
、サービスモデルに記憶されているウェブアドレスを用いて、オンライン予約サービスと
のネットワーク接続を確立し、必要な予約のパラメータ（例えば、時間、日付、参加人数
）を、オンライン予約サービスのＡＰＩに従う形式でオンライン予約インタフェースへ送
信することができる。
【０２２２】
　いくつかの実施例では、ユーザの意図を推測して明確にし、ユーザ意図を更に明らかに
して絞り込むための情報を取得し、ユーザの意図を履行すべく応答（即ち、ユーザへの出
力又はタスクの完了）を最終的に生成するために、自然言語処理モジュール７３２、ダイ
アログフロー処理モジュール７３４、及びタスクフロー処理モジュール７３６を集合的か
つ反復的に用いることができる。生成された応答は、ユーザの意図を少なくとも部分的に
履行する音声入力に対するダイアログ応答であることができる。更に、いくつかの実施例
では、生成された応答を音声出力として出力することができる。これらの実施例では、生
成された応答を音声合成モジュール７４０（例えば、音声合成器）へ送信することができ
、そこで、それを、音声形式のダイアログ応答を合成するために処理することができる。
更に他の実施例では、生成された応答は、音声入力内のユーザ要求を満足することに関連
するデータコンテンツであることができる。
【０２２３】
　音声合成モジュール７４０は、ユーザへの提示のための音声出力を合成するよう構成す
ることができる。音声合成モジュール７４０は、デジタルアシスタントによって提供され
たテキストに基づいて音声出力を合成する。例えば、生成されたダイアログ応答はテキス
ト文字列の形式のものであることができる。音声合成モジュール７４０はテキスト文字列
を可聴音声出力に変換することができる。音声合成モジュール７４０は、テキストから音
声出力を生成するために、限定するものではないが、波形接続合成、単位選択合成、ダイ
フォン（diphone）合成、分野限定合成、フォルマント合成、調音合成、隠れマルコフモ
デル（hidden Markov model、ＨＭＭ）ベースの合成、及び正弦波合成を含む、任意の適
当な音声合成技法を用いることができる。いくつかの実施例では、音声合成モジュール７
４０は、単語に対応する音素文字列に基づいて個々の単語を合成するよう構成することが
できる。例えば、音素文字列が、生成されたダイアログ応答内の単語に関連付けられてい
ることができる。音素文字列は、単語に関連付けられたメタデータ内に記憶されているこ
とができる。音声合成モデル７４０は、単語を音声形式で合成するために、メタデータ内
の音素文字列直接処理するよう構成することができる。
【０２２４】
　いくつかの実施例では、音声合成モジュール７４０を用いる代わりに（又はそれに加え
て）、リモートデバイス（例えば、サーバシステム１０８）上で音声合成を実行すること
ができ、合成された音声をユーザへの出力のためにユーザデバイスへ送信することができ
る。例えば、これは、デジタルアシスタントのための出力がサーバシステムにおいて生成
されるいくつかの実装形態において行われ得る。また、サーバシステムは一般的にユーザ
デバイスよりも多くの処理能力又は資源を有するため、クライアント側合成を用いて実現
可能であろうよりも高品質の音声出力を得ることが可能になり得る。
【０２２５】
　２０１１年１月１０日に出願された、「Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｔ　Ａｕｔｏｍａｔｅｄ
　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ」と題する米国実用特許出願第１２／９８７，９８２号、及び２０
１１年９月３０日に出願された、「Ｇｅｎｅｒａｔｉｎｇ　ａｎｄ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎ
ｇ　Ｔａｓｋ　Ｉｔｅｍｓ　Ｔｈａｔ　Ｒｅｐｒｅｓｅｎｔ　Ｔａｓｋｓ　ｔｏ　Ｐｅｒ
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ｆｏｒｍ」と題する米国実用特許出願第１３／２５１，０８８号に、デジタルアシスタン
トに関する更なる詳細を見出すことができる。これらの出願の開示の全体は本明細書にお
いて参照により組み込まれている。
【０２２６】
　ここで、ディスプレイ及びタッチ感知面を備えた電子デバイス上で実行され得る仮想ア
シスタントをトリガする（例えば、開始する）技法及び付随ユーザインタフェース（「Ｕ
Ｉ」）に注目する。
　４．仮想アシスタントをトリガする例示的な技法
【０２２７】
　図８Ａ～図８Ｃは、いくつかの実施形態に係る、電子デバイスにおける入力が所定の条
件を満たすかに基づいて仮想アシスタントをトリガする例示的な技法を示す。これらの図
は、図１２でのプロセスを含む、以下に説明するプロセスを示すためにも使用される。
【０２２８】
　図８Ａは、ユーザ８０２の電子デバイス８００を示す。デバイス８００は、いくつかの
実施形態では、デバイス１０４、デバイス１２２、デバイス２００、デバイス４００、デ
バイス６００及びデバイス１７００（図１、図２、図４、図６、及び図１７）のうちの１
つである。デバイス８００は、タッチスクリーン８０４を有する。図示された（例えば、
降ろされた）位置では、タッチスクリーン８０４は、バッテリ使用を節約するために電源
オフにされている。
【０２２９】
　図８Ｂは、電子デバイス８００を閲覧するために引き上げ位置に持ち上げているユーザ
８０２を示す。移動に応じて、デバイス８００は、タッチスクリーン８０４の電源をオン
にして、ユーザインタフェースを提示する。図８Ａ及び図８Ｂに示す持ち上げ移動などデ
バイスの移動を判定する技法について、以下、図１２を参照して更に説明する。
【０２３０】
　電源をオンしているタッチスクリーン８０４に従い、デバイス８００はまた、そのマイ
クロフォンを介してオーディオ入力をサンプリングし始めて、ユーザ８０２からの口頭入
力を聴取する。図８Ｃは、デバイス８００がオーディオ入力をサンプリングしている間に
、口頭命令８１０を提供するユーザ８０２を示す。オーディオ入力をサンプリングする間
に、デバイス８００が口頭命令８１０を検出すると、デバイスは、サンプリングされたオ
ーディオ入力が仮想アシスタントサービスをトリガするフレーズを含むかを判定する。デ
バイス８００が、サンプリングされた入力が仮想アシスタントをトリガする口頭トリガを
含むと判定した場合、デバイス８００は仮想アシスタントをトリガする。デバイス８００
は、サンプリングされたオーディオ入力が口頭トリガを含まないと判定した場合、限られ
た時間の間、口頭トリガのオーディオ入力を継続してサンプリングすることができる。
【０２３１】
　例示された実施例では、口頭トリガは、「Ｈｅｙ　Ｓｉｒｉ．」というフレーズである
。したがって、口頭命令８１０は、デバイス８００によってサンプリングされると、デバ
イス８００に仮想アシスタントサービスをトリガさせる。しかし、命令８１０は、トリガ
のフレーズ以外のユーザ要求を表す追加言語を含まない。したがって、デバイス８００は
、仮想アシスタントサービスをトリガすると、オーディオ入力を継続してサンプリングす
ることによって更なる口頭入力を待つ。追加入力を待っている間、デバイス８００は、任
意選択的にユーザ８０２に更なる命令を促すインジケーション８１２を表示する。
【０２３２】
　このようにして、デバイス８００は、そのデバイスが特定の使用条件を検出しているか
に基づいて仮想アシスタントに対するオーディオ入力をサンプリングするための、マイク
ロフォン、付随回路及び対応するソフトウェアプロセスをアクティブにする。本技法によ
り、デバイス８００は、ユーザがアクティブで認知的な入力をデバイスに提供している可
能性が低い場合、例えば、デバイスが降ろされ、そのディスプレイの電源がオフにされて
いる場合、特定の電気回路（例えば、マイクロフォン回路）を無効にしたり、かつ／又は
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、コンピュータ命令の実行（例えば、付随するプロセッサの電力消費）を低減したりする
ことができ、それによってデバイスによる全体の電力消費を低減することができる。言い
換えると、バッテリの節約の技術的利点は、いくつかの実施形態において、デバイスが特
定の使用条件外にある間は、ユーザが口頭入力を提供する可能性が低いという考えによっ
て達成される。
【０２３３】
　図９Ａ～図９Ｄは、いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントをトリガする例示的な
技法を示す。これらの図は、図１３でのプロセスを含む、以下に説明するプロセスを示す
ためにも使用される。
【０２３４】
　図９Ａは、ユーザ９０２の電子デバイス９００を示す。デバイス９００は、いくつかの
実施形態における、デバイス１０４、デバイス１２２、デバイス２００、デバイス４００
、デバイス６００、及びデバイス１６００（図１、図２、図４、図６及び図１６）のうち
の１つである。デバイス９００は、タッチスクリーン９０４を有する。タッチスクリーン
９０４は、ユーザ９０２にデバイス９００によりちょうど受信された着信メッセージを通
知する通知９０６を表示している。通知９０６の表示は、着信メッセージに関連付けられ
た１つ以上のソフトウェアイベントによってトリガされる。１つ以上の関連ソフトウェア
イベントの検出に従い、デバイス９００は、口頭入力を特定するために、そのマイクロフ
ォンを介してオーディオ入力をサンプリングし始める。図９Ａ及び図９Ｂに見られるメッ
セージ通知などの関連ソフトウェアイベントを判定する技法について、以下、図１３を参
照して更に説明する。
【０２３５】
　図９Ｂは、デバイス９００がオーディオ入力をサンプリングしている間に、口頭命令９
１０を提供するユーザ９０２を示す。デバイス９００はオーディオ入力のサンプリングに
応じて口頭命令９１０を検出すると、デバイスは、サンプリングされた入力が仮想アシス
タントに関する口頭トリガを含むかを判定する。例示された実施例では、口頭トリガは、
「Ｈｅｙ　Ｓｉｒｉ．」というフレーズである。デバイス９００がサンプリングされた入
力が仮想アシスタントをトリガする口頭トリガを含むと判定した場合、デバイス９００は
仮想アシスタントをトリガする。デバイス９００は、サンプリングされたオーディオ入力
が口頭トリガを含まないと判定した場合、限られた時間の間、口頭トリガのオーディオ入
力を継続してサンプリングすることができる。
【０２３６】
　例示の実施例では、口頭命令９１０は、仮想アシスタントがコンピューティングタスク
として実行することができる、口頭トリガ（例えば、「ｈｅｙ　Ｓｉｒｉ」）及び自然言
語入力（例えば、「私は今チャットできないことを送信者に伝えて下さい」）の両方を含
む。例えば、タスクは、着信メッセージ９１２の送信者に簡単な返信を送信することであ
る。図９Ｃに移ると、命令９１０を含むオーディオ入力のサンプリングに応じて、電子デ
バイス９００は、メッセージ９１６を開始し、着信メッセージ９１２の送信者９１８に送
信して、ユーザ９０２が現在手があいていないことを送信者に知らせる。
【０２３７】
　図９Ａ～図９Ｃによって示されるように、デバイスによって検出されたソフトウェアイ
ベントに応じてデバイス９００のマイクロフォンの電源をオンする本技法により、ユーザ
がアクティブで認知的な入力をデバイスに提供している可能性が低い場合、特定の電気回
路（例えば、マイクロフォン回路）を無効にしたり、かつ／又は、コンピュータ命令の実
行（例えば、付随するプロセッサの電力消費）を低減したりすることができ、それによっ
てデバイスによる全体の電力消費を低減することができる。言い換えると、バッテリ節約
の技術的利点は、いくつかの実施形態において、デバイスがユーザへの出力を発生するソ
フトウェアイベントがない間は、ユーザが口頭入力を提供する可能性が低いという考えに
よって達成される。
【０２３８】
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　図１０Ａ～図１０Ｄは、いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントをトリガする例示
的な技法を示す。これらの図は、図１４でのプロセスを含む、以下に説明するプロセスを
示すためにも使用される。
【０２３９】
　図１０Ａは、ユーザ１００２の電子デバイス１０００を示す。デバイス１０００は、い
くつかの実施形態では、デバイス１０４、１２２、２００、４００、６００及び１７００
（図１、図２、図４、図６、及び図１７）のうち１つである。デバイス１０００は、タッ
チスクリーン１００４を有する。図示された位置（例えば、降ろされた）では、タッチス
クリーン１００４は、デバイス１０００のバッテリ寿命を節約するために電源をオフされ
ている。図１０Ｂは、電子デバイス１０００を閲覧するために引き上げ位置に持ち上げて
いるユーザ１００２を示す。移動に応じて、デバイス１０００は、ユーザ１００２からの
口頭入力のオーディオ入力をサンプリングし始める。いくつかの実施形態では、デバイス
１０００は、たとえタッチスクリーン１００４がオフのままであっても、このオーディオ
入力のサンプリングを始める。いくつかの実施形態では、デバイス１０００は、タッチス
クリーン１００４がオンであるか、それともオフであるかにかかわらず、このオーディオ
入力のサンプリングを始める。
【０２４０】
　図１０Ｃは、タッチスクリーン１００４がオフの状態で、デバイス１０００がオーディ
オ入力をサンプリングしている間に、口頭命令１０１０を提供しているユーザ１００２を
示す。デバイス１０００はオーディオ入力のサンプリングに従って口頭命令１０１０を検
出すると、デバイスは、サンプリングされた入力が仮想アシスタンの口頭トリガを含むか
を判定する。例示された実施例では、口頭トリガは、「Ｈｅｙ　Ｓｉｒｉ．」というフレ
ーズである。デバイス１０００が、サンプリングされた入力が仮想アシスタントをトリガ
する口頭トリガを含むと判定した場合、デバイス１０００は、タッチスクリーン１００４
の電源がオフされている場合、タッチスクリーンの電源をオンせずに仮想アシスタントを
トリガする。デバイス１０００は、サンプリングされたオーディオ入力が口頭トリガを含
まないと判定した場合、以下の図１４を参照して更に説明するように、しばらくの間、口
頭トリガのオーディオ入力を継続してサンプリングすることができる。
【０２４１】
　図１０Ｃの例示の実施例では、サンプリングされた口頭命令は、仮想アシスタントがタ
スクとして実行できる、口頭トリガ（例えば、「ｈｅｙ　Ｓｉｒｉ」）及び自然言語入力
（例えば、「私の電子メールをダウンロードして」）を含む。いくつかの実施形態では、
デバイス１０００は、受信した口頭入力を受け取ったことを通知する出力（例えば、触覚
及び／又はオーディオ出力）を提供する。いくつかの実施形態では、肯定応答出力は、タ
ッチスクリーン１００４をオンせずに提供される。
【０２４２】
　図１０Ｄを参照すると、口頭命令１０１０に応じて、デバイス１０００は、電子メール
をダウンロードするという要求されたタスクを開始する。いくつかの実施形態では、タッ
チスクリーン１００４の電源がオフのままである間に、タスクは行われる。いくつかの実
施形態では、デバイス１０００は、口頭入力が行われている、かつ／又は既に行われたこ
とをユーザに示す出力（例えば、触覚及び／又はオーディオ出力）を提供する。いくつか
の実施形態では、出力は、タッチスクリーン１００４をオンせずに提供される。
【０２４３】
　一部の使用条件下で、図１０Ａ～図１０Ｄを参照して説明した、タッチスクリーンをオ
フのまま、ユーザの口頭入力を処理するためにデバイスのマイクロフォンの電源をオンす
る本技法は、ユーザの口頭入力を処理するデバイスの能力を維持しながら、デバイス１０
００による全体の電力消費を低減させる。言い換えると、バッテリ節約の技術的利点は、
いくつかの実施形態では、ディスプレイ搭載デバイスにおけるディスプレイのアクティブ
化に関する効率的な制御によって達成される。
【０２４４】
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　図１１Ａ～図１１Ｃは、いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントをトリガする例示
的な技法を示す。これらの図は、図１５でのプロセスを含む、以下に説明するプロセスを
例示するためにも使用される。
【０２４５】
　図１１Ａは、ユーザ１１０２の電子デバイス１１００を示す。電子デバイス１１００は
、いくつかの実施形態では、デバイス１０４、１２２、２００、４００、６００、及び１
８００（図１、図２、図４、図６、及び図１８）のうちの１つである。デバイス１１００
は、タッチスクリーン１１０４を有する。タッチスクリーン１１０４は、仮想アシスタン
トセッションがアクティブであり、ユーザの口頭命令を待っていることを示すインジケー
ション１１０６を表示する。仮想アシスタントセッションがアクティブである間、デバイ
ス１１００のマイクロフォンは、ユーザの命令のオーディオ入力をサンプリングしている
。他のユーザインタフェース（図示せず）はまた、前回のユーザ入力及び仮想アシスタン
トの応答を一覧にする仮想アシスタントのトランスクリプトのように、仮想アシスタント
セッションがアクティブであることを示唆することができる。タッチスクリーン１１０４
はまた、仮想アシスタントセッションを終了するための取り消しアフォーダンス１１０８
を表示し含む。
【０２４６】
　図１１Ｂに見られるように、取り消しアフォーダンス１１０８のユーザの選択の検出に
応じて、デバイス１１００は、仮想アシスタントのインジケーション１１０６を非仮想ア
シスタントのユーザインタフェースに置き換えることによって仮想アシスタントセッショ
ンが終了したことをユーザに報告する。例示の実施例では、デバイス１１００は、デジタ
ル時計面１１１０を表示する。いくつかの実施形態では（図１１Ｂには明確に示されてい
ない）、デバイス１１００は、仮想アシスタントセッションのユーザの取り消しを受け取
ったことを通知する際に、タッチスクリーン１１０４の電源をオフする。
【０２４７】
　しかし、いくつかの実施形態では、デバイス１１００が、仮想アシスタントセッション
が終了したことをユーザに示すときであっても、そのマイクロフォンは、しばらくの間、
継続してユーザの口頭命令のオーディオ入力をサンプリングする。いくつかの実施形態で
は、進行中のオーディオサンプリングは、所定の時間（例えば、８秒）の間発生する。い
くつかの実施形態では、進行中のオーディオサンプリングは、タッチスクリーン１１０４
へのタッチ入力、アプリケーションのアクティブ化などの追加のユーザ入力が受信される
まで発生する。オーディオ入力のサンプリングを継続する持続時間を特定する更なる技法
について、以下、図１５を参照して説明する。
【０２４８】
　図１１Ｃを参照すると、オーディオ入力の進行中のサンプリングの間、デバイス１１０
０は、フレーズ「ｈｅｙ　Ｓｉｒｉ．」を含む口頭入力１１１２などの口頭トリガを含む
サンプリングされたオーディオ入力に応じて仮想アシスタントをトリガする。
【０２４９】
　ユーザが仮想アシスタントを終了した後（マイクロフォンをすぐにオフするのではなく
）しばらくの間継続してオーディオ入力をサンプリングする本技法は、有益である。例え
ば、（例えば、図１１Ｂにおける）仮想アシスタントのユーザの取り消しが間違っており
、デバイスを、オーディオ入力を再びサンプリングする前のデバイスの移動など、速やか
な入力を待っているであろう状態にする効果を有する状況を検討する。つまり、ユーザの
間違った取り消しが、ユーザによる速やかな後続の口頭入力を処理するデバイスの能力を
妨げてしまうことになる。このような状況では、上述した技法により、デバイスは、間違
ったユーザ入力が発生しなかったように応答することができる。
【０２５０】
　別の例として、仮想アシスタントのユーザの取り消しは、デバイスに、そのマイクロフ
ォン及び付随回路をパワーサイクルさせることを必要とすることによって、ユーザの後続
の口頭入力を処理するデバイスの能力を遅延させてしまう状況を検討する。上述した技法
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により、電子デバイス１１００は、パワーサイクルによる遅延を回避しながらユーザに応
答でき、それによって応答時間を改善することができる。このような利点は、高品質のユ
ーザエクスペリエンスをデバイス１１００に付与し、処理電力とバッテリ消費との間で設
計妥協がなされるポータブルデバイスに対して特に有用である。
【０２５１】
　図２０Ａ～図２０Ｆは、いくつかの実施形態に係る仮想アシスタントへのユーザの要求
を処理する例示的な技法を示す。これらの図は、図２１でのプロセスを含む、以下に説明
するプロセスを示すためにも使用される。
【０２５２】
　図２０Ａは、ユーザ２００２の電子デバイス２０００を示す。電子デバイス２０００は
、いくつかの実施形態では、１０４、１２２、２００、４００、６００、及び１９００（
図１、図２、図４、図６、及び図１９）のうちの１つである。デバイス２０００は、タッ
チスクリーン２００４を有する。図２０Ａに示すように、デバイス２０００は、仮想アシ
スタントユーザインタフェース２００６を表示しており、それは、デバイスが、受信者へ
のメッセージを開始するようデバイスに命じるユーザの命令２０１０のオーディオ入力を
サンプリングしていることを示している。
【０２５３】
　図２０Ｂを参照すると、デバイス２０００は、口頭命令２０１０を処理し始め、ユーザ
の命令を履行すべく行われ得るコンピューティングタスクを特定する。ユーザの命令を実
行するのに要する時間は、様々な使用シナリオにおいて異なる。例えば、スローデータサ
ービスプロバイダは、デバイスの応答時間を減速する可能性がある。
【０２５４】
　図２０Ｃに見られるように、仮想アシスタントがユーザの命令を処理している間に、ユ
ーザ２００２は、デバイス２０００を非閲覧位置に降ろすことができる。ユーザ入力がな
いとき、タッチスクリーン２００４は、例示の実施例では、仮想アシスタントが継続して
ユーザの命令２０１０を処理していても、バッテリ電力を節約するためしばらくした後、
オフになる。
【０２５５】
　図２０Ｄを参照すると、デバイス２０００は、出力がユーザに対して表示されるべきと
ころまでユーザの命令を実行した場合、デバイス２００は、追加情報が今利用可能である
ことをユーザに通知するように触覚及び／又は可聴出力を提供する。例えば、ユーザの命
令２０１０に応じて、デバイス２０００は、メッセージアプリケーションを起動し発信メ
ッセージをポピュレートした後、メッセージを受信者に送信する前に、確認を表示しても
よい。
【０２５６】
　図２０Ｅに見られるように、触覚及び／又は可聴出力によって警報されると、ユーザ２
００２は、閲覧位置にデバイス２０００を引き上げてもよく、このことが、タッチスクリ
ーン２００４の電源をオンして、受信者「Ｊｅｎ」にアドレス指定され、かつメッセージ
本文２０１２を含む（その両方がユーザの自然言語入力２０１０に対応する）メッセージ
２０１２を示す。
【０２５７】
　図２０Ａ～図２０Ｅの例は、メッセージを作成するユーザの命令を示すが、説明する技
法はそのように限定されるものではない。デバイス２０００の仮想アシスタントは、デバ
イスのスクリーンがオフである間に、有用な結果を取得したときはいつでも、触覚及び／
又は可聴警報を使用して、ユーザに知らせてもよい。例えば、デバイス２０００は、ナビ
方向がダウンロードされ閲覧可能になったことを振動してユーザに警報することができる
。このようにして、デバイス２０００は、ユーザの入力が処理されている間、ユーザがデ
バイスに注目しなければならないことから解放することができる。このような技法はまた
、デバイス２０００がそのタッチスクリーンを直ちに電源切断し、その仮想アシスタント
が継続してタスクを実行する間、バッテリ電力を節約することも可能にする。
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　６．仮想アシスタントをトリガする例示的なプロセス
【０２５８】
　図１２は、いくつかの実施形態に係る、電子デバイス上の仮想アシスタントをトリガす
る方法１２００を示すフロー図である。方法１２００は、いくつかの実施形態では、デバ
イス１０４、デバイス２００、デバイス４００、デバイス８００、及びデバイス１６００
（図１、図２、図４、図８、及び図１６）のうち１つにおいて行われる。いくつかの実施
形態では、方法１２００は、タッチスクリーンを有するデバイスにおいて行われる。いく
つかの実施形態では、方法１２００は、別個のディスプレイスクリーン及びタッチ感知面
を有するデバイスにおいて行われる。方法１２００の動作は任意選択的に、組み合わされ
、かつ／又は一部の動作の順序は任意選択的に変更される。
【０２５９】
　ブロック１２０２では、電子デバイスのディスプレイがオンしている間に、デバイスは
、デバイスの入力コンポーネントを介してユーザ入力を検出する。ブロック１２０４にお
いて、デバイスは、入力が所定の条件を満たすかを判定する。入力が所定の条件を満たす
場合、処理は、１２０６に進み、そこで、デバイスは、マイクロフォンを介して受信した
オーディオ入力をサンプリングする。入力が所定の条件を満たさない場合、処理は、ブロ
ック１２０２に戻り、そこでデバイスは、別のユーザ入力を検出することができる。
【０２６０】
　いくつかの実施形態では、所定の条件は、デバイスのディスプレイスクリーンがオンで
あることである。デバイスは、ディスプレイがオンしているかを、例えば、そのバックラ
イトが点灯しているかを判定することによって判定する。
【０２６１】
　いくつかの実施形態では、所定の条件は、（図８Ａ及び図８Ｂに見られるように）デバ
イスを閲覧位置に持ち上げるなどのデバイスの移動である。デバイスの移動が持ち上げ移
動を構成するかどうかは、いくつかの実施形態では、時間にわたる加速度計の読み取り値
に基づくものである。デバイスの移動が持ち上げ移動を構成するかどうかは、いくつかの
実施形態では、時間にわたる加速度計の読み取り値の平滑度に基づくものである。デバイ
スの移動が持ち上げ移動を構成するかどうかは、いくつかの実施形態では、滞留時間の最
小期間（例えば、相対的に移動しないすなわち安定している期間）の感知に基づくもので
ある。
【０２６２】
　図８Ａ～図８Ｂ（並びに図１０Ａ～図１０Ｂ）に示す例示的な持ち上げ移動では、ユー
ザ８０２は、図８Ａの降下位置から図８Ｂの引き上げ位置までデバイス８００を引き上げ
る。この移動は、一方向（例えば、ｙ軸に沿った垂直方向）における時間にわたる加速と
、別の方向（例えば、ｘ軸の周りの水平回転）における時間にわたる回転加速とを含み、
その両方が、デバイス８００の加速度センサによって判定され得る。任意選択的に、係る
持ち上げ移動の平滑度は、時間にわたる加速度センサの読み取り値の変動を比較すること
によって判定され得る。任意選択的に、持ち上げ移動は、ユーザが引き上げ位置にあるデ
バイスのタッチスクリーンをちらっと見ると、終了する。ユーザ８０２がデバイス８００
のディスプレイに注目するときの相対的に変動しない期間は、加速度センサの読み取り値
を用いて判定され得る。デバイス８００は、いくつかの実施形態では、マイクロフォンを
介してオーディオ入力をサンプリングするための所定の条件が満たされるかどうかを判定
する際に、これらの加速度計の読み取り値の少なくとも一部を用いる。
【０２６３】
　電子デバイスの引き上げジェスチャを判定する技法に関する追加の詳細は、例えば、２
０１４年７月１８日に出願された「Ｒａｉｓｅ　Ｇｅｓｔｕｒｅ　Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ　
ｉｎ　ａ　Ｄｅｖｉｃｅ」と題する米国仮特許出願第６２／０２６，５３２号に記載され
、その内容は、ここに参照により組み込まれる。簡潔性のために、この出願の内容は、こ
こでは繰り返さない。
【０２６４】
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　いくつかの実施形態では、所定の条件は、機械式ボタン、タッチ感知式ボタン、回転可
能入力デバイスなどの入力デバイスのアクティブ化である。いくつかの実施形態では、所
定の条件は、タッチ感知面又は（図８Ａに示すタッチスクリーン８０４などの）タッチス
クリーンへのタッチである。
【０２６５】
　任意選択的に、ブロック１２０４では、デバイスは、そのオーディオ出力がミュートさ
れている所定のモード（例えば、「邪魔しないでください」）で動作しているかを判定す
る。デバイスがこのようなモードで動作している場合、処理はブロック１２０２に戻るも
のであり、これは、デバイスが仮想アシスタントをトリガするオーディオのサンプリング
を見送ることを意味するものである。
【０２６６】
　いくつかの実施形態では、ブロック１２０６でのオーディオのサンプリングは、デバイ
スのマイクロフォンの電源をオンすることを伴う。いくつかの実施例では、オーディオの
サンプリングは、信号処理を実行するために追加の電気回路の電源をオンすることを伴う
。いくつかの実施例では、オーディオのサンプリングは、マイクロフォンから受信したオ
ーディオ入力を、デバイスの１つ以上のプロセッサ上で実行されるソフトウェア認識アル
ゴリズムに渡すことを伴う。
【０２６７】
　ブロック１２０６でオーディオ入力をサンプリングした後、デバイスは、ブロック１２
０８に進み、そこでサンプリングされたオーディオ入力は仮想アシスタントをトリガする
口頭トリガを含むかを判定する。サンプリングされたオーディオ入力が口頭トリガを含む
場合、処理は、ブロック１２１０に進み、そこで、デバイスは、（例えば、図８Ｃに示す
ユーザインタフェース８１２を表示することによって）仮想アシスタントセッションをト
リガする。いくつかの実施形態では、口頭トリガは、「ｈｅｙ　Ｓｉｒｉ．」などの所定
のフレーズである。
【０２６８】
　サンプリングされたオーディオ入力が口頭トリガを含まない場合、処理は、ブロック１
２１２に進み、そこでデバイスは、オーディオ入力を継続してサンプリングすべきかを判
定する。デバイスは、オーディオ入力を継続してサンプリングする場合、処理は、ブロッ
ク１２０６に戻り、そこで、オーディオサンプリングを継続する。デバイスは、オーディ
オ入力のサンプリングを中止する場合、処理は、ブロック１２１４に進み、そこで、オー
ディオサンプリングは停止する。
【０２６９】
　いくつかの実施形態では、デバイスは、デバイスのディスプレイがオフになった後、オ
ーディオ入力のサンプリングを中止する。いくつかの実施形態では、デバイスは、持続時
間８秒などの、閾値の持続時間の間、サンプリングした後、オーディオ入力のサンプリン
グを中止する。いくつかの実施形態では、デバイスは、機械式ボタン、タッチ感知式ボタ
ン、回転可能入力デバイスなどの入力デバイスのアクティブ化を検出した後、オーディオ
のサンプリングを中止する。いくつかの実施形態では、デバイスは、タッチ感知面又はタ
ッチスクリーンへのタッチなどの入力デバイスのアクティブ化を検出した後、オーディオ
のサンプリングを中止する。
【０２７０】
　いくつかの実施形態では、デバイスは、デバイスにインストールされた別のアプリケー
ションを呼び出すユーザ入力など、介在入力が受信された後、オーディオ入力のサンプリ
ングを中止する。いくつかの実施形態では、デバイスは、電子デバイスの加速度計から判
定された、時間インターバル中の電子デバイスの降下量に基づいて、オーディオのサンプ
リングを中止する。いくつかの実施形態では、デバイスは、デバイスの加速度計から判定
された、時間インターバル中の電子デバイスの降下の平滑度に基づいて、オーディオのサ
ンプリングを中止する。いくつかの実施形態では、デバイスは、オーディオ入力内のオー
ディオ終点を特定した後、オーディオ入力のサンプリングを中止する。例示的な終点には



(58) JP 6873038 B2 2021.5.19

10

20

30

40

50

、受信したオーディオ入力が（バックグラウンドノイズとは対照的に）近距離音声となる
には音量が小さすぎること、人間の音声である可能性が低いこと、ユーザの口頭入力にお
ける停止などを示すものが含まれる。
【０２７１】
　いくつかの実施形態では、デバイスは、デバイスのマイクロフォンの電源をオフするこ
とによってブロック１２１４でのオーディオ中止のサンプリングを中止する。いくつかの
実施形態では、マイクロフォンの信号処理を実行する付随回路の電源をオフすることによ
って、オーディオのサンプリングは中止する。いくつかの実施形態では、オーディオのサ
ンプリングは、マイクロフォンから受信したオーディオ入力をソフトウェア認識アルゴリ
ズムにより処理しないことによって中止する。任意選択的に、ブロック１２１４では、デ
バイスは、オーディオサンプリングの端部を示す触覚、オーディオ及び視覚出力のうち１
つ以上を提供する。
【０２７２】
　図１２における動作について記載された特定の順序は単なる例示であり、記載された順
序は、動作が実行され得る唯一の順序であることを示すことを意図するものではないこと
を理解されたい。当業者であれば、本明細書で説明される動作の順序換えをする様々な方
法を認識するであろう。加えて、本明細書に記載の他の方法（例えば、方法１３００及び
１５００）に対して本明細書で記載されている他のプロセスの詳細はまた、類似の方法で
、図１２に対して上述した方法１２００に適用可能であることも留意されたい。例えば、
方法１２００を実行するデバイスは、仮想アシスタントのユーザによる間違った取り消し
を克服するために、方法１５００（図１５）を実行することも可能である。簡潔性のため
に、これらの詳細は、ここでは繰り返さない。
【０２７３】
　図１３は、いくつかの実施形態に係る、電子デバイス上の仮想アシスタントをトリガす
る方法１３００を示すフロー図である。方法１３００は、いくつかの実施形態では、デバ
イス１０４、デバイス２００、デバイス４００、デバイス９００、及びデバイス１７００
（図１、図２、図４、図８、及び図１７）のうちの１つにおいて行われる。いくつかの実
施形態では、方法１３００は、タッチスクリーンを有するデバイスにおいて行われる。い
くつかの実施形態では、方法１３００は、別個のディスプレイスクリーン及びタッチ感知
面を有するデバイスにおいて行われる。方法１３００における動作は任意選択的に組み合
わされ、かつ／又は一部の動作の順序は任意選択的に変更される。
【０２７４】
　ブロック１３０２では、電子デバイスは、ソフトウェアイベントを検出する。ブロック
１３０４では、デバイスは、ソフトウェアイベントが所定の条件を満たすかを判定する。
ソフトウェアイベントが所定の条件を満たす場合、処理は、ブロック１３０６に進み、デ
バイスは、マイクロフォンを介して受信したオーディオ入力のサンプリングを始める。ソ
フトウェアイベントが所定の条件を満たさない場合、処理は、ブロック１３０２に戻り、
そこでデバイスは、別のソフトウェアイベントを検出することができる。
【０２７５】
　図９Ａの説明では、着信テキストメッセージ９１２の通知９０６は、デバイス９００に
オーディオ入力をサンプリングさせる所定の条件を満たす。いくつかの実施形態では、所
定の条件は、ソフトウェアイベントがデバイスのオペレーティングシステムによってトリ
ガされたオペレーティングシステムのイベントであることである。オペレーティングシス
テムによってトリガされた例示的なソフトウェアイベントは、デバイスがケーブルを介し
てコンピュータに接続されていたという警報などの、デバイス９００のハードウェアコン
ポーネントについての警報を含む。いくつかの実施形態では、所定の条件は、ソフトウェ
アイベントがデバイス上で実行されているアプリケーションによってトリガされたアプリ
ケーションベースのイベントであることである。デバイスのアプリケーションによってト
リガされた例示的なソフトウェアイベントは、カレンダーのリマインダ、タスクのリマイ
ンダなどを含む。デバイス９００のオペレーティングシステム及び／又はアプリケーショ
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ンによってトリガされたと考えられ得る例示的なソフトウェアイベントは、アラーム又は
タイマーの満了などの時計イベントを含む。
【０２７６】
　いくつかの実施形態では、所定の条件は、ソフトウェアイベントが外部ソースによって
トリガされたイベントであることである。外部ソースによってトリガされた例示的なソフ
トウェアイベントとしては、入呼（例えば、音声又はビデオベースの、セルラー又はＷｉ
Ｆｉベースの呼び出し）、メッセージ（例えば、電子メール、テキストメッセージＳＭＳ
、マルチメディアメッセージ、ｉＭｅｓｓａｇｅなど）、カレンダー招待状などが挙げら
れる。外部ソースによってトリガされた例示的なソフトウェアイベントとしては、ウェブ
サイト又はサービス上で新しく利用可能な情報が利用できることを示す警報などの、アプ
リケーションベースの通知及び警報も挙げられる。
【０２７７】
　いくつかの実施形態では、所定の条件は、ソフトウェアイベントが仮想アシスタントセ
ッションがデバイス上でアクティブであることを示すことである。
【０２７８】
　任意選択的に、ブロック１３０４では、デバイスは、そのオーディオ出力がミュートさ
れている所定のモード（例えば、「邪魔しないでください」）で動作しているかを判定す
る。デバイスがこのようなモードで動作している場合、処理はブロック１３０２に戻るも
のであり、これは、デバイスが仮想アシスタントをトリガするオーディオのサンプリング
を見送ることを意味するものである。
【０２７９】
　任意選択的に、ブロック１３０４では、デバイスはそのディスプレイスクリーンがオン
であることを判定する。デバイスは、ディスプレイがオンしているかを、例えば、そのバ
ックライトが点灯しているかを判定することによって判定する。デバイスのディスプレイ
がオフである場合、処理はブロック１３０２に戻るものであり、これは、デバイスが仮想
アシスタントをトリガするオーディオのサンプリングを見送ることを意味するものである
。
【０２８０】
　ブロック１３０６でオーディオ入力をサンプリングした後、デバイスは、ブロック１３
０８に進み、そこでサンプリングされたオーディオ入力は仮想アシスタントをトリガする
口頭トリガを含むかを判定する。サンプリングされたオーディオ入力が口頭トリガを含む
場合、処理は、ブロック１３１０に進み、そこで、デバイスは仮想アシスタントセッショ
ンをトリガし、任意選択的に、（図９Ｂ及び図９Ｃの例示的説明で見られるように）ユー
ザの口頭入力に基づいてタスクを実行する。いくつかの実施形態では、口頭トリガは、「
ｈｅｙ　Ｓｉｒｉ．」などの所定のフレーズである。
【０２８１】
　サンプリングされたオーディオ入力が口頭トリガを含まない場合、処理は、ブロック１
３１２に進み、そこでデバイスは、オーディオ入力を継続してサンプリングすべきかを判
定する。デバイスは、オーディオ入力を継続してサンプリングする場合、処理は、ブロッ
ク１３０６に戻り、そこで、オーディオサンプリングを継続する。デバイスは、オーディ
オ入力のサンプリングを中止する場合、処理は、ブロック１３１４に進み、そこで、オー
ディオサンプリングは停止する。
【０２８２】
　いくつかの実施形態では、デバイスは、デバイスのディスプレイがオフになった後、オ
ーディオ入力のサンプリングを中止する。いくつかの実施形態では、デバイスは、持続時
間８秒などの、閾値の持続時間の間、サンプリングした後、オーディオ入力のサンプリン
グを中止する。いくつかの実施形態では、デバイスは、機械式ボタン、タッチ感知式ボタ
ン、回転可能入力デバイスなどの入力デバイスのアクティブ化を検出した後、オーディオ
のサンプリングを中止する。いくつかの実施形態では、デバイスは、タッチ感知面又はタ
ッチスクリーンへのタッチなどの入力デバイスのアクティブ化を検出した後、オーディオ
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のサンプリングを中止する。
【０２８３】
　いくつかの実施形態では、デバイスは、デバイスにインストールされた別のアプリケー
ションを呼び出すユーザ入力など、介在入力が受信された後、オーディオ入力のサンプリ
ングを中止する。いくつかの実施形態では、デバイスは、電子デバイスの加速度計から判
定された、時間インターバル中の電子デバイスの降下量に基づいて、オーディオのサンプ
リングを中止する。いくつかの実施形態では、デバイスは、デバイスの加速度計から判定
された、時間インターバル中の電子デバイスの降下の平滑度に基づいて、オーディオのサ
ンプリングを中止する。いくつかの実施形態では、デバイスは、オーディオ入力内のオー
ディオ終点を特定した後、オーディオ入力のサンプリングを中止する。例示的な終点には
、受信したオーディオ入力が（バックグラウンドノイズとは対照的に）近距離音声になる
には音量が小さすぎること、人間の音声である可能性が低いこと、ユーザの口頭入力にお
ける停止などを示すものが含まれる。
【０２８４】
　いくつかの実施形態では、デバイスは、デバイスのマイクロフォンの電源をオフするこ
とによってブロック１３１４でのオーディオ中止のサンプリングを中止する。いくつかの
実施形態では、マイクロフォンの信号処理を実行する付随回路の電源をオフすることによ
って、オーディオのサンプリングは中止する。いくつかの実施形態では、オーディオのサ
ンプリングは、マイクロフォンから受信したオーディオ入力をソフトウェア認識アルゴリ
ズムにより処理しないことによって中止する。任意選択的に、ブロック１３１４では、デ
バイスは、オーディオサンプリングの端部を示す触覚、オーディオ及び視覚出力のうち１
つ以上を提供する。
【０２８５】
　図１３における動作について記載された特定の順序は単なる例示であり、記載された順
序は、動作が実行され得る唯一の順序であることを示すことを意図するものではないこと
を理解されたい。当業者であれば、本明細書で説明される動作の順序換えをする様々な方
法を認識するであろう。加えて、本明細書に記載の他の方法（例えば、方法１２００及び
１５００）に対して本明細書で記載されている他のプロセスの詳細はまた、類似の方法で
、図１３に対して上述した方法１３００に適用可能であることも留意されたい。例えば、
方法１３００を実行するデバイスは、仮想アシスタントのユーザによる間違った取り消し
を克服するために、方法１５００（図１５）を実行することも可能である。簡潔性のため
に、これらの詳細は、ここでは繰り返さない。
【０２８６】
　図１４は、いくつかの実施形態に係る、電子デバイス上の仮想アシスタントをトリガす
る方法１４００を示すフロー図である。方法１４００は、いくつかの実施形態では、デバ
イス１０４、デバイス２００、デバイス４００、デバイス１０００、及びデバイス１８０
０（図１、図２、図４、図１０、及び図１８）のうち１つにおいて行われる。いくつかの
実施形態では、方法１４００は、タッチスクリーンを有するデバイスにおいて行われる。
いくつかの実施形態では、方法１４００は、別個のディスプレイスクリーン及びタッチ感
知面を有するデバイスにおいて行われる。方法１４００における動作は任意選択的に組み
合わされ、かつ／又は一部の動作の順序は任意選択的に変更される。
【０２８７】
　ブロック１４０２では、デバイスは、デバイスの入力コンポーネントを介してユーザ入
力を検出する。ブロック１４０４では、デバイスは、入力が所定の条件を満たすかを判定
する。入力が所定の条件を満たす場合、処理は、１４０６に進み、そこで、デバイスは、
マイクロフォンを介して受信したオーディオ入力をサンプリングする。入力が所定の条件
を満たさない場合、処理は、ブロック１４０２に戻り、そこでデバイスは、別のユーザ入
力を検出することができる。
【０２８８】
　いくつかの実施形態では、所定の条件は、デバイスがそのディスプレイがオフしている
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間に、ユーザ入力を受信することである。デバイスは、ディスプレイがオフしているかを
、例えば、そのバックライトが点灯しているかを判定することによって判定する。
【０２８９】
　いくつかの実施形態では、所定の条件は、（例えば、図８Ａ～図８Ｂ及び図１０Ａ～図
１０Ｂに見られるように）デバイスを閲覧位置に持ち上げるなどのデバイスの移動である
。いくつかの実施形態では、所定の条件は、電子デバイスの加速度計から判定された、時
間インターバル中の電子デバイスの持ち上げ量に基づくものである。いくつかの実施形態
では、所定の条件は、電子デバイスの加速度計から判定された、時間インターバル中の電
子デバイスの持ち上げの平滑度に基づくものである。いくつかの実施形態では、所定の条
件は、電子デバイスの持ち上げに従う位置での滞留時間の最小期間を含む。
【０２９０】
　いくつかの実施形態では、所定の条件は、機械式ボタン、タッチ感知式ボタン、回転可
能入力デバイスなどの入力デバイスのアクティブ化である。いくつかの実施例では、所定
の条件は、タッチ感知面又はタッチスクリーンへのタッチである。
【０２９１】
　任意選択的に、ブロック１４０４では、デバイスは、そのオーディオ出力がミュートさ
れている所定のモード（例えば、「邪魔しないでください」）で動作しているかを判定す
る。デバイスがこのようなモードで動作している場合、処理はブロック１４０２に戻るも
のであり、これは、デバイスが仮想アシスタントをトリガするオーディオのサンプリング
を見送ることを意味するものである。
【０２９２】
　いくつかの実施形態では、ブロック１４０６でのオーディオのサンプリングは、デバイ
スのマイクロフォンの電源をオンすることを伴う。いくつかの実施形態では、オーディオ
のサンプリングは、信号処理を実行するために追加の電気回路の電源をオンすることを伴
う。いくつかの実施形態では、オーディオのサンプリングは、マイクロフォンから受信し
たオーディオ入力を、デバイスの１つ以上のプロセッサ上で実行されるソフトウェア認識
アルゴリズムに渡すことを伴う。
【０２９３】
　いくつかの実施形態では、デバイスは、そのディスプレイをオンにせずに（例えば、デ
ィスプレイのバックライトをオンにしないことによって）、ブロック１４０２（そこで入
力が検出される）からブロック１４０６（そこでオーディオのサンプリングが発生する）
に進む。任意選択的に、デバイスは、そのディスプレイの電源をオンせずに、ブロック１
４０６で触覚及びオーディオ出力の少なくとも１つを提供する。いくつかの実施形態では
、デバイスは、オーディオ入力のサンプリングを開始するとき、そのディスプレイ以外の
光源から視覚出力を提供する。
【０２９４】
　ブロック１４０６でオーディオ入力をサンプリングした後、デバイスは、ブロック１４
０８に進み、そこでサンプリングされたオーディオ入力は仮想アシスタントをトリガする
口頭トリガを含むかを判定する。サンプリングされたオーディオ入力が口頭トリガを含む
場合、処理は、ブロック１４１０に進み、そこで、デバイスは、仮想アシスタントセッシ
ョンをトリガする。いくつかの実施形態では、口頭トリガは、「ｈｅｙ　Ｓｉｒｉ．」な
どの所定のフレーズである。
【０２９５】
　いくつかの実施形態では、デバイスは、デバイスのディスプレイをオフにしたまま（例
えば、ディスプレイのバックライトをオンにしないことによって）、ブロック１４０２（
そこで入力が検出される）からブロック１４０８（そこで仮想アシスタントがトリガされ
る）に進む。いくつかの実施形態では、デバイスは、ブロック１４１０で仮想アシスタン
トをトリガするとき、触覚及びオーディオ出力の少なくとも１つを提供する。いくつかの
実施形態では、デバイスは、ブロック１４１０で仮想アシスタントをトリガするとき、そ
のディスプレイ以外の光源から視覚出力を提供する。
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【０２９６】
　サンプリングされたオーディオ入力が口頭トリガを含まない場合、処理は、ブロック１
４１２に進み、そこでデバイスは、オーディオ入力を継続してサンプリングすべきかを判
定する。デバイスは、オーディオ入力を継続してサンプリングする場合、処理は、ブロッ
ク１４０６に戻り、そこで、オーディオサンプリングを継続する。デバイスは、オーディ
オ入力のサンプリングを中止する場合、処理は、ブロック１４１４に進み、そこで、オー
ディオサンプリングは停止する。
【０２９７】
　いくつかの実施形態では、デバイスは、持続時間８秒などの、閾値の持続時間にわたっ
てサンプリングした後、オーディオ入力のサンプリングを中止する。いくつかの実施形態
では、デバイスは、機械式ボタン、タッチ感知式ボタン、回転可能入力デバイスなどの入
力デバイスのアクティブ化を検出した後、オーディオのサンプリングを中止する。いくつ
かの実施形態では、デバイスは、タッチ感知面又はタッチスクリーンへのタッチなどの入
力デバイスのアクティブ化を検出した後、オーディオのサンプリングを中止する。
【０２９８】
　いくつかの実施形態では、デバイスは、デバイスにインストールされた別のアプリケー
ションを呼び出すユーザ入力など、介在入力が受信された後、オーディオ入力のサンプリ
ングを中止する。いくつかの実施形態では、デバイスは、電子デバイスの加速度計から判
定された、時間インターバル中の電子デバイスの降下量に基づいて、オーディオのサンプ
リングを中止する。いくつかの実施形態では、デバイスは、デバイスの加速度計から判定
された、時間インターバル中の電子デバイスの降下の平滑度に基づいて、オーディオのサ
ンプリングを中止する。いくつかの実施形態では、デバイスは、オーディオ入力内のオー
ディオ終点を特定した後、オーディオ入力のサンプリングを中止する。例示的な終点には
、受信したオーディオ入力が（バックグラウンドノイズとは対照的に）近距離音声になる
には音量が小さすぎること、人間の音声である可能性が低いこと、ユーザの口頭入力にお
ける停止などを示すものが含まれる。
【０２９９】
　いくつかの実施形態では、デバイスは、デバイスのマイクロフォンの電源をオフするこ
とによってブロック１４１４でのオーディオのサンプリングを中止する。いくつかの実施
形態では、マイクロフォンの信号処理を実行する付随回路の電源をオフすることによって
、オーディオのサンプリングは中止する。いくつかの実施形態では、オーディオのサンプ
リングは、マイクロフォンから受信したオーディオ入力をソフトウェア認識アルゴリズム
により処理しないことによって中止する。
【０３００】
　任意選択的に、デバイスは、そのディスプレイをオンせずに、オーディオ入力のサンプ
リングを中止するとき、触覚及びオーディオ出力の少なくとも１つを提供する。いくつか
の実施形態では、デバイスは、オーディオ入力のサンプリングを中止するとき、そのディ
スプレイ以外の光源から視覚出力を提供する。
【０３０１】
　図１４における動作について記載された特定の順序は単なる例示であり、記載された順
序は、動作が実行され得る唯一の順序であることを示すことを意図するものではないこと
を理解されたい。当業者であれば、本明細書で説明される動作の順序換えをする様々な方
法を認識するであろう。加えて、本明細書に記載の他の方法（例えば、方法１３００及び
１５００）に対して本明細書で記載されている他のプロセスの詳細はまた、類似の方法で
、図１４に対して上述した方法１４００に適用可能であることも留意されたい。例えば、
方法１４００を実行するデバイスは、仮想アシスタントのユーザによる間違った取り消し
を克服するために、方法１５００（図１５）を実行することも可能である。簡潔性のため
に、これらの詳細は、ここでは繰り返さない。
【０３０２】
　図１５は、いくつかの実施形態に係る、電子デバイス上の仮想アシスタントをトリガす
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る方法１５００を示すフロー図である。方法１５００は、いくつかの実施形態では、デバ
イス１０４、デバイス２００、デバイス４００、デバイス１１００、及びデバイス１９０
０（図１、図２、図１１、及び図１９）のうちの１つにおいて行われる。いくつかの実施
形態では、方法１５００は、タッチスクリーンを有するデバイスにおいて行われる。いく
つかの実施形態では、方法１５００は、別個のディスプレイスクリーン及びタッチ感知面
を有するデバイスにおいて行われる。方法１５００における動作は任意選択的に、組み合
わされ、かつ／又は一部の動作の順序は任意選択的に変更される。
【０３０３】
　ブロック１５０２では、電子デバイスは、オーディオ入力をサンプリングし、オーディ
オ入力が実行可能タスク、例えば、口頭自然言語で提供されるユーザ要求を表すかを判定
する。オーディオ入力をサンプリングしている間に、デバイスは、図１１Ａのスクリーン
１１０６などの、そのサンプリングを示すＵＩを提供することができる。
【０３０４】
　いくつかの実施形態では、オーディオ入力のサンプリングは、デバイスのディスプレイ
の電源がオンしているときに、例えば、ディスプレイのバックライトが点灯しているとき
に、発生する。いくつかの実施形態では、デバイスは、（図８Ａ～図８Ｂ、図１０Ａ～図
１０Ｂ、及び図１１Ａに見られるように）デバイスを閲覧位置に持ち上げるなどの所定の
条件を満たす移動に応じて、オーディオ入力をサンプリングする。いくつかの実施形態で
は、所定の条件は、電子デバイスの加速度計から判定された、時間インターバル中の電子
デバイスの持ち上げ量に基づくものである。いくつかの実施形態では、所定の条件は、電
子デバイスの加速度計から判定された、時間インターバル中の電子デバイスの持ち上げの
平滑度に基づくものである。いくつかの実施形態では、所定の条件は、電子デバイスの持
ち上げに従う位置での滞留時間の最小期間を含む。
【０３０５】
　いくつかの実施形態では、所定の条件は、機械式ボタン、タッチ感知式ボタン、回転可
能入力デバイスなどの入力デバイスのアクティブ化である。いくつかの実施形態では、所
定の条件は、タッチ感知面又はタッチスクリーンへのタッチである。
【０３０６】
　ブロック１５０４では、オーディオ入力をサンプリングする間に、電子デバイスは、オ
ーディオ入力のサンプリングを中止する命令を受信する。いくつかの実施形態では、デバ
イスは、デバイスのユーザからオーディオ入力のサンプリングを中止する命令を受信する
ように適合される。命令は、例えば、デバイスのマイクロフォンを介して口頭命令として
受信され得る。また、命令は、例えば、図１１Ａのアフォーダンス１１０８へのタッチな
ど、タッチ感知面又はタッチスクリーンへのタッチなど、入力デバイスのアクティブ化を
検出することによって受信され得る。更に、命令は、例えば、機械式ボタン、タッチ感知
式ボタン、回転可能入力デバイスなどのアクティブ化を検出することによって受信され得
る。
【０３０７】
　いくつかの実施形態では、デバイスは、デバイスの外部の別の電子デバイスからオーデ
ィオ入力のサンプリングを中止する命令を受信するように適合される。命令はセルラー通
信、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信、ＷｉＦｉ通信などの通信媒体を通じて受信され得る。
【０３０８】
　いくつかの実施形態では、ブロック１５０４では、デバイスは、ユーザに口頭入力を促
す。いくつかの実施形態では、ブロック１５０４では、デバイスは、オーディオ入力が要
求を表すかを判定し、オーディオ入力がタスクを表すかの判定に従い、デバイスは、オー
ディオ入力の少なくとも一部に基づいてユーザ意図を判定し、ユーザ意図に基づいてタス
クを特定し実行し、更に、タスクの実行を表す触覚、オーディオ及び視覚出力の少なくと
も１つを提供する。
【０３０９】
　ブロック１５０６では、オーディオ入力のサンプリングを中止する命令に応じて、デバ
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イスは、出力肯定応答を提供する。この肯定応答は、例えば、仮想アシスタントが取り消
されたことをユーザに報告する。いくつかの実施形態では、肯定応答は、触覚、オーディ
オ及び視覚出力のうち１つ以上を伴う。いくつかの実施形態では、肯定応答は、図１１Ｂ
に見られるようにディスプレイをオフにすることを伴う。
【０３１０】
　いくつかの実施形態では、ブロック１５０４でオーディオ入力のサンプリングを中止す
る命令を受信した後、かつ、ブロック１５０６で肯定応答を提供した後、処理は、ブロッ
ク１５０８に進み、そこで、デバイスは、（デバイスがオーディオ入力のサンプリングを
中止した後の）限られた時間の間、オーディオ入力を継続してサンプリングし、オーディ
オ入力がユーザタスクを含むかを判定する。
【０３１１】
　いくつかの実施形態では、デバイスは、デバイスのディスプレイがオフになった後、オ
ーディオ入力のサンプリングを中止する。いくつかの実施形態では、デバイスは、持続時
間８秒などの、閾値の持続時間の間、継続してサンプリングした後、オーディオ入力のサ
ンプリングを中止する。いくつかの実施形態では、デバイスは、機械式ボタン、タッチ感
知式ボタン、回転可能入力デバイスなどの入力デバイスのアクティブ化を検出した後、オ
ーディオのサンプリングを中止する。いくつかの実施形態では、デバイスは、タッチ感知
面又はタッチスクリーンへのタッチなどの入力デバイスのアクティブ化を検出した後、オ
ーディオのサンプリングを中止する。
【０３１２】
　いくつかの実施形態では、デバイスは、デバイスにインストールされた別のアプリケー
ションを呼び出すユーザ入力など、介在入力が受信された後、オーディオ入力のサンプリ
ングを中止する。いくつかの実施形態では、デバイスは、電子デバイスの加速度計から判
定された、時間インターバル中の電子デバイスの降下量に基づいて、オーディオのサンプ
リングを中止する。いくつかの実施形態では、デバイスは、デバイスの加速度計から判定
された、時間インターバル中の電子デバイスの降下の平滑度に基づいて、オーディオのサ
ンプリングを中止する。いくつかの実施形態では、デバイスは、オーディオ入力内のオー
ディオ終点を特定した後、オーディオ入力のサンプリングを中止する。例示的な終点には
、受信したオーディオ入力が（バックグラウンドノイズとは対照的に）近距離音声になる
には音量が小さすぎること、人間の音声である可能性が低いこと、ユーザの口頭入力にお
ける停止などを示すものが含まれる。
【０３１３】
　いくつかの実施形態では、オーディオ入力のサンプリングを中止する命令を受信した後
１５０４、デバイスは、オーディオ入力のサンプリングを中止する命令がユーザか、それ
とも外部デバイスから生じるかを判定する。オーディオ入力が外部デバイスから生じたと
の判定に従い、デバイスはすぐにオーディオ入力のサンプリングを中止する。
【０３１４】
　いくつかの実施形態では、デバイスは、デバイスのマイクロフォンの電源をオフするこ
とによってブロック１５０６でのオーディオ中止のサンプリングを中止する。いくつかの
実施形態では、マイクロフォンの信号処理を実行する付随回路の電源をオフすることによ
って、オーディオのサンプリングは中止する。いくつかの実施形態では、オーディオのサ
ンプリングは、マイクロフォンから受信したオーディオ入力をソフトウェア認識アルゴリ
ズムにより処理しないことによって中止する。任意選択的に、ブロック１５０６では、デ
バイスは、オーディオサンプリングの端部を示す触覚、オーディオ及び視覚出力のうち１
つ以上を提供する。
【０３１５】
　図１５における動作について記載された特定の順序は単なる例示であり、記載された順
序は、動作が実行され得る唯一の順序であることを示すことを意図するものではないこと
を理解されたい。当業者であれば、本明細書で説明される動作の順序換えをする様々な方
法を認識するであろう。加えて、本明細書に記載の他の方法（例えば、方法１２００、１
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３００、１４００及び２１００）に対して本明細書で記載されている他のプロセスの詳細
はまた、類似の方法で、図１５に対して上述した方法１５００に適用可能であることも留
意されたい。例えば、方法１５００を実行するデバイスは、仮想アシスタントセッション
をトリガする方法１４００を実行することも可能である。簡潔性のために、これらの詳細
は、ここでは繰り返さない。
【０３１６】
　図２１は、いくつかの実施形態に係る、電子デバイス上の仮想アシスタントをトリガす
る方法２１００を示すフロー図である。方法２１００は、いくつかの実施形態では、デバ
イス１０４、デバイス２００、デバイス４００、及びデバイス２０００（図１、図２、図
４、図８、及び図２０）のうちの１つにおいて行われる。いくつかの実施形態では、方法
２１００は、タッチスクリーンを有するデバイスにおいて行われる。いくつかの実施形態
では、方法２１００は、別個のディスプレイスクリーン及びタッチ感知面を有するデバイ
スにおいて行われる。方法１２００の動作は任意選択的に組み合わされ、かつ／又は一部
の動作の順序は任意選択的に変更される。
【０３１７】
　ブロック２１０２では、仮想アシスタントなどの所定のサービスがデバイス上で実行さ
れる間、デバイスは、口頭入力などのユーザの自然言語入力を検出する。ブロック２１０
４では、デバイスは、実行される１つ以上のコンピューティングタスクを特定することに
よってユーザの入力を実行する。ブロック２１０６では、１つ以上のタスクを実行する間
、デバイスは、（例えば、スクリーンのバックライトをオフにすることによって）そのデ
ィスプレイスクリーンを電源遮断する。ブロック２１０８では、１つ以上のコンピューテ
ィングタスクを完了した後、デバイスは、触覚及び／又はオーディオ出力を提供する。
【０３１８】
　図２１における動作について記載された特定の順序は単なる例示であり、記載された順
序は、動作が実行され得る唯一の順序であることを示すことを意図するものではないこと
を理解されたい。当業者であれば、本明細書で説明される動作の順序換えをする様々な方
法を認識するであろう。加えて、本明細書に記載の他の方法（例えば、方法１２００、１
３００、１４００及び１５００）に対して本明細書で記載されている他のプロセスの詳細
はまた、類似の方法で、図２１に対して上述した方法２１００に適用可能であることも留
意されたい。例えば、方法２１００を実行するデバイスは、仮想アシスタントセッション
をトリガする方法１４００を実行することも可能である。簡潔性のために、これらの詳細
は、ここでは繰り返さない。
【０３１９】
　なお、ブロック１２０６、１３０６、１４０６及び１５０２（図１２、１３、１４及び
１５）でのオーディオ入力のサンプリングは、電子デバイスが充電中かどうかに関係なく
発生することができる。しかし、係るオーディオ入力のサンプリングは、デバイスの残存
するバッテリレベルに依存する場合がある。いくつかの実施例では、デバイスは、上述し
たプロセスと一貫してオーディオ入力をサンプリングすることができるが、残存するバッ
テリレベルが閾値以下のときは、オーディオ入力のサンプリングを見送ってもよい。
【０３２０】
　いくつかの実施形態によれば、図１６は、図８及び図１２を参照して説明したものを含
む、説明される様々な実施形態の原理に従って構成された電子デバイス１６００の機能ブ
ロック図を示す。このデバイスの機能ブロックは、説明される様々な実施形態の原理を実
行するために、ハードウェア、ソフトウェア、又はハードウェアとソフトウェアとの組み
合わせによって、任意選択的に実装される。図１６で説明される機能ブロックが、説明さ
れる様々な実施形態の原理を実施するように、任意選択的に、組み合わされ、又はサブブ
ロックに分離されることを当業者は理解する。したがって、本明細書における説明は、本
明細書で説明されている機能ブロックの任意の可能な組み合わせ若しくは分離、又は更な
る定義を任意選択的にサポートする。
【０３２１】
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　図１６に示すように、電子デバイス１６００は、グラフィカルユーザインタフェースを
表示するように構成されたディスプレイユニット１６０２と、接触を受信する任意選択の
タッチ感知面ユニット１６０４と、オーディオ入力を検出するマイクロフォンユニット１
６０６と、時間インターバルにおける加速度などの移動読み取り値を取得する任意選択の
移動センサユニット１６０８と、ボタンなどの任意選択の入力デバイスユニット１６１０
と、オーディオ、触覚及び／又は視覚フィードバックを提供する任意選択のフィードバッ
クユニット１６１２と、上述したユニットに連結された処理ユニット１６１４と、を備え
る。いくつかの実施形態では、処理ユニット１６１４は、表示有効化ユニット１６１６と
、入力検出ユニット１６１８と、オーディオサンプリングユニット１６２０と、オーディ
オ処理ユニット１６２２と、仮想アシスタントサービスユニット１６２４と、任意選択で
、フィードバック有効化ユニット１６２６と、を備える。
【０３２２】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１６１４は、ディスプレイがオンしている間に
（例えば、表示有効化ユニット１６１６を用いて）入力デバイスを介して、所定の条件を
満たすユーザ入力を受信し、（例えば、入力検出ユニット１６１８を用いて）所定の条件
を満たすユーザ入力の受信に従い、（例えば、マイクロフォンユニット１６０６から）マ
イクロフォンを介して受信したオーディオ入力を（例えば、オーディオサンプリングユニ
ット１６２０を用いて）サンプリングし、オーディオ入力が口頭トリガを含むかを（例え
ば、オーディオ処理ユニット１６２２を用いて）判定し、オーディオ入力が口頭トリガを
含むとの（例えば、オーディオ処理ユニット１６２２を用いた）判定に従い、（例えば、
仮想アシスタントサービスユニット１６２４を用いて）仮想アシスタントセッションをト
リガするように構成される。
【０３２３】
　いくつかの実施形態では、所定の条件は、電子デバイスの加速度計（例えば、移動セン
サユニット１６０８）から判定された、時間インターバル中の電子デバイスの持ち上げ量
に基づくものである。いくつかの実施形態では、所定の条件は、電子デバイスの加速度計
（例えば、移動センサユニット１６０８）から判定された、時間インターバル中の電子デ
バイスの持ち上げの平滑度に基づくものである。いくつかの実施形態では、所定の条件は
、電子デバイスの持ち上げに従う位置での滞留時間の最小期間を含む。いくつかの実施形
態では、所定の条件は、電子デバイスのボタン（例えば、入力デバイスユニット１６１０
）のアクティブ化を検出する（例えば、入力検出ユニット１６１８）ことを含む。
【０３２４】
　いくつかの実施形態では、所定の条件は、電子デバイスのタッチ感知面（例えば、タッ
チ感知面ユニット１６０４）へのタッチ入力を検出することを含む。
【０３２５】
　いくつかの実施形態では、処理ユニットは、ディスプレイがオンしているかを（例えば
、表示可能化ユニット１６１６を用いて）判定し、ディスプレイがオンしているとの判定
に従い、（例えば、オーディオサンプリングユニット１６２０を用いて）オーディオ入力
のサンプリングが発生するように更に構成される。いくつかの実施形態では、処理ユニッ
トは、ディスプレイがオンしているかの判定に従い、ディスプレイのバックライトがオン
しているかを（例えば、表示有効化ユニット１６１６を用いて）判定するように更に構成
される。
【０３２６】
　いくつかの実施形態では、処理ユニットは、所定の持続時間の間、（例えば、オーディ
オサンプリングユニット１６２０を用いて）オーディオ入力のサンプリングが発生した後
、オーディオ入力のサンプリングを中止するように更に構成される。
【０３２７】
　いくつかの実施形態では、所定の条件を満たすユーザ入力は、第１の所定の条件を満た
す第１のユーザ入力であり、処理ユニット１６１４は、第１のユーザ入力の受信に従い、
（例えば、オーディオサンプリングユニット１６２０を用いて）オーディオ入力をサンプ
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リングする間に、（例えば、入力検出ユニット１６１８を用いて）第２の所定の条件を満
たす第２のユーザ入力を受信し、第２の所定の条件を満たす第２のユーザ入力の受信に従
い、オーディオ入力のサンプリングを（例えば、オーディオサンプリングユニット１６２
０を用いて）中止するように更に構成される。
【０３２８】
　いくつかの実施形態では、第２の所定の条件は、（例えば、移動センサユニット１６０
８を用いて）電子デバイスの加速度計から判定された、時間インターバル中の電子デバイ
スの降下量に基づくものである。
【０３２９】
　いくつかの実施形態では、第１の所定の条件は、（例えば、移動センサユニット１６０
８を用いて）電子デバイスの加速度計から判定された、時間インターバル中の電子デバイ
スの降下の平滑度に基づくものである。
【０３３０】
　いくつかの実施形態では、第２の所定の条件は、電子デバイスのボタンのアクティブ化
を（例えば、入力検出ユニット１６１８を用いて）検出することを含む。いくつかの実施
形態では、第２の所定の条件は、電子デバイスのタッチ感知面上のタッチ入力を検出する
ことを含む。
【０３３１】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１６１４は、（例えば、オーディオサンプリン
グユニット１６２０を用いた）所定の条件を満たすユーザ入力の受信に従い、オーディオ
入力をサンプリングする間に、ディスプレイがオフかを（例えば、表示有効化ユニット１
６１６を用いて）判定し、ディスプレイがオフしているとの判定に従い、（例えばオーデ
ィオサンプリングユニット１６２０を用いて）オーディオ入力のサンプリングを中止する
ように更に構成される。
【０３３２】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１６１４は、（例えば、オーディオサンプリン
グユニット１６２０を用いた）所定の条件を満たすユーザ入力の受信に従い、オーディオ
入力をサンプリングする間に、（例えば、オーディオ処理ユニット１６２２を用いて）オ
ーディオ入力内のオーディオ終点を特定し、オーディオ終点の特定に応じて、（例えばオ
ーディオサンプリングユニット１６２０を用いて）オーディオ入力のサンプリングを中止
するように更に構成される。
【０３３３】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１６１４は、オーディオ入力のサンプリングの
中止に従い、（例えば、フィードバック有効化ユニット１６２６及び／又はフィードバッ
クユニット１６１２を用いて）触覚出力を発生するように更に構成される。
【０３３４】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１６１４は、（例えば、仮想アシスタントサー
ビスユニット１６２４を用いた）仮想アシスタントセッションのトリガに従い、ユーザに
（例えば、ディスプレイユニット１６０２及び／又はフィードバックユニット１６１２を
用いた）口頭入力を（例えば、表示可能化ユニット１６１６及び／又はフィードバック有
効化ユニット１６２６を用いて）促すように更に構成される。
【０３３５】
　いくつかの実施形態では、オーディオ入力は、口頭トリガ及び追加入力を含み、処理ユ
ニット１６１４は、仮想アシスタントセッションのトリガに従い、オーディオ入力内の少
なくとも追加入力に基づいてユーザ意図を判定するとともに、（例えば、仮想アシスタン
トサービスユニット１６２４を用いて）ユーザ意図に関連付けられたタスクを実行するよ
うに更に構成される。
【０３３６】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１６１４は、（例えば、仮想アシスタントサー
ビスユニット１６２４を用いて）電子デバイスが所定のモードで動作しているとの判定に
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従い、ディスプレイがオンしている間に所定の条件を満たすユーザ入力を受信した後であ
っても、（例えば、オーディオサンプリングユニット１６２０を用いて）オーディオ入力
のサンプリングを見送るように更に構成される。
【０３３７】
　いくつかの実施形態では、所定のモードでの動作は、電子デバイスのオーディオ出力を
ミュートすることを含む。いくつかの実施形態では、口頭トリガは、所定のフレーズを含
む。
【０３３８】
　図１２を参照して上述された動作は、図１、図２、図７Ａ～図７Ｂ又は図１６に示され
る構成要素によって、任意選択的に実装される。例えば、サンプリングオーディオ動作１
２０２は、任意選択的にオーディオ回路２１０（図２）によって実行される。口頭トリガ
を有するオーディオが検出されたとき、デバイスは、ディスプレイコントローラ２５６（
図２）及び／又は触覚フィードバックコントローラ２６１（図２）を用いて、対応する出
力を提供する。当業者であれば、他のプロセスが、図１、図２、図７Ａ～図７Ｂ、又は図
１６に示す構成要素に基づいてどのように実装されるのかは明らかであろう。
【０３３９】
　図１６で説明される機能ブロックが、説明される様々な実施形態の原理を実施するよう
に、任意選択的に、組み合わされ、又はサブブロックに分離されることを当業者は理解す
る。したがって、本明細書における説明は、本明細書で説明されている機能ブロックの任
意の可能な組み合わせ若しくは分離、又は更なる定義を任意選択的にサポートする。例え
ば、ユニット１６０２～１６１２は、それぞれのユニット及び動作を可能にする処理ユニ
ット１６１４と動作可能に連結される付随「コントローラ」ユニットを有してもよい。こ
れらのコントローラユニットは、図１６では別々に示されていないが、デバイス１６００
など、ユニット１６０２～１６１２を有するデバイスを設計している当業者の理解の範囲
内であると理解される。したがって、本明細書における説明は、本明細書で説明されてい
る機能ブロックの組み合わせ、分離、及び／又は更なる定義を任意選択的にサポートする
。
【０３４０】
　いくつかの実施形態によれば、図１７は、図９及び図１３を参照して説明したものを含
む、説明される様々な実施形態の原理に従って構成された電子デバイス１７００の機能ブ
ロック図を示す。このデバイスの機能ブロックは、説明される様々な実施形態の原理を実
行するために、ハードウェア、ソフトウェア、又はハードウェアとソフトウェアとの組み
合わせによって、任意選択的に実装される。図１７で説明される機能ブロックが、説明さ
れる様々な実施形態の原理を実施するように、任意選択的に、組み合わされ、又はサブブ
ロックに分離されることを当業者は理解する。したがって、本明細書における説明は、本
明細書で説明されている機能ブロックの任意の可能な組み合わせ若しくは分離、又は更な
る定義を任意選択的にサポートする。
【０３４１】
　図１７に示すように、電子デバイス１７００は、グラフィカルユーザインタフェースを
表示するように構成されたディスプレイユニット１７０２と、接触を受信する任意選択の
タッチ感知面ユニット１７０４と、オーディオ入力を検出するマイクロフォンユニット１
７０６と、時間インターバルにおける加速度などの移動読み取り値を取得する任意選択の
移動センサユニット１７０８と、ボタンなどの任意選択の入力デバイスユニット１７１０
と、オーディオ、触覚及び／又は視覚フィードバックを提供する任意選択のフィードバッ
クユニット１７１２と、上述した各ユニットに連結された処理ユニット１７１４と、を備
える。いくつかの実施形態では、処理ユニット１７１４は、表示有効化ユニット１７１６
と、ソフトウェアイベント検出ユニット１７２８と、入力検出ユニット１７１８と、オー
ディオサンプリングユニット１７２０と、オーディオ処理ユニット１７２２と、仮想アシ
スタントサービスユニット１７２４と、任意追加的に、フィードバック有効化ユニット１
７２６と、を備える。
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【０３４２】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１７１４は、所定の条件を満たすソフトウェア
イベントを（例えば、ソフトウェアイベント検出ユニット１７２８を用いて）検出し、条
件を満たすソフトウェアイベントが検出されたという判定に従い、マイクロフォン（例え
ば、マイクロフォンユニット１７０６）を介して受信したオーディオ入力を（例えば、オ
ーディオサンプリングユニット１６２０を用いて）サンプリングし、マイクロフォンを介
して受信したオーディオ入力が口頭トリガを含むかを（例えば、オーディオ処理ユニット
１７２２を用いて）判定し、オーディオ入力が口頭トリガを含むとの判定に従い、仮想ア
シスタントセッションを（例えば、仮想アシスタントサービスユニット１７２４を用いて
）トリガするように構成される。
【０３４３】
　いくつかの実施形態では、所定の条件は、ソフトウェアイベントが電子デバイスのアプ
リケーションによってトリガされたイベントであることである。いくつかの実施形態では
、所定の条件は、ソフトウェアイベントが通知を表すことを含む。いくつかの実施形態で
は、所定の条件は、ソフトウェアイベントがカレンダー通知を表すことを含む。
【０３４４】
　いくつかの実施形態では、所定の条件は、ソフトウェアイベントが外部デバイスからの
着信カレンダー招待状を表すことを含む。いくつかの実施形態では、所定の条件は、ソフ
トウェアイベントが外部デバイスからトリガされた着信伝達（transmission）を表すこと
を含む。いくつかの実施形態では、所定の条件は、ソフトウェアイベントが外部デバイス
からの着信電話を表すことを含む。いくつかの実施形態では、所定の条件は、ソフトウェ
アイベントが外部デバイスからの着信テキスト又はマルチメディアメッセージを表すこと
を含む。
【０３４５】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１７１４は、仮想アシスタントセッションのト
リガに従い、外部デバイスにアドレス指定された応答を（例えば、仮想アシスタントサー
ビスユニット１６２４を用いて）開始するように更に構成される。例示的な応答は、図９
Ｃのテキストメッセージ９１６などの着信メッセージに対する返信である。他の例示的な
応答としては、電子メールメッセージ、マルチメディアメッセージ、カレンダー招待状の
応答などが挙げられる。図９Ｃの例において、応答テキストメッセージ９１６が、ユーザ
の命令９１０に基づいて自動的にデバイス９００によって送信された。任意選択的に、メ
ッセージ９１６を開始した（例えば、そのメッセージに受信者情報及び内容を入力した）
後、デバイスは、メッセージを受信者に送信する前にユーザに最終確認を促すことができ
る。
【０３４６】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１７１４は、ディスプレイがオンしているかを
（例えば、表示有効化ユニット１７１６を用いて）判定し、ディスプレイがオンしている
との判定に従い、オーディオ入力のサンプリングが（例えば、オーディオサンプリングユ
ニット１７２０を用いて）発生するように更に構成される。
【０３４７】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１７１４は、（例えば、表示有効化ユニット１
７１６を用いて）ディスプレイがオンしているかの判定に従い、ディスプレイのバックラ
イトがオンしているかを（例えば、表示可能化ユニット１７１６を用いて）判定するよう
に更に構成される。
【０３４８】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１７１４は、オーディオ入力のサンプリングが
所定の持続時間発生した後、オーディオ入力のサンプリングを（例えば、オーディオサン
プリングユニット１７２０を用いて）中止するように更に構成される。
【０３４９】
　いくつかの実施形態では、所定の条件を満たすユーザ入力は、第１の所定の条件を満た
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す第１のユーザ入力であり、処理ユニット１７１４は、第１のユーザ入力の受信に従い、
（例えば、オーディオサンプリングユニット１７２０を用いて）オーディオ入力をサンプ
リングする間に、（例えば、入力検出ユニット１７１８を用いて）第２の所定の条件を満
たす第２のユーザ入力を受信し、第２の所定の条件を満たす第２のユーザ入力の受信に従
い、オーディオ入力のサンプリングを（例えば、オーディオサンプリングユニット１７２
０を用いて）中止するように更に構成される。
【０３５０】
　いくつかの実施形態では、第２の所定の条件は、（例えば、移動センサユニット１７０
８を用いて）電子デバイスの加速度計から判定された、時間インターバル中の電子デバイ
スの降下量に基づくものである。いくつかの実施形態では、第１の所定の条件は、（例え
ば、移動センサユニット１７０８を用いて）電子デバイスの加速度計から判定された、時
間インターバル中の電子デバイスの降下の平滑度に基づくものである。
【０３５１】
　いくつかの実施形態では、第２の所定の条件は、電子デバイスのボタン（例えば、入力
デバイスユニット１７１０を有する）のアクティブ化を（例えば、入力検出ユニット１７
１８を用いて）検出することを含む。いくつかの実施形態では、第２の所定の条件は、電
子デバイスの（例えば、タッチ感知面ユニット１７０４を用いた）タッチ感知面上のタッ
チ入力を検出することを含む。
【０３５２】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１７１４は、所定の条件を満たすユーザ入力の
受信に従い、オーディオ入力を（例えば、オーディオサンプリングユニット１７２０を用
いて）サンプリングする間に、ディスプレイがオフであるかを（例えば、表示有効化ユニ
ット１７１６を用いて）判定し、ディスプレイがオフであるとの判定に従い、（例えば、
オーディオサンプリングユニット１７２０を用いて）オーディオ入力のサンプリングを中
止するように更に構成される。
【０３５３】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１７１４は、所定の条件を満たすユーザ入力の
受信に従い、オーディオ入力を（例えば、オーディオサンプリングユニット１７２０を用
いて）サンプリングする間に、オーディオ入力内のオーディオ終点を（例えば、オーディ
オ処理ユニット１７２２を用いて）特定し、オーディオ終点の特定に応じて、（例えば、
オーディオサンプリングユニット１７２０を用いて）オーディオ入力のサンプリングを中
止するように更に構成される。
【０３５４】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１７１４は、オーディオ入力のサンプリングの
中止に従い、（例えば、フィードバック有効化ユニット１７２６を用いて）（フィードバ
ックユニット１７１２を用いた）触覚出力を発生する。
【０３５５】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１７１４は、仮想アシスタントセッションのト
リガに従い、ユーザに（例えば、ディスプレイユニット１７０２及び／又はフィードバッ
クユニット１７１２を用いた）口頭入力を（例えば、表示可能化ユニット１７１６及び／
又はフィードバック有効化ユニット１７２６を用いて）促す。
【０３５６】
　いくつかの実施形態では、オーディオ入力は、口頭トリガ及び追加入力を含み、処理ユ
ニット１７１４は、（例えば、仮想アシスタントサービスユニット１７２４を用いた）仮
想アシスタントセッションのトリガに従い、オーディオ入力内の少なくとも追加入力に基
づいて、ユーザ意図を（例えば、仮想アシスタントサービスユニット１７２４を用いて）
判定し、ユーザ意図に関連付けられたタスクを（例えば、仮想アシスタントサービスユニ
ット１７２４を用いて）実行するように更に構成される。
【０３５７】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１７１４は、（例えば、仮想アシスタントサー



(71) JP 6873038 B2 2021.5.19

10

20

30

40

50

ビスユニット１７２４を用いて）電子デバイスが所定のモードで動作しているとの判定に
従い、ディスプレイがオンしている間に所定の条件を満たすユーザ入力を（例えば、入力
検出ユニット１７１８を用いて）受信した後であっても、（例えば、オーディオサンプリ
ングユニット１７２０を用いて）オーディオ入力のサンプリングを見送るように更に構成
される。
【０３５８】
　いくつかの実施形態では、所定のモードでの動作は、電子デバイスのオーディオ出力を
ミュートすることを含む。いくつかの実施形態では、口頭トリガは、「ｈｅｙ　Ｓｉｒｉ
．」などの所定のフレーズを含む。
【０３５９】
　図１３を参照して上述された動作は、図１、図２、図７Ａ～図７Ｂ又は図１７に示され
る構成要素によって、任意選択的に実行される。例えば、サンプリングオーディオ動作１
２０２は、任意選択的にオーディオ回路２１０（図２）によって実行される。口頭トリガ
を有するオーディオが検出されたとき、デバイスは、ディスプレイコントローラ２５６（
図２）及び／又は触覚フィードバックコントローラ２６１（図２）を用いて、対応する出
力を提供する。当業者であれば、他のプロセスが、図１、図２、図７Ａ～図７Ｂ、又は図
１７に示す構成要素に基づいてどのように実装されるのかは明らかであろう。
【０３６０】
　図１７で説明される機能ブロックが、説明される様々な実施形態の原理を実施するよう
に、任意選択的に、組み合わされ、又はサブブロックに分離されることを当業者は理解す
る。したがって、本明細書における説明は、本明細書で説明されている機能ブロックの任
意の可能な組み合わせ若しくは分離、又は更なる定義を任意選択的にサポートする。例え
ば、ユニット１７０２～１７１２は、それぞれのユニット及び動作を可能にする処理ユニ
ット１７１４と動作可能に連結される付随「コントローラ」ユニットを有してもよい。こ
れらのコントローラユニットは、図１７では別々に示されていないが、デバイス１７００
など、ユニット１７０２～１７１２を有するデバイスを設計している当業者の理解の範囲
内であると理解される。したがって、本明細書における説明は、本明細書で説明されてい
る機能ブロックの組み合わせ、分離、及び／又は更なる定義を任意選択的にサポートする
。
【０３６１】
　いくつかの実施形態によれば、図１８は、図１０及び図１４を参照して説明したものを
含む、説明される様々な実施形態の原理に従って構成された電子デバイス１８００の機能
ブロック図を示す。このデバイスの機能ブロックは、説明される様々な実施形態の原理を
実行するために、ハードウェア、ソフトウェア、又はハードウェアとソフトウェアとの組
み合わせによって、任意選択的に実装される。図１８で説明される機能ブロックが、説明
される様々な実施形態の原理を実施するように、任意選択的に、組み合わされ、又はサブ
ブロックに分離されることを当業者は理解する。したがって、本明細書における説明は、
本明細書で説明されている機能ブロックの任意の可能な組み合わせ若しくは分離、又は更
なる定義を任意選択的にサポートする。
【０３６２】
　図１８に示すように、電子デバイス１８００は、グラフィカルユーザインタフェースを
表示するように構成されたディスプレイユニット１８０２と、接触を受信する任意選択の
タッチ感知面ユニット１８０４と、オーディオ入力を検出するマイクロフォンユニット１
８０６と、時間インターバルにおける加速度などの移動読み取り値を取得する任意選択の
移動センサユニット１８０８と、ボタンなどの任意選択の入力デバイスユニット１８１０
と、オーディオ、触覚及び／又は視覚フィードバックを提供する任意選択のフィードバッ
クユニット１８１２と、上述した各ユニットに連結された処理ユニット１８１４と、を備
える。いくつかの実施形態では、処理ユニット１８１４は、表示有効化ユニット１８１６
と、入力検出ユニット１８１８と、オーディオサンプリングユニット１８２０と、オーデ
ィオ処理ユニット１８２２と、仮想アシスタントサービスユニット１８２４と、任意選択
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で、フィードバック有効化ユニット１８２６と、を備える。
【０３６３】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１８１４は、入力デバイスを介して、所定の条
件を満たすユーザ入力を（例えば、入力検出ユニット１８１８を用いて）受信し、所定の
条件を満たすユーザ入力の受信に従い、マイクロフォンを介して受信したオーディオ入力
を（例えば、オーディオサンプリングユニット１８２０を用いて）サンプリングし、オー
ディオ入力が口頭トリガを含むかを（例えば、オーディオ処理ユニット１８２２を用いて
）判定し、オーディオ入力が口頭トリガを含むとの判定に従い、仮想アシスタントセッシ
ョンを（例えば、仮想アシスタントサービスユニット１８２４を用いて）トリガするとと
もに、触覚出力を（例えば、フィードバックユニット１８２６を用いて）発生するように
構成される。
【０３６４】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１８１４は、所定の条件を満たすユーザ入力の
受信に従い、ディスプレイがオフしている間に、ユーザ入力を（例えば、入力検出ユニッ
ト１８１８を用いて）受信するように更に構成される。
【０３６５】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１８１４は、仮想アシスタントセッションのト
リガに従い、ディスプレイのバックライトをオンせずに、仮想アシスタントセッションを
（例えば、仮想アシスタントサービスユニット１８２４を用いて）トリガするように更に
構成される。
【０３６６】
　いくつかの実施形態では、所定の条件は、（例えば、移動ユニットセンサ１８０８を用
いて）電子デバイスの加速度計から判定された、時間インターバル中の電子デバイスの持
ち上げ量に基づくものである。いくつかの実施形態では、所定の条件は、（例えば、移動
センサユニット１８０８を用いて）電子デバイスの加速度計から判定された、時間インタ
ーバル中の電子デバイスの持ち上げの平滑度に基づくものである。いくつかの実施形態で
は、所定の条件は、電子デバイスの持ち上げに従う位置での滞留時間の最小期間を含む。
【０３６７】
　いくつかの実施形態では、所定の条件は、（例えば、入力検出ユニット１８１８を用い
て）電子デバイスのボタンのアクティブ化を検出することを含む。いくつかの実施形態で
は、所定の条件は、電子デバイスのタッチ感知面へのタッチ入力を検出することを含む。
【０３６８】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１８１４は、オーディオ入力のサンプリングが
所定の持続時間の間発生した後、オーディオ入力のサンプリングを（例えば、オーディオ
サンプリングユニット１８２０を用いて）中止するように更に構成される。
【０３６９】
　いくつかの実施形態では、所定の条件を満たすユーザ入力は、第１の所定の条件を満た
す第１のユーザ入力であり、処理ユニット１８１４は、第１のユーザ入力の受信に従い、
（例えば、オーディオサンプリングユニット１８２０を用いて）オーディオ入力をサンプ
リングする間に、第２の所定の条件を満たす第２のユーザ入力を（例えば、入力検出ユニ
ット１８１８を用いて）受信し、第２の所定の条件を満たす第２のユーザ入力の受信に従
い、オーディオ入力のサンプリングを（例えば、オーディオサンプリングユニット１８２
０を用いて）中止するように更に構成される。
【０３７０】
　いくつかの実施形態では、第２の所定の条件は、（例えば、移動ユニット１８０８を用
いて）電子デバイスの加速度計から判定された、時間インターバル中の電子デバイスの降
下量に基づくものである。いくつかの実施形態では、第１の所定の条件は、（例えば、移
動ユニット１８０８を用いて）電子デバイスの加速度計から判定された、時間インターバ
ル中の電子デバイスの降下の平滑度に基づくものである。
【０３７１】
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　いくつかの実施形態では、第２の所定の条件は、（例えば、入力デバイスユニット１８
１０を用いた）電子デバイスのボタンのアクティブ化を（例えば、入力検出ユニット１８
１８を用いて）検出することを含む。いくつかの実施形態では、第２の所定の条件は、電
子デバイスの（例えば、タッチ感知面ユニット１８０４を用いた）タッチ感知面上のタッ
チ入力を（例えば、入力検出ユニット１８１８を用いて）検出することを含む。
【０３７２】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１８１４は、所定の条件を満たすユーザ入力の
受信に従い、オーディオ入力を（例えば、オーディオサンプリングユニット１８２０を用
いて）サンプリングする間に、オーディオ入力内のオーディオ終点を（例えば、オーディ
オ処理ユニット１８２２を用いて）特定し、オーディオ終点の特定に応じて、（例えば、
オーディオサンプリングユニット１８２０を用いて）オーディオ入力のサンプリングを中
止するように更に構成される。
【０３７３】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１８１４は、（例えば、オーディオサンプリン
グユニット１８２０を用いた）オーディオ入力のサンプリングの中止に従い、（フィード
バックユニット１８２６を用いて）発生する出力を提供するように更に構成される。いく
つかの実施形態では、処理ユニット１８１４は、（例えば、仮想アシスタントサービスユ
ニット１８２４を用いた）仮想アシスタントセッションのトリガに従い、ユーザに（例え
ば、ディスプレイユニット１８０２及び／又はフィードバックユニット１８１２を用いた
）口頭入力を（例えば、表示可能化ユニット１８１６及び／又はフィードバック有効化ユ
ニット１８２６を用いて）促すように更に構成される。
【０３７４】
　いくつかの実施形態では、オーディオ入力は、口頭トリガ及び追加入力を含み、処理ユ
ニット１８１４は、（例えば、仮想アシスタントサービスユニット１８２４を用いた）仮
想アシスタントセッションのトリガに従い、オーディオ入力内の少なくとも追加入力に基
づいてユーザ意図を（例えば、仮想アシスタントサービスユニット１８２４を用いて）判
定し、ユーザ意図に関連付けられたタスクを（例えば、仮想アシスタントサービスユニッ
ト１８２４を用いて）実行するように更に構成される。
【０３７５】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１８１４は、電子デバイスが所定のモードで動
作しているとの判定に従い、ディスプレイがオンしている間に所定の条件を満たす（例え
ばタッチ感知面ユニット１８０４又は入力デバイスユニット１８１０を用いた）ユーザ入
力を（例えば、入力検出ユニット１８１８を用いて）受信した後であっても、（例えば、
オーディオサンプリングユニット１８２０を用いて）オーディオ入力のサンプリングを見
送るように更に構成される。
【０３７６】
　いくつかの実施形態では、所定のモードでの動作は、電子デバイスのオーディオ出力を
ミュートすることを含む。いくつかの実施形態では、口頭トリガは、「ｈｅｙ　Ｓｉｒｉ
．」などの所定のフレーズを含む。
【０３７７】
　図１４を参照して上述された動作は、図１、図２、図７Ａ～図７Ｂ又は図１８に示され
る構成要素によって、任意選択的に実装される。例えば、サンプリングオーディオ動作１
２０２は、任意選択的にオーディオ回路２１０（図２）によって実行される。口頭トリガ
を有するオーディオが検出されたとき、デバイスは、ディスプレイコントローラ２５６（
図２）及び／又は触覚フィードバックコントローラ２６１（図２）を用いて、対応する出
力を提供する。当業者であれば、他のプロセスが、図１、図２、図７Ａ～図７Ｂ又は図１
８に示す構成要素に基づいてどのように実装されるのかは明らかであろう。
【０３７８】
　図１９で説明される機能ブロックが、説明される様々な実施形態の原理を実施するよう
に、任意選択的に、組み合わされ、又はサブブロックに分離されることを当業者は理解す
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る。したがって、本明細書における説明は、本明細書で説明されている機能ブロックの任
意の可能な組み合わせ若しくは分離、又は更なる定義を任意選択的にサポートする。例え
ば、ユニット１８０２～１８１２は、それぞれのユニット及び動作を可能にする処理ユニ
ット１８１４と動作可能に連結される付随「コントローラ」ユニットを有してもよい。こ
れらのコントローラユニットは、図１８では別々に示されていないが、デバイス１８００
など、ユニット１８０２～１８１２を有するデバイスを設計している当業者の理解の範囲
内であると理解される。したがって、本明細書における説明は、本明細書で説明されてい
る機能ブロックの組み合わせ、分離、及び／又は更なる定義を任意選択的にサポートする
。
【０３７９】
　いくつかの実施形態によれば、図１９は、図８及び図１２を参照して説明したものを含
む、説明される様々な実施形態の原理に従って構成された電子デバイス１９００の機能ブ
ロック図を示す。このデバイスの機能ブロックは、説明される様々な実施形態の原理を実
行するために、ハードウェア、ソフトウェア、又はハードウェアとソフトウェアとの組み
合わせによって、任意選択的に実装される。図１９で説明される機能ブロックが、説明さ
れる様々な実施形態の原理を実施するように、任意選択的に、組み合わされ、又はサブブ
ロックに分離されることを当業者は理解する。したがって、本明細書における説明は、本
明細書で説明されている機能ブロックの任意の可能な組み合わせ若しくは分離、又は更な
る定義を任意選択的にサポートする。
【０３８０】
　図１９に示すように、電子デバイス１９００は、グラフィカルユーザインタフェースを
表示するように構成されたディスプレイユニット１９０２と、接触を受信する任意選択の
タッチ感知面ユニット１９０４と、オーディオ入力を検出するマイクロフォンユニット１
９０６と、時間インターバルにおける加速度などの移動読み取り値を取得する任意選択の
移動センサユニット１９０８と、ボタンなどの任意選択の入力デバイスユニット１９１０
と、オーディオ、触覚及び／又は視覚フィードバックフィードバックを発生する任意選択
のフィードバックユニット１９１２と、上述した各ユニットに連結された処理ユニット１
９１４と、を備える。いくつかの実施形態では、処理ユニット１９１４は、表示有効化ユ
ニット１９１６と、入力検出ユニット１９１８と、オーディオサンプリングユニット１９
２０と、オーディオ処理ユニット１９２２と、仮想アシスタントサービスユニット１９２
４と、任意選択で、フィードバック有効化ユニット１９２６と、を備える。
【０３８１】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１９１４は、マイクロフォンを介して受信した
オーディオ入力を（例えば、オーディオサンプリングユニット１９２０を用いて）サンプ
リングし、オーディオ入力がタスクを表すかを（例えば、オーディオ処理ユニット１９２
２を用いて）判定し、オーディオ入力を（例えば、オーディオサンプリングユニット１９
２０を用いて）サンプリングする間に、オーディオ入力のサンプリングを中止する命令を
（例えば、入力検出ユニット１９１８を用いて）受信し、オーディオ入力のサンプリング
を中止する受信した命令を受け取ったことを通知する出力を（例えば、フィードバックユ
ニット１９２６を用いて）提供し、この出力を提供した後、ある持続時間の間、継続して
オーディオ入力を（オーディオサンプリングユニット１９２０を用いて）サンプリングし
、オーディオ入力がタスクを含むかを（例えば、オーディオ処理ユニット１９２２を用い
て）判定し、その後、オーディオ入力のサンプリングを（例えば、オーディオサンプリン
グユニット１９２０を用いて）中止するように構成される。
【０３８２】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１９１４は、（例えば、オーディオサンプリン
グユニット１９２０に用いた）オーディオ入力のサンプリングに従い、ディスプレイがオ
ンしている間にオーディオ入力を（例えば、オーディオサンプリングユニット１９２０を
用いて）サンプリングするように更に構成される。
【０３８３】
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　いくつかの実施形態では、処理ユニット１９１４は、オーディオ入力のサンプリングを
終了する受信した命令を受け取ったことを通知する出力の（例えば、フィードバックユニ
ット１９２６を用いた）提供に従い、（例えば、フィードバックユニット１９１２を用い
た）触覚出力を（例えば、フィードバックユニット１９２６を用いて）発生するように更
に構成される。
【０３８４】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１９１４は、オーディオ入力のサンプリングを
終了する受信した命令を受け取ったことを通知する出力の（例えば、フィードバックユニ
ット１９２６を用いた）提供に従い、（例えば、フィードバックユニット１９１２を用い
た）オーディオ出力を（例えば、フィードバックユニット１９２６を用いて）提供するよ
うに更に構成される。
【０３８５】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１９１４は、マイクロフォンを介して受信した
オーディオの（例えば、オーディオサンプリングユニット１９２０を用いた）サンプリン
グに従い、（例えば、表示有効化ユニット１９１６及びディスプレイユニット１９０２を
用いて、並びに／又は表示有効化ユニット１９２６及びフィードバックユニット１９１２
を用いて）ユーザに口頭入力を促すように更に構成される。
【０３８６】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１９１４は、オーディオ入力がタスクを表すか
の（例えば、仮想アシスタントサービスユニット１９２４を用いた）判定に従い、オーデ
ィオ入力の少なくとも一部に基づいてユーザ意図を（例えば、仮想アシスタントサービス
ユニット１９２４を用いて）判定し、（例えば、仮想アシスタントサービスユニット１９
２４を用いて）ユーザ意図に基づいてタスクを特定し実行し、（例えば、フィードバック
ユニット１９１２を用いた）触覚出力を（例えば、フィードバックユニット１９２６を用
いて）発生するように更に構成される。
【０３８７】
　いくつかの実施形態では、処理ユニット１９１４は、オーディオ入力のサンプリングを
中止する受信した命令が電子デバイスを介してユーザから受信されたか、それとも外部デ
バイスから受信されたかを（例えば、入力検出ユニット１９１８を用いて）判定するよう
に更に構成され、受信した命令が電子デバイスを介してユーザから受信されたという判定
に従い、（例えば、オーディオサンプリングユニット１９２０を用いた）オーディオ入力
のサンプリングを継続し、サンプリングを中止する命令を受信した後のある持続時間の間
、オーディオ入力がタスクを含むかの（例えば、オーディオ処理ユニット１９２２を用い
た）判定が行われる、受信した命令が外部デバイスから受信されたとの判定に従い、デバ
イスは、受信した命令に応じて（例えば、オーディオサンプリングユニット１９２０を用
いた）オーディオ入力のサンプリングを中止する。
【０３８８】
　いくつかの実施形態では、口頭トリガは、「ｈｅｙ　Ｓｉｒｉ．」などの所定のフレー
ズを含む。
【０３８９】
　図１５を参照して上述された動作は、図１、図２、図７Ａ～図７Ｂ又は図１９に示され
る構成要素によって、任意選択的に実装される。例えば、サンプリングオーディオ動作１
２０２は、任意選択的にオーディオ回路２１０（図２）によって実行される。口頭トリガ
を有するオーディオが検出されたとき、デバイスは、ディスプレイコントローラ２５６（
図２）及び／又は触覚フィードバックコントローラ２６１（図２）を用いて、対応する出
力を提供する。当業者であれば、他のプロセスが、図１、図２、図７Ａ～図７Ｂ又は図１
９に示す構成要素に基づいてどのように実装されるのかは明らかであろう。
【０３９０】
　図１９で説明される機能ブロックが、説明される様々な実施形態の原理を実施するよう
に、任意選択的に、組み合わされ、又はサブブロックに分離されることを当業者は理解す
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る。したがって、本明細書における説明は、本明細書で説明されている機能ブロックの任
意の可能な組み合わせ若しくは分離、又は更なる定義を任意選択的にサポートする。例え
ば、ユニット１９０２～１９１２は、それぞれのユニット及び動作を可能にする処理ユニ
ット１９１４と動作可能に連結される付随「コントローラ」ユニットを有してもよい。こ
れらのコントローラユニットは、図１９では別々に示されていないが、デバイス１９００
など、ユニット１９０２～１９１２を有するデバイスを設計している当業者の理解の範囲
内であると理解される。したがって、本明細書における説明は、本明細書で説明されてい
る機能ブロックの組み合わせ、分離、及び／又は更なる定義を任意選択的にサポートする
。
【０３９１】
　本開示及び実施例が添付図面を参照して十分に記述されてきたが、各種の変更及び修正
が当業者には明らかとなるであろうことに留意されたい。係る変更及び修正は、添付の特
許請求の範囲によって画定される、本開示及び実施例の範囲内に含まれるものとして、理
解されたい。

【図１】 【図２Ａ】
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【図２Ｂ】 【図３】

【図４】 【図５Ａ】
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【図５Ｂ】 【図６Ａ】

【図６Ｂ】 【図７Ａ】
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【図７Ｂ】 【図７Ｃ】

【図８Ａ】 【図８Ｂ】
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【図８Ｃ】 【図９Ａ】

【図９Ｂ】 【図９Ｃ】
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【図１０Ａ】 【図１０Ｂ】

【図１０Ｃ】 【図１０Ｄ】
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【図１１Ａ】 【図１１Ｂ】

【図１１Ｃ】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０Ａ】
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【図２０Ｂ】 【図２０Ｃ】

【図２０Ｄ】 【図２０Ｅ】
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【図２１】
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